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午前 ９時００分 開会  

（出席議員 １４名） 

────────────────── 

◎開 会 宣 告 ・ 開 議 宣 告             

○議長（西村昭教君） 御出席、まことに御苦労に

存じます。 

 ただいまの出席議員は１４名でございます。 

 これより、平成２５年第４回上富良野町議会定例

会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。 

────────────────── 

◎諸 般 の 報 告             

○議長（西村昭教君） 日程に入るに先立ち、議会

運営等諸般の報告をいたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（藤田敏明君） 御報告申し上げます。 

 今期定例会は、１２月６日に告示され、同日、議

案等の配付をいたしました。 

 今期定例会の運営については、１１月２１日及び

１２月４日に議会運営委員会を開き、会期及び日程

等を審議しました。 

 今期定例会まで審議しました陳情、要望の件数は

４件であり、その内容はさきに配付したところであ

ります。 

 監査委員から例月現金出納検査結果報告書の提出

がありました。 

 今期定例会に提出の案件は、町長からの提出議案

１４件及び議員からの報告案件３件及び認定案件２

件、議員からの発議案３件であります。 

 町長から今期定例会までの主要な事項について、

行政報告の発言の申し出がありました。その資料と

して、行政報告とともに平成２５年度建設工事発注

状況を配付しましたので、参考に願います。 

 町の一般行政について、村上和子議員外２名の議

員から、一般質問の通告がありました。その要旨は

本日配付したとおりであり、質問の順序は通告を受

理した順となっております。 

 今期定例会までの議会の主要な行事は、お手元に

配付の議会の動向に掲載したところであります。 

 今期定例会の議案説明のため、町長以下関係者の

出席を求め、別紙配付のとおり出席しております。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） 以上をもって、議会運営等

諸般の報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名の件 

○議長（西村昭教君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に

より、議長において、 

     ５番 金 子 益 三 君 

     ６番 徳 武 良 弘 君 

を指名いたします。 

────────────────── 

◎日程第２ 会期決定の件 

○議長（西村昭教君） 日程第２ 会期決定の件を

議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、本日から１２月１１日までの

２日間といたしたいと思います。これに御異議ござ

いませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、会期は本日から１２月１１日までの２日

間と決しました。 

────────────────── 

◎日程第３ 行政報告 

○議長（西村昭教君） 日程第３ 行政報告を行い

ます。 

 今期定例会までの主な行政執行経過について、町

長から報告の申し出がありますので、発言を許しま

す。 

 町長、向山富夫君。 

○町長（向山富夫君） おはようございます。 

 行政報告をさせていただきます。 

 議員各位におかれましては、公私ともに何かと御

多用のところ、第４回定例町議会に御出席をいただ

き、まことにありがとうございます。 

 この機会に、去る９月定例町議会以降における町

政執行の概要について御報告させていただきます。 

 初めに、平成２５年度の町表彰についてでありま

すが、多くの御来賓の御臨席を賜り、１１月３日に

挙行いたしました。町の関係では、長年教育委員会

委員及び保護司として教育の振興発展及び社会福祉

に大きな役割を果たされた方、生前、固定資産評価

審査委員会委員として地方自治の発展に大きな役割

を果たされた方の２名に自治功労表彰を、また環境

整備や地域活性化に取り組まれ、他の模範となられ

ている２名の方に善行表彰を授与いたしました。 

 教育委員会関係では、２名に文化功労賞、７名１

団体に文化奨励賞、４名にスポーツ功労賞、１１名

６団体にスポーツ奨励賞の表彰をさせていただいた

ところであります。 

 また、１１月３日の総合文化祭におきましては、

昨年、後藤純男画伯より町に御寄贈いただきました

日本画「春映大和」の展示を初めとした「後藤純男
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展」を開催し、多くの町民の皆様にごらんをいただ

いたところであります。 

 国の栄典関係では、１１月３日発令の秋の叙勲に

おきまして選挙管理事務功労として旭日単光章に１

名、危険業務従事者の防衛功労として瑞宝双光章に

１名、瑞宝単光章に４名、さらに同日発令の秋の褒

章において統計調査功績として藍綬褒章に１名、合

わせて７名の町内在住者が受賞されました。 

 改めて、受賞されました皆様の御功績に対し、心

より敬意を表しますとともに、ますますの御活躍、

御健勝をお祈り申し上げる次第であります。 

 次に、全国町村長大会及びふるさと会等について

でありますが、１１月２０日の全国町村長大会に出

席するとともに、旭川十勝道路の整備促進に向けて

期成会関係首長の皆様と秋季の中央要望を行ってま

いりました。 

 また、上京中に東京ふらの会総会が開催されたこ

とから、沿線市町村長とともに出席をしてまいりま

した。 

 なお、札幌上富良野会総会につきましては、１１

月８日に開催され、関係者とともに出席し、当町に

ゆかりのある多くの方々とお会いし、有意義な時間

を過ごさせていただきました。 

 次に、過疎指定要件見直しに関する中央要望につ

いてでありますが、１０月１５日美幌町長及び斜里

町長とともに、平成２２年国勢調査結果に基づく過

疎地域要件の見直しについて国会議員及び総務省、

関係部局に対して中央要望活動を行ったところであ

ります。 

 また、１０月２９日には道内で過疎法適用外の小

規模自治体で構成しております道内過疎法適用外小

規模町村懇談会に出席し、過疎法適用外小規模町村

への支援要請活動について、その内容を確認したと

ころであります。 

 １１月２８日に出された与党過疎対策特別委員会

の検討結果によりますと、要望しておりました平成

２２年度国勢調査に基づく人口減少率については、

反映することとなったところであります。 

 しかし、人口減少率についてもあわせて引き上げ

られる見込みであり、その場合におきましては当町

の減少率では該当しないこととなることから、引き

続き今後の動向を注視してまいりたいと思います。 

 次に、不採算地区病院に対する特別交付税経過措

置に関する要望についてでありますが、本年度末で

の経過措置終了を見据え、これまで美幌町、新ひだ

か町並びに北海道と調整を図ったきたところであり

ますが、北海道の国に対する要望を踏まえ１１月２

１日美幌町長及び新ひだか町長とともに総務省自治

体財政局に対して中央要望活動を行ってきたところ

であります。 

 町立病院の維持は町民の地域医療環境を支える基

盤であり、さらには救急医療体制を初めとした圏域

医療体制の一翼を担っていることから、その財政支

援の確保について引き続き関係する自治体や北海道

と連携し取り組みを進めてまいります。 

 次に、第５次総合計画基本計画中間見直しについ

てでありますが、平成２１年３月に策定しました基

本計画について、中間年度に見直しを行うこととさ

れていることから、昨年１２月１４日に組織内にお

いて見直し検討委員会を設置し、これまで見直し作

業を進めてまいりました。 

 この間、組織内での基本計画に基づく事務事業の

評価を初め、本年６月にはこの５年間での町民の皆

様の意識の変化を把握することを目的としたアン

ケート調査を実施し、９月１３日及び１１月７日に

は策定時にかかわっていただきました町内主要団体

代表者及び町民有志の皆様との意見交換を実施し、

今般見直し結果報告としてまとめたところでありま

す。 

 これらの結果を踏まえ、現在の基本計画に沿って

今後も町の将来像である「四季彩のまち かみふら

の‐風土に映える暮らしのデザイン」の実現のた

め、引き続き着実な計画の推進を図ってまいりま

す。 

 次に、地域防災計画改定についてでありますが、

１１月２８日、第１回上富良野町防災会議を開催し

たところであります。この会議では、防災計画の改

訂方針、構成要素の概要、スケジュールについて確

認を行ったところであり、今後もこの会議を重ね、

今年度中の改訂に向けて取り組んでまいります。 

 次に、地域の元気臨時交付金を活用した緊急防災

減災事業についてでありますが、避難施設の自家発

電装置設置事業として、１２月３日に西小学校、公

民館、役場、保健福祉総合センターの４施設を対象

に整備工事を仮契約したことから、今定例会におい

て本契約を締結するための議案を上程しております

ので、御審議を賜りたいと存じます。 

 次に、自衛隊関係についてでありますが、１１月

１８日に自衛隊協力会道北地区連合会及び陸上自衛

隊第２師団地域市町村によります沖縄研修に参加

し、翌１９日には自衛隊体制強化を求める中央要望

を行ってまいりました。 

 また、同日、北海道自衛隊駐屯地等連絡協議会に

よります北海道の自衛隊体制強化を求める中央要

望、翌２０日には北海道基地協議会によります平成

２６年度基地関係予算の確保及び基地交付金等に関

する要望、防衛施設周辺整備対策に関する中央要望

それぞれ国会議員、防衛省、総務省、財務省に対し
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て行ってまいりました。 

 １１月２８日には友部第２師団長によります防衛

講演会、１２月２日には日米共同方面隊指揮所演習

にそれぞれ参加したところであります。 

 次に、民生委員、児童委員及び主任児童員の任期

満了に伴う一斉改選が行われ、１２月３日に辞令交

付を行ったところであります。 

 今回の一斉改選では、長年御活躍いただいた民生

委員、児童委員１６名の方々が退任され、新たに１

６名の方々が就任されました。 

 次に、子ども・子育て会議についてであります

が、去る９月定例町議会において議決いただきまし

た子ども・子育て会議条例に基づき、公募による保

護者委員６名を含む１５名の委員を持って１１月１

日付で委嘱をし、これまで２回の会議を開催したと

ころであります。 

 会議では、子ども・子育て支援事業計画策定にか

かわるニーズ調査の件を主な議題として、大変熱心

に御議論をいただき、調査書がまとまりましたの

で、このたび対象の家庭にお届けしたところであり

ます。 

 次に、障がい者、高齢者施設等の整備についてで

ありますが、今春より着工しておりました社会福祉

法人あさひ郷による「北の峯学園上富良野事業所」

及び上富良野町社会福祉協議会による小規模多機能

型居宅介護施設「ふくしん」が完成を迎え、当初の

予定どおりそれぞれ１０月１日、１１月１日に開所

の運びとなりました。 

 また、民間事業者による住宅型有料老人ホームが

９月１日にオープンしており、これらの施設が今

後、本町の障がい者、高齢者の福祉の充実に大いに

貢献されることを期待しているところであります。 

 次に、平成２１年４月より施行しております上富

良野町自治基本条例についてでありますが、条例の

規定に基づき、今年度は見直しの年となりますこと

から、昨年１０月に設置されました協働のまちづく

り推進委員会において御審議をいただき、１１月１

３日に見直しに関する提言書をいただいたところで

あります。 

 提言書の内容につきましては、条文の検証と町民

アンケート結果を踏まえ、条例につきましては見直

しの必要はないとの結論を得まして、今後、町民の

皆様にこの条例に対する理解を深めていただきなが

ら、協働のまちづくりを推進すること、さらには職

員の意識の向上についての提言を賜ったところであ

ります。 

 次に、国内外交流についてでありますが、国際交

流におきましては、１０月１７日に富山市に滞在中

のカムローズ日本友の会の会長であるミチコ・ラス

ムン氏を訪ね、今夏訪問させていただいた青少年国

際交流事業への支援やＡＥＴ派遣に対するお礼とと

もに、今後の交流事業への御支援をお願いしてきた

ところであります。 

 また、国内交流におきましては、副町長を代表と

する４名が１１月１４日から１６日までの日程で津

市を訪問し、前葉市長を初め、多くの方々と懇談

し、今後の交流推進について相互の理解を深めたと

ころであります。 

 次に、本町のＰＲ活動についてでありますが、１

０月４日から６日に東京代々木公園で開催された、

第２５回北海道フェアｉｎ代々木「ザ・北海食堂」

内において、サッポロビールが主催する「北の大収

穫祭」エリアに参加いたしました。 

 ＰＲステージでは、本年誕生した御当地キャラク

ター「らべとん」とともに本町の特産物が当たる御

当地クイズを初め、３日間で約３６万５,０００人

の来場者に対し、関係機関の皆様の協力を得てＰＲ

活動を行ってきたところであります。 

 次に、企業振興についてでありますが、１０月７

日、地元企業に関連する企業訪問といたしまして、

東京都内にあります竹本容器株式会社、プリマハム

株式会社、サッポロビール株式会社の計３社に地元

事業所での雇用及び営業規模継続拡充をお願いし、

表敬訪問を行ってまいりました。 

 次に、去る第６回町議会臨時会で御議決いただき

ましたプレミアム商品券発行補助事業であります

が、１１月１８日から２２日までの予約期間におい

て５,０７０組、５,０７０万円、１,０９４世帯の

町民の皆様が予約をされ、また１２月２日からの一

般販売においては、販売開始後２時間足らずで完売

されたとの報告を受けたところであります。 

 本事業を通じ、商工業者みずからの販売力強化の

取り組みにより、町民の地元での購買意欲を喚起

し、経済の活性化につながることを期待していると

ころであります。 

 次に、治水砂防海岸事業促進同盟関係行事につい

てでありますが、本年から北海道治水砂防海岸事業

促進同盟の副会長、全国治水砂防協会の理事を拝命

したことから、１０月３０日、３１日に長野県白馬

村で開催された全国治水砂防協会理事顧問会議に、

１１月１９日には東京都で開催された全国治水砂防

促進大会及び国土交通省への中央要望行動を行って

まいりました。 

 今後におきましても、道内の河川砂防整備の促進

はもとより、当町の河川砂防施設の整備がより進捗

する取り組みとなるよう取り組んでまいります。 

 次に、スポーツ講演会についてでありますが、１

０月１０日にロンドンオリンピック女子レスリング
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金メダリスト小原日登美さんとボクシング５６キロ

級銅メダリストの清水聡さんをお招きし、小学生、

中学生、町民の皆様へそれぞれ御講演いただきまし

た。当日は、多くの方々が来場され、大変、有意義

な講演会となりました。 

 次に、第５０回町総合文化祭についてであります

が、１１月２日から４日までの３日間、社会教育総

合センターにおいて開催されました。 

 今回の文化祭は、町民コンサートに１２団体、芸

能発表に１７団体の参加のほか、町民作品など１,

４４５点の展示や協賛事業が開催され、延べ２,７

３３名の方々に御来場いただき盛会のうちに終了す

ることができました。 

 あわせまして、１１月１日は特別協賛事業として

北海道舞台塾のふらの塾ＯＢユニット公演が保健福

祉総合センターにおいて開催され、２７６名が観賞

されました。 

 また、ことしは総合文化祭を開催して５０年の節

目を迎える年に当たることから、記念特別事業とし

て１１月４日に弦楽四重奏コンサート、翌５日には

上富良野小学校全校児童と上富良野中学校２学年の

生徒による演奏会が開催されたところであります。 

 最後に、建設工事の発注状況についてであります

が、９月定例町議会で報告以降に入札、執行した建

設工事は１２月３日現在、件数で１５件、事業費総

額で１億５,４５２万７,０００円で、本年度累計で

は５３件、事業費総額２１億２,６５６万１,４００

円となっております。 

 詳細につきましては、お手元に平成２５年度建設

工事発注状況を配付しておりますので、御高覧いた

だきたいと存じます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 以上をもって、行政報告を

終わります。 

────────────────── 

◎日程第４ 報告第１号 

○議長（西村昭教君） 日程第４ 報告第１号例月

現金出納検査結果報告の件について、監査委員より

報告を求めます。 

 代表監査委員、米田末範君。 

○代表監査委員（米田末範君） 例月現金出納検査

結果について御報告いたします。概要のみ申し上げ

ますので、御了承を賜りたいと存じます。 

 地方自治法第２３５条の２第１項の規定により、

平成２５年度８月分から１０月分について、例月現

金出納検査を執行いたしましたので、同条第３項の

規定により、その結果の報告並びに検査結果を一括

して御報告いたします。 

 一般会計、各特別会計、各企業会計並びに各会計

基金の出納の収支状況は、１ページから１２ページ

までの結果報告書に示すとおりであり、現金、預金

は適正に保管されていることを認めました。 

 なお、結果報告書につきましては、御高覧いただ

いたものと存じ、説明を省略させていただきます。 

 また、町税並びに国民健康保険税の収入状況につ

きましては、１３ページにございますので参考とし

ていただきたいと存じます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ただいまの報告に対し、質

疑があれば賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御質疑がなければ、これを

もって本件の報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程第５ 報告第２号 

○議長（西村昭教君） 日程第５ 報告第２号町内

行政調査の報告を行います。 

 本報告は、各常任委員会合同の調査でありますの

で、事務局長より報告書を朗読させます。 

 事務局長。 

○事務局長（藤田敏明君） 町内行政調査につい

て、報告書を朗読させていただきます。 

 平成２５年第３回定例会において議決された町内

行政調査について、次のとおり実施したので、その

結果を報告する。 

 平成２５年１２月５日、議長宛て。 

 総務産建常任委員長岡本康裕。 

 厚生文教常任委員長金子益三。 

 記。 

 １、調査の経過。 

 平成２５年９月３０日、全議員による合同調査と

して、町内行政調査を実施し、町内公共施設等の現

況を視察し、町理事者及び所管課長等から説明を求

め調査を行った。 

 ２、調査の結果。 

 施設等の把握をすることを重点とし、１７カ所の

現地調査を行ったところ、その実態により今後の議

会審議の資とすることとした。 

 なお、公共施設の屋根など老朽箇所が見受けられ

たので、計画的な修繕を検討されたい。 

 調査した施設等は次のとおりである。以下、１

７カ所については御高覧願います。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ただいまの報告に対し、質

疑があれば賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 質疑がなければ、これを

もって、本件の報告を終わります。 
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────────────────── 

◎日程第６ 報告第３号 

○議長（西村昭教君） 日程第６ 報告第３号議員

派遣結果報告の件について、報告を求めます。 

 議会運営委員長、今村辰義君。 

○議会運営委員長（今村辰義君） 議員派遣結果に

ついて御報告を申し上げます。 

 平成２５年第３回定例会において議決された議員

派遣について、次のとおり実施したのでその結果を

御報告いたします。 

 平成２５年１２月５日。 

 上富良野町議会議長西村昭教様。 

 議会運営委員長今村辰義。 

 記。 

 １、富良野沿線市町村議会議員研修会について。 

 （１）研修の経過。 

 本町議会は、平成２５年１０月１５日に南富良野

町で開催された富良野沿線市町村議会議長会主催の

議員研修会に１２名が参加をいたしました。 

 （２）研修の結果といたしまして、株式会社

ファーマーズ・フォレスト代表取締役松本謙氏よ

り、「食と農によるまちづくり」の講演を聴講いた

しました。 

 ２、上川管内町村議会議員研修会について。 

 （１）研修の経過。 

 本町議会は、平成２５年１０月３０日に旭川で開

催された上川町村議会議長会主催の議員研修会に１

０名が参加をいたしました。 

 （２）研修の結果といたしまして、北海道大学大

学院農学研究院農業経済学分野農業経営学研究室講

師、東山寛より、「ＴＰＰ交渉の現状と国民生活へ

の影響」の講演と時事通信社特別解説委員加藤清隆

氏より「激動の政治情勢を読む」の講演を聴講いた

しました。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ただいまの報告に対し、御

質疑があれば賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって議

員派遣結果の報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程追加の議決 

○議長（西村昭教君） お諮りいたします。 

 町長から、議案第１５号定住自立圏形成協定締結

の件が提出されております。 

 これを日程に追加し、直ちに議題といたしたいと

思いますが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、議案第１５号を日程に追加し、直ちに議

題とすることに決しました。 

────────────────── 

◎追加日程第１ 議案第１５号 

○議長（西村昭教君） 追加日程第１ 議案第１５

号定住自立圏形成協定締結の件を議題といたしま

す。 

 提案者から、提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（北川和宏君） ただいま上程いただき

ました、議案第１５号定住自立圏形成協定締結の件

につきまして、提案の要旨を御説明申し上げます。 

 定住自立圏形成協定に関しましては、国が重要施

策として進めております定住自立圏構想について、

平成２５年４月１日付で対象中心市の該当要件が緩

和されたことにより富良野市が中心市の対象となる

ことを受け、９月４日には富良野市において中心市

宣言がなされたところであります。 

 その後、中心市と周辺市町村の１対１による定住

自立圏形成協定に向けた協議を進めてきたところで

ありますが、このたび協議が整ったことから、協定

の締結に関しましてさきの第３回町議会定例会にお

いて議決いただきました上富良野町議会の議決すべ

き事件に関する条例の規定により、議会の議決をお

願いするものであります。 

 以下、議案を朗読し、御説明申し上げます。 

 議案第１５号定住自立圏形成協定締結の件。 

 富良野市と上富良野町との間において、次のとお

り定住自立圏形成協定を締結することについて、上

富良野町議会の議決すべき事件に関する条例（平成

２５年上富良野町条例第２０号）第２条第２項の規

定により、議会の議決を求める。 

 １ページをお開き願います。 

 定住自立圏の形成に関する協定書。 

 富良野市（以下「甲」という。）と上富良野町

（以下「乙」という。）は、定住自立圏の形成に関

し、次のとおり協定を締結する。 

 （目的） 

 第１条、この協定は中心市宣言（定住自立圏構想

推進要綱（平成２０年１２月２６日総行応第３９号

総務事務次官通知）第４に規定するものという。以

下同じ。）を行った甲と、甲が行った中心市宣言に

賛同した乙が、相互に役割を分担し連携しながら定

住に必要な都市機能及び生活機能を確保し、安心し

て暮らせる定住自立圏を形成することを目的とす

る。 

 （基本方針） 

 第２条、甲及び乙は、前条に規定する目的の達成

のために、定住自立圏を形成し、次条に規定する政
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策分野の取り組みにおいて相互に役割を分担して連

携を図るものとする。 

 （連携する取り組み及び役割分担） 

 第３条、甲及び乙が連携して取り組む政策分野は

次の各号に掲げるものとし、その取り組みの内容並

びに甲及び乙の役割は別表第１から別表第３までに

定めるものとする。 

 （１）生活機能の強化に係る政策分野、別表第

１。 

 （２）結びつきやネットワークの強化に係る政策

分野、別表第２。 

 （３）圏域マネジメント能力の強化に係る政策分

野、別表第３。 

 （事務執行に当たっての連携及び負担） 

 第４条、甲及び乙は、前条に規定する取り組みを

推進するため、相互に役割を分担して連携し、事務

の執行に当たるものとする。 

 ２、甲及び乙は前条に規定する取り組みを推進す

るため、前条に規定するもののほか、必要な費用が

生じたときは、相互の受益の程度を勘案し、当該費

用を負担するものとする。 

 ３、第１項の規定により、必要となる手続きまた

は人員の確保に係る負担並びに前条及び前項に規定

する費用の負担については、その都度、甲及び乙が

協議の上、別に定めるものとする。 

 （協定の変更） 

 第５条、甲及び乙は、この協定を変更しようとす

るときは、協議の上、これを定めるものとする。こ

の場合において、甲及び乙はあらかじめ議会の議決

を経るものとする。 

 （協定の廃止） 

 第６条、甲または乙は、この協定を廃止しようと

するときは、あらかじめ議会の議決を経た上で、そ

の旨を他方に通告するものとする。 

 ２、前項の通告は、書面によって行い、議会の議

決書の写しを添付するものとする。 

 ３、この協定は、第１項の規定により通告があっ

た日から起算して２年を経過した日にその効力を失

う。 

 （疑義の解決） 

 第７条、この協定に関し疑義が生じたときは、甲

及び乙が協議の上、これを定めるものとする。 

 この協定の締結を証するため、本書２通を作成

し、甲乙記名押印の上、各自その１通を保有する。 

 日付は、協定の締結日となります。 

 甲、富良野市弥生町１番１号、富良野市、富良野

市長能登芳昭。 

 乙、空知郡上富良野町大町２丁目２番１１号、上

富良野町、上富良野町長向山富夫。 

 ３ページをお開き願います。 

 以下につきましては、条例の朗読を省略させてい

ただき、その主な内容についてのみの説明とさせて

いただきますので、御了承願いたいと思います。 

 別表第１は、協定書第３条第１号に規定する生活

規模の強化にかかる政策分野について、医療、福

祉、教育、産業振興及びその他の政策分野それぞれ

について、その取り組み内容及び甲乙の役割を規定

するものであります。 

 ８ページをお開き願います。 

 別表第２は、協定書第３条第２号に規定する結び

つきやネットワークの強化にかかる政策分野につい

て、地方公共交通デジタルディバイドの解消に向け

たＩＣＴインフラ整備、道路等の交通インフラの整

備及び地域内外との住民との交流促進、交流移住促

進の政策分野のそれぞれについて、その取り組みの

内容及び甲乙の役割を規定するものであります。 

 ９ページをお開き願います。 

 別表第３は、協定書第３条第３号に規定する、圏

域マネジメント能力の強化にかかる政策分野につい

て、宣言中心市等における人材の育成及び圏域市町

村職員等の交流の政策分野のそれぞれについて、そ

の取り組みの内容及び甲乙の役割を規定するもので

あります。 

 以上で、議案第１５号定住自立圏形成協定締結の

件の説明といたします。 

 御審議いただきまして、議決くださいますようお

願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 何点か質問させていただき

ます。 

 今回、議決されますと当然、富良野市においても

当然関係する条例の議決等が優先されてくるかとい

うふうに思います。 

 そういった今後の流れ等はどういうふうに、手順

ですね、流れがなってくるのかということと、この

協定書、スケジュール等を見ますと、協定議決後、

定住自立圏の調印式というか、締結式が行われる。

もしくは、圏域の共生ビジョンの懇談会が開かれる

と、会議が開催されるという形の中で、約２０日間

にわたってはパブリックコメントも行われるという

形の中で、住民の意見もその中に網羅された中で、

共生ビジョンがつくられるというような形式になっ

ているかというふうに思いますが、この点、流れ等

はどういうふうな、はっきりわかっている部分でよ

ろしいですが、お伺いいたします。 
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 二つ目には、もう既に予算が例えばごみだとか、

あるいは処理だとか、富良野協会病院等の産婦人科

等などの予算も当然執行されておりますが、そう

いったものを既に協定で進められて、既に予算が計

上されているもの等というのは、現時点でわかれば

よろしいですが、どのぐらいの金額になっているの

か、その点。 

 二つ目には、さらにお伺いしたいのは、新たに予

算が伴うような、そういったものが出てくるのかど

うなのかという点をお伺いします。 

 もう１点は、そうしますと圏域の住民、上富良野

町の方々が今後、こういうものが共生ビジョン等が

作成されて、地域の生活の向上に、あるいは文化、

健康のためにも資するという重要な大切な協定の中

身も当然そこに入っておりますので、施設利用だと

か、あるいは各種のいろいろな上富良野から富良野

でこういう施設が利用します、できますだとかとい

う点でまだまだ十分周知されていない部分が見受け

られます。 

 当然そうなりますと、そういった部分のこういう

施設が利用できますとか、お互いに協力してできま

すだとか、そういった部分のきちっとした住民に知

らせるという内容の周知も伴ってくるのかなという

ふうに思いますので、そういったものも含めてどう

いうふうに今後なっていくのかというところをお伺

いしておきたいと思います。 

 何よりもこの間、議会でも問題になったのは、こ

れを行うことによって、協定を結ぶことによって合

併につながるのではないかだとか、そういった部分

はいろいろと見え隠れはしておりますが、ただ財政

的な優遇措置だとか含めて出てくるということで、

改廃についてもそれぞれ協定して、ふぐあいが生じ

た場合、お互いが協議し合って、その中でローリン

グして直す、あるいは一方的に一方が強制的なこと

をやってきた場合に、強引なことをやってきた場

合、それを拒絶することもできるという一定の歯ど

めもかかっているという点では、今後、こういう条

文を生かした中で、この協定を最大限に発揮すると

いうことが求められてきているのかなというふうに

思いますので、これらの点についてお伺いいたしま

す。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川和宏君） ４番米沢議員の質問、

大きく５点ほどあったのではないかと思いますが、

それについてお答えしたいと思います。 

 まず最初のスケジュールというか、今後の流れに

ついての御質問でありますが、今回、当町がこの協

定に関する議決が一番最初でございまして、これを

受けましてから富良野市、それから他の町村が今、

上程しているということで伺っておりますが、その

後に締結の日程等が定まってくるのかなと思ってお

ります。 

 その後、共生ビジョンの素案を担当レベルでそれ

ぞれ作成をいたしまして、その後、先ほど申されま

した圏域の共生ビジョンの懇談会を開催して共生ビ

ジョンの策定に当たっていくと。その後、パブリッ

クコメントを実施いたしまして、定住自立圏共生ビ

ジョンの策定、それから公表までつながっていくの

かなという日程であります。 

 それから、予算執行にかかっての協定をしたとき

の金額ということが今、言われたのですが、今、

概々算での拾っているところでありまして、一般財

源ベースで２億円程度ということで、当町の支出見

積もっているところであります。これにつきまして

は、あくまでも平成２５年度の実施事業において想

定される共生ビジョンの事業の積み上げであります

ので、あくまでも概々算ということで御了解を賜り

たいと思います。 

 また、３点目の新たな予算についての件でありま

すが、これにつきましては先ほど申し上げたとお

り、平成２５年度事業をベースとしての事業を予定

しておりますので、現在のところ新たな予算という

ことでは想定しておりませんが、その予算額の増

減、今後の予算査定においてもその部分が論議され

てくるものだと考えているところであります。 

 次に、地域の生活向上、文化の向上に資すること

をうたっているということであるということから、

施設の利用、それから利用等の周知がまだまだ不十

分ではないかという御指摘でございますが、この件

につきましては、施設の利用については、例えば社

会教育施設等、体育施設等につきましては、利用料

の調整も過去に行ったこともありますし、その部分

について周知が足りないということでの御指摘であ

りますので、今後、その部分については関係所管と

の協議を重ねてまいりたいと思いますので、御理解

を賜りたいと思います。 

 それから、協議については合併とか、それにつな

がるのではないかという懸念でありますが、先ほど

申し上げたとおり、共生ビジョンの中で想定する事

業につきましては現行、行っている事業を基本と考

えておりますので、そのような中身はないというこ

とで考えておりますし、それぞれ協定の中について

疑義が生じたときにはそれぞれ協議をすることとし

ておりますので、そのことについては協議を進めて

いくということで御理解を賜りたいと思います。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ４番米沢議員の定住自立圏
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協定に関します御質問に、私からお答えさせていた

だきたいと思います。 

 まず冒頭、本議案を追加上程をいただきました議

会に対しまして、私のほうから皆様方の御理解に感

謝を申し上げる次第でございます。 

 ただいま米沢議員のほうから後段お尋ねがござい

ました、今後の本町のこの定住自立圏協定を結ぶこ

とに伴います将来の町づくりの姿についてお尋ねが

あったと思いますが、私はこの定住自立圏協定が、

これがゴールでなくて、新たな地域づくりのスター

トラインだというふうに理解をしておりまして、現

在、取り組みをしてきております、それぞれ個別の

取り組みをしてきておりますさまざまなものについ

て、しっかりとそこは新しい仕組みの中で、さらに

町民の皆様方の向上に資するように取り組んでいく

ツールとして活用していくべきものかなというふう

に理解をしております。 

 あわせて、本協定が集約ではなくて補完し合う仕

組みだということを絶対に忘れないように、これか

ら本来の目的であります協定の中身に活力を見出し

ていきたいというふうに考えておりますので、御理

解を賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

 ７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） きょう、議案第１５号とい

うことで日程追加になったと、先般の全員協議会の

経過等を踏まえてこういう形になったと思いますけ

れども、ただ１２月３日の北海道新聞の報道による

と南富、占冠、中富良野さんはこの協定に参加をす

るということで、先般、私、富良野市議会で傍聴し

たら議案第１、１１、１２、１３で中富、南富、占

冠さんのあれが１３日の日に議案として上がってい

る、したがって上富良野、きょう今回、出された関

係については富良野市議会の追加議案として入るの

かどうかということをひとつ確認をしたいと思うの

です。 

 南富、占冠、中富良野さんは、議会でまだこの定

住自立圏形成協定締結の件は議会として議決はして

いないけれども、上程はされるという約束で今回、

富良野市議会で提案されるというふうに伺っており

ます。 

 したがって、富良野市議会の１３日の議会の中に

追加議案として入るのかどうかということと、それ

からもう１点は、今うちで締結をしたけれども、１

２月２５日に予定をされている合同の締結調印式と

いうことで予定をされております。 

 したがって、うちの議案の関係が富良野市議会に

入らなければ、この合同調印式の中には入れるのか

どうかということで確認したいと思います。 

 それから当初、我々いただいた今後のスケジュー

ルの中でパブリックコメントが１日から２０日まで

という形で書かれています。これらの予定の関係は

どうなっているのかということでお伺いをいたした

いと。 

 したがって、もう１点は先ほど同僚議員が申し上

げたように共生ビジョンの懇談会の関係、これが年

一、二回やられるということですけれども、これが

終わった後、定住自立圏共生ビジョンの策定公表、

そしてその写しを総務省と北海道、それから関係町

村にということになっています。 

 したがって、これらが共生ビジョンの懇談会がど

ういう形で開催をされ、上富良野からどういう形で

行かれるのかということを確認をしたいと。日程的

に非常に厳しい状況になっておりますけれども、そ

れらの関係がわかる範囲でございますけれども、教

えていただきたいと思います。よろしくお願いしま

す。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川和宏君） ７番中村議員の３点の

質問でありますが、まず１点目の本協定にかかわる

富良野市の市議会における上程についてであります

が、昨日、当町でも上程を予定しているということ

でお話ししたところ、富良野市においてもその準備

が整ったということで今般、当町においても上程す

ることとなりましたので、富良野市においても今、

上程されるということで確認をしているところであ

ります。 

 また、調印式にかかわる部分につきましては、

今、予定としての今の日程で、その議員の日程で予

定をしているところですけれども、これにつきまし

てはまだ当町が本日の提案でありますし、他の富良

野市初め、ほかの町村においてもこれから議決の予

定となることから、それについてはその後、調整し

た上で進むのかなということで認識しているところ

であります。 

 また、２点目のパブリックコメントの件につきま

しては、これは共生ビジョンの案ができました時点

で、この協議をしている時点において、１日から２

０日以内の範囲でパブリックコメントをするという

ことでありますので、日程的にはその期間に要する

部分の関係で、その範囲内で実施をしたいというこ

とで伺っているところであります。 

 要するに１日以上、２０日以内の中で実施をした

いということでの考え方だと伺っているところであ

ります。 

 また、共生ビジョンの懇談会の開催につきまして

は、さきにお示ししましたスケジュールの中で富良



― 10 ― 

野市においての各関係機関のもの、それから各市町

村からは１名の委員を選出しまして、その中で協議

をするということでお伺いをしているところであり

ます。 

○議長（西村昭教君） ７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） 一応、富良野市議会で追加

提案されるということで、富良野沿線５市町村が足

並みがそろったということで理解をして、１２月３

日の新聞を見ると上富良野だけが除かれているとい

うことで、やはり関心の持っている町民や沿線市町

村の方でも上富良野町はどうなっているのだという

ことがこれで解消されたと思います。 

 それで、パブリックコメントが１日から２０日と

いう間にやるということは、現実にまだ協定書を結

んで、具体的にスケジュールは進んでいませんけれ

ども、現実の問題として非常に期間がないわけで

す。 

 そうすると、協定書を結ぶ、それから共生ビジョ

ンの懇談会をやる、それからパブリックコメントを

やっていると、そして策定、そして公表ということ

のスケジュールになってきているのですけれども、

その点の調整はまだ進んでいないということなの

か、それとも一応、こういう予定で進められている

ということで確定した内容がわかれば教えていただ

きたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川和宏君） ７番中村議員のただい

まの御質問でありますが、まず共生ビジョンの懇談

会につきましては、策定の手続の中において民間や

地域の関係者を構成員として中心市が開催するとい

うことになっておりまして、それに関係する町村に

ついても委員が参画して協議をしていこうというこ

とまでは伺っておりますが、具体的なスケジュール

等については今後の調整の中で日程が明らかになっ

てくるのではないかということで考えているところ

であります。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 これより、議案第１５号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決いたしまし

た。 

────────────────── 

◎日程第７ 町の一般行政について質問 

○議長（西村昭教君） 日程第７ 町の一般行政に

ついて質問を行います。 

 質問の通告がありましたので、順次、発言を許し

ます。 

 初めに、３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） 私は、さきに通告してあり

ます３項目について町長に質問いたします。 

 まず１項目めは、ホームヘルパー資格取得の補助

を考えてはどうか。 

 介護従事者が不足の状況にあり、ホームヘルパー

２級講座が平成２５年３月で終了いたました。４月

以降は、初任者研修の修了者と見なされ、資格は継

承されるが、受講時間も多くなり、筆記試験受講料

も１５万円と高額な金額がかかることになる。これ

らの費用を町として補助など、何らかの支援を考え

てはどうか、町長にお伺いいたします。 

 ２項目めは個人商店への購買力維持と買い物難

民、弱者対策としてコールセンター、買い物支援

サービスの設置を。 

 大型スーパーが１店撤退し、靴店、家電販売

店、カメラ店、呉服店、文具店、印刷会社、ガソリ

ンスタンドなどの個人商店も減少しており、このま

までは個人商店がなくなってしまうのではと危機感

を持っております。 

 個人商店への購買力の維持と買い物難民、車を持

たない高齢者の買い物弱者への対策として、町とし

て自衛隊ＯＢなどの雇用を起こし、注文を聞いて宅

配をするコールセンター、買い物支援サービスの設

置などを考えてはどうかお伺いいたします。 

 ３項目めは、自主防災組織向けのＤＶＤを作成し

てはどうか。 

 地球環境の変化から、各地で風水害や土砂、自然

災害に見舞われ、上富良野町でも自主防災組織が立

ち上がり、防災士も配置されているが、災害をより

身近な問題として考えてもらえるよう、自主防災組

織の役割や応急手当ての仕方、救出方法、防災メー

ル登録方法などを収録したＤＶＤを作成し、地域の

研修などで使うことで災害対応を根づかせ、災害に

強い町づくりに役立ててはどうか、町長にお伺いい

たします。 

 以上でございます。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番村上議員の御質問にお

答えいたします。 

 まず、１項目めの介護職の資格取得に関する御質

問にお答えさせていただきます。 

 本年４月からの介護職員初任者研修は、旧ホーム
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ヘルパー２級にかわる介護職の入門とも言える資格

であり、介護の仕事にかかわる上で必要な知識と基

本的なノウハウを身につけるものとして、旧ホーム

ヘルパー２級講習と同様に１３０時間の研修受講が

必要となっております。 

 高齢化の進展によりまして、介護従事者の養成は

極めて重要な課題であることから、富良野圏域にお

きましては、平成７年度から旧ホームヘルパー２級

の養成講習を行ってきた富良野地域人材開発セン

ター運営協会が、介護職員初任者研修指定事業者と

して北海道の指定を受け、初任者研修を実施してい

るところであります。 

 なお、議員の御発言のとおり、民間事業者による

初任者研修の受講料は１５万円というところも耳に

しておりますが、富良野地域人材開発センターの研

修費は、地域の医師会や専門職の御協力をいただき

ながら５万９,８００円と設定をされております。 

 御質問の受講料の補助につきましては、資格の取

得は、さまざまな業種において、みずからの就業や

キャリアアップなど、個々の意志のもとに目指され

るものと認識しておりますので、介護資格受講者へ

の補助制度につきましては、現時点において持ち合

わせておりませんことを御理解賜りたいと存じま

す。 

 次に、２項目めのコールセンター設置に関する御

質問にお答えいたします。 

 相次ぐ大型店の撤退や個人商店の廃業により、町

の中心部、とりわけ道道沿いに建設されている商店

街につきましては、空洞化が進んでおり、また消費

者にとりましては店舗の減少によって買い物の選択

肢が少なくなることから、購買力の町外流出につき

ましては、議員同様に懸念を抱いているところであ

ります。 

 買い物サービス等の拠点施設を配置し、高齢者な

ど、買い物弱者への対応にも配慮しながら、顧客の

利便性向上や確保を目的とした事業展開を行ってい

る地域があることは認識しているところであります

が、事業の仕組みや運営方法に多少の違いはありま

しても、そのほとんどは商業団体や個人商店有志か

ら成る任意団体等が主体となり運営されているのが

実態であります。 

 町内におきましても、個店の経営努力で既に宅配

サービス等を展開している商店もあるかと思われま

す。 

 買い物弱者を出さないということは、町としても

認識しなければならない課題でありますが、コール

センターの設置による事業の展開につきましては、

民間事業者が担うものとして理解しておりまして、

町内においてそのような動きがあった場合には、町

が公共の福祉増進等で支援できる部分がありました

場合には検討させていただくことは必要と考えてお

りますので、御理解を賜りたいと存じます。 

 次に、３項目めの自主防災組織向けＤＶＤ作成に

関する御質問にお答えいたします。 

 近年、各地におきまして風水害、土砂災害など、

自然災害が多発し大きな被害に見舞われているとこ

ろでありますが、当町におきましても大雨による災

害が毎年のように繰り返されております。 

 また、十勝岳噴火に伴う泥流災害も想定されるこ

とから、防災対策及び減災対策の重要性を強く認識

しているところであり、現在、地域防災計画の改定

作業を進めているところであります。 

 自主防災組織につきましては、大規模災害等にお

いて発生する被害を最小化する減災への取り組みと

地域内の防災力向上を高めることを目的に組織さ

れ、町ではその担い手となる防災士養成のための助

成策を講じており、防災士の方々には防災に関する

知識及び技能を習得していただくため、防災アドバ

イザーによる実技を交えた講習会を実施しておりま

す。 

 また、自主防災組織に対しましては、出前講座の

活用のほか、防災意識、防災力向上のための研修の

実施に努めているところであります。 

 現在、講習会や研修会の際には防災ハンドブッ

ク、ハザードマップなどの冊子を活用しております

が、防災に関するＤＶＤ教材につきましては多数、

出版されておりますので、それらの内容を研究の

上、導入につきましては検討してまいりたいと考え

ておりますので、御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） 再質問ございますか。 

 ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） 再質問させていただきま

す。 

 １項目めのホームヘルパー資格の補助でございま

すけれども、介護資格受講料への補助については現

時点では持ち合わせてはいないということをいただ

いたのですけれども、ここ二、三年、介護を受ける

方が非常にふえてきております。その介護を受ける

方もどんどん重くなってきているという状況があり

ます。 

 それで、ホームヘルパーが在宅介護、頑張って家

族の方も一生懸命やっていらっしゃるのですけれど

も、やむなく限界に達して、やはり施設に入所しな

ければいけないというケースが多く見られてきてい

るのです。 

 それで加えて今、近隣市町村でも介護施設はどん

どんできてまいりまして、それでやはり介護従事者

がやはり不足をしてきている状況にあります。 
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 それで今、富良野の地域人材開発センターです

ね、ここで６万ぐらいでやっているということでご

ざいますけれども、これは１年に２回しかありませ

ん。５月ごろと９月ごろ、しかも今度、変わりまし

て１３０時間というと、医師会の協力をいただいて

やっているものですから、１日３時間か４時間しか

できませんので、２８日ぐらい通っていかなければ

いけないと、時間が非常に長くなりました。 

 それと評価、やはり筆記試験がありますので、申

し込みをした人は必ずしも全部受かるとは限りませ

ん。やはり評価悪いと、６０点以上でないと受から

ないということで、必ずしも申し込んだ人が全部受

かるということはありませんので、今現在、富良野

人材開発センターでどうなっているかといいます

と、２０名の定員に対して１７名ぐらいしか、ここ

のところ２０名、満員、２０名限定で超えるという

ことは絶対今までは、昔は何とか受講料も安かった

ですから、とりあえず介護の資格を、ヘルパーの資

格を取っておいて、家族が何かなったときに役立て

ようかというような、こういうこともありまして、

非常に多く申し込みもあったのですけれども、今は

２０名の定員に対して１７名ぐらい、ここそういう

状況にあります。 

 それで、訪問ヘルパー、今度２級がなくなって初

心者研修の資格で、これが介護職員のスタートです

ので、本当に介護の仕事というのは大変ですから、

体を拭いてあげたり、食事の介助をしたり、下のお

世話をしたり、本当になかなかヘルパーの資格を

取って仕事をしようかということも本当に、なかな

か並々ならぬ決意があって資格を取ろうかというこ

とでございます。 

 それで、この時間とやはり経費もかなりかかると

いうことでございますので、何といってもこの資格

を受けないと介護職員のスタートが始まりませんの

で、何らかの入り口のこのすそ野をちょっと広げて

おかないと、今、介護従事者が非常に割合といいま

すか、何かなかなか施設もどんどんふえてきており

ますし、そういったことで入り口のその資格を受け

る段階でやはり何らかの補助を考えていかないと、

なかなか介護従事者の先細りになっていく心配があ

るのですけれども、いかがでしょうか、町長。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番村上議員の介護職員の

介護資格者をふやす方策についての御質問にお答え

させていただきますが、先ほどお答えさせていただ

きましたように現在、富良野人材開発センターで講

習が行われておりますけれども、議員のほうからも

御発言ありましたように、定員を満たしていないと

いうことも伺っておりますし、また先ほどもお答え

いたしましたように、受講料そのものも、通常であ

りますと１２万から１５万というところを、協力関

係団体の協力をいただいて６万円弱ということで設

定されておりまして、その水準は私は適正であるろ

うと、配慮されているというふうに理解していると

ころであります。 

 一方、上富良野町の介護の資格、有資格者等につ

いては、これまで各方面で数回にわたりまして受講

資格の講習等が行われてきておりまして、町が現

在、大づかみではございますが、押さえております

状況としては、潜在的に町内に既にもう３００名ぐ

らいの有資格者がおられるというふうに押さえてお

りまして、先行きの不安は当然、私も感じておりま

すけれども、今、町が補助政策を講じて介護資格者

の増加を目指す環境にはないなというふうに理解し

ておりまして、むしろ既に資格をお持ちの方々が御

活躍をいただけるような、そういうところに力を注

いでいくことは、これは必要なのかなという認識を

しているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） 超高齢化、もう高齢化より

も超高齢化、それから今度は介護保険のほうで要支

援１、２が市町村対応ということになるわけです

し、過去にニカラさんで障がい者の方がヘルパーの

資格を取りたいということで補助をした経緯がござ

います。 

 それと、ラベンダーハイツ特養で資格を持ってい

る人が、経験のない人を経験をしてもらおうという

ことで予算化してきたこともございます。 

 そういったこともございますので、またいかに資

格を取るということは自分の意志で、やはり自分の

身につく資格ですから、そういったこともあるかも

しれませんけれども、過去にそういういろいろやっ

てきておりますので、それと今、特養でも介護従事

者が欲しいところなのです、本当に。 

 こういったことを考えますと、やはり検討してい

ただけないでしょうか。介護の仕事は本当にきつい

仕事で、本当に訪問ヘルパーの資格を取る年齢制限

はございません。６０過ぎてもいいということで、

年齢制限は何歳でもいいということになっておりま

す。 

 ですけれども、その２０歳前後の若い方の町長は

３００人ぐらい資格持っている人はいるのだよと

おっしゃるのですけれども、働いてくださいませ

ん。なかなか、この仕事が３Ｋの一つだと言われて

いて、大変厳しいということで、２０歳前後の方の

定着もなかなか悪うございますし、やはり今度、将

来町のほうでいろいろ手だてをしますから資格を
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取って介護の仕事についてくれませんかということ

に私はなってくるのではないかと。もう富良野で

も、どんどんいい施設ができてきておりますし、介

護従事者のことを、非常にとにかくこのヘルパーの

研修、初任者研修を取らないことには始まらないこ

とですので、それから研修を積んで、実務を積んで

介護福祉士となるわけですけれども、そういった過

去のこともございますので、何とか検討されてはど

うかと思うのですけれども、いかがでしょうか、も

う一度よろしくお願いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 村上議員の介護者の資格取

得についての御質問にお答えさせていただきます。 

 議員が今、御質問の中で問題の本質がもう既に披

瀝されておりますが、その今、御質問の中で述べら

れておりましたように、資格の私の認識といたしま

しては、資格取得者が少ないのではなくて、そのヘ

ルパーとして働ける環境を整えることがまず先にあ

るべきかなと、そういうようなことから派生しまし

て、資格取得者が、資格を目指す方がふえてくると

いう、そういう循環の過程の中でまた町がお手伝い

をするべきことについて、お手伝いするということ

はしかりでしょうけれども、まずそういう介護をさ

れる、仕事を目指すというような資格を取得ではな

くて、そういう環境をつくっていくことに私どもが

やはり汗をかいていくべきことが今、我々がなすべ

きことかなというふうに理解しております。 

 それをクリアできた後に、大勢の方が介護士とし

て働きたいというような環境が生まれることに私は

まず努力をすべきではないかなということで御理解

を賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） 何らかの検討をよろしくお

願いしたいと思います。次に行きたいと思います。 

 ２項目めの買い物弱者対策としてのコールセン

ター設置、買い物支援サービスの件ですけれども、

町が公共の福祉増進で支援できる部分について検討

させていただくことは必要と考えているとの答弁を

いただきました。この点につきましては、いい答弁

をいただいたかなと思って、ありがとうございま

す。 

 まさに、その高齢者の増加に伴って、買い物に困

難を抱える買い物難民がふえてきている対策をとる

ということも、これは福祉事業のサービスの一環で

はないかと私は思うのです。 

 それで、町としましても商工会の活動に対して公

益性があるとして毎年、相当額の補助金を出してい

るわけなのです。 

 それで、商工会としましても、商工会法の一部が

改正されまして、会則の中に商工会の事業として社

会一般の福祉の増進に資する事業を行うことも追加

されましたので、今ここで町の思いと商工会がこの

種の福祉事業を推進するとなれば、雇用を起こして

コールセンターを商工会内に設置して、移動販売等

から高齢者の見守りなど、事業展開をするとなれ

ば、こうなれば、やはりそれも社会福祉事業の一環

でないかなと、こういうふうに考えるのですけれど

も、こういうふうなことが起きてくれば、町として

はやはりその支援もやぶさかではないということな

のでしょうか、そこのところを、もう一度お聞きし

たいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番村上議員の買い物弱者

対策についての御質問にお答えさせていただきま

す。 

 町が基本的にはなりわいとして興すのは事業者、

商工業関係者、あるいは団体の方々であろうという

ふうに思います。 

 しかし、さきにお答えさせていただきましたよう

に、その事業の中で福祉増進等が期待できるよう

な、私は現在、中茶屋事業が行われておりますが、

仮にああいうような場所、ああいうところを想定し

ますと、ああいう中にそういうコールセンター的な

機能を持たすことも、もし事業者の方々が了とすれ

ば、そういう展開もあるでしょうし、ああいう中で

今、例として挙げさせていただいておりますが、あ

あいう中で高齢者の安否確認だとか、あるいはその

場所を、居場所づくりに提供していただく等など

の、そういう多面的な高齢者に向けての利活用が図

れることと相まって行われる事業であれば、まさし

く公益性も大いにあるわけでございますが、そうい

うようなことに対するお手伝いなり応援は、これは

前向きに取り組むべきことであろうというふうに理

解しているところでございます。 

○議長（西村昭教君） ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） 美瑛町でも買い物支援パイ

ロット事業というのをことしの１０月に立ち上げま

して、これから取り組みを、買い物支援事業をやっ

ていこうということでございます。 

 やはり、町長はそういいますと、よその町はよそ

の町だからと、うちの町はうちの町でということを

よくおっしゃるわけですけれども、やはりそういっ

たものが民間で立ち上がってくると、その動きを待

つのではなくて、やはり町みずからがその動きを起

こすようなことの原動力になっていただきたいと思

います。 

 商店街の問題を単に商業者の問題として理解する

のではなくて、町としても商店街をこの上富良野町
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自治体の中でどのように位置づけるのかということ

を大変、大事なことだと思います。 

 それで、福祉事業ということで、まさしくその商

工会も会則が変わりまして一般福祉の事業に資する

こと、こういった事業を興すことということが追加

されましたので、商工会の会則もそのように変わっ

たわけですので、まさにこの福祉一般、町民がやは

り買い物弱者だとか、そういったことの地域の見守

りということですと、中茶屋ですとあそこに来る方

についてはあれですけれども、限られております

し、やはり町としてどのように商店街の位置づけを

するか、これが大変、また町としてもその商店街に

どのような機能を期待するかを打ち出す必要もある

のではないかと、ただ待つのではなくて、やはりそ

ういう動きを起こってきたから町で支援するぞと

おっしゃるのですけれども、そうでなくて、その動

きをさせるように町として力を尽くしていただきた

いと、このように思うのですけれども、いかがで

しょうか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番村上議員の買い物難民

に対する御質問に対しましては、先ほどお答えさせ

ていただきましたように、さまざまな取り組みがそ

れぞれ事業者の中から起きてくることを期待してい

るわけでございますし、またそういったことをしっ

かりと商機としてやはり捉えていただくような、そ

ういう感覚もやはり商工会の、あるいは個店の皆さ

ん方が既にお持ちだというふうに私は理解しており

ます。 

 ですから、もう既に取り組みをされている個店の

方もおりますので、そういったことの動きに私ども

が背中を押してあげるということは、これはもう当

然するべきことであろうと思いますし、ただ町のほ

うからこういう取り組みをしてはどうですか、ある

いはこういう取り組みをしませんかというようなこ

とについては、やはりそこは出過ぎず、あるいはま

た余り無関心でもいないようにという、このバラン

ス感覚は非常に難しいわけですが、基本的にはやは

り自発性を生ませるような情報提供だとか、そう

いったことには力を注いでいくべきだなというふう

に思っております。 

 それから、商店街の活性化についても少しお触れ

になっていたかなと思いますが、これについては、

商工会の皆さん方と私といたしましては、その思い

は現在、共有できているというふうに思っておりま

す。なかなかその形として町民の皆さん方が確認で

きるような状況は今、とりわけ際立って見えるもの

はありませんけれども、その思いは本当に非常に思

いは高まってきているというふうに理解しておりま

すので、ぜひ御期待をいただきたいというふうに思

います。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） 自発性を興すようにという

ことですけれども、やはり興させるように本当にそ

こだと思うのです。 

 それでやはり、町としても商店街をどのように位

置づけるのかという、その基本的理念というものを

やはりしっかりと描いて、そして寄り添っていく、

そういう声が出る、町で声上げるのではないのだと

いうことをおっしゃいますけれども、そうではなく

て、やはり町としても商店街に寄り添っていって、

ともに考えましょうという、そういうことは大切だ

と思うのです。 

 いつもこういうことは民間がやることであって、

そういう動きが出てきたらとおっしゃるのですけれ

ども、やはり待つのではなくて、今、興さないと、

やはり町長の強い思いを、やはり現場を見るという

か、商店街の方も一生懸命頑張って必死に生きてい

らっしゃいます。本当に、私はもう店がなくなって

しまうのではないかというぐらい危機感を持ってお

ります。 

 そういうことで、やはり町としても本当に商店街

の問題を単に今、いろいろと話し合いもしているの

だとおっしゃるのですけれども、商業者の問題とし

て理解することではなくて、やはり町長のリーダー

シップ、町の商店街をどうするのだということを、

そういう強いリーダーシップを求めたいと思うので

すが、どうぞお願いします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番村上議員の御質問に、

ちょっと御質問の内容が少し違うほうへ展開してい

るかなと思いますが、ぜひ村上議員にも御理解いた

だきたいと思うのですが、商店街のみならず、商工

業のみならず、産業の活性化を図りたいという思い

は、非常に私も強く感じておりまして、ここ二、三

年前から、商工会のみならず、観光協会も含めまし

て、予算上も活発に活動できるようなきっかけづく

りになるような配慮もお互い合意して、進めさせて

いただいているというように認識しておりますの

で、そういう結果が今の商工会が非常にまた活気が

戻って、商工会としての活動が活発化しているとい

うことを体感しておりますので、私はしっかりと形

になってくるというふうに理解しておりますので、

御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） ３項目め、自主防災組織向

けのＤＶＤを作成してはというところでございま
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す。 

 それで、地域防災対策の今、改定板を作成中だと

いうことでございますので、その作成も本当に今取

り組んでいらっしゃる、防災アドバイザーの方も一

生懸命取り組みをされております。 

 それで、防災ハンドブック、ハザードマップなど

もあるのですけれども、出前講座に行っていろいろ

研修もやられているのですけれども、なかなか

ちょっと、いろいろ目を通して読むという、隅々読

んでいらっしゃる方もいらっしゃると思うのですけ

れども、これ私、ずっとこの防災関係の特別警報を

運用開始、災害への備えは万全ですか、この町広報

で十勝岳の様子、こういったいろいろな本当に車運

転中に大地震になったらどうですとか、それから十

勝岳の防災訓練の様子、自主避難、こういう避難と

かということをいろいろこういうふうになっている

のですけれども、やはり一つにまとめて、わかりや

すくＤＶＤにまとめて、そして各町内会に配付なん

かをしていただくと、やはり統一もされますし、そ

れから防災メールの登録方法、これなんかも統一で

きていいと思うのですけれども、いろいろあるので

検討されるということですが、町長、そういったこ

とはいかがでございましょうか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番、村上議員の防災用の

研修のためのＤＶＤ映像教材をというような御質問

でございます。 

 今のこの御時世で、やはり目で訴えるという手法

は非常に有効だというふうに思っております。現

在、担当のほうでさまざまな教材が出ているもので

すから、やはりこの地域に合ったものでないとうま

くその効果が期待できないということで、今、そう

いう内容を検討、研究しておりますので、それらが

きちっと上富良野町の防災対策に適したような教材

だというものが選別できたときには、ぜひそれを活

用するような方法で取り組んでまいりたいと思って

おりますので、少しお時間をいただきたいというふ

うに思います。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） やはり、このレベルで避難

をしてもらうと、そして避難指定災害に遭わなけれ

ばいいわけなのですけれども、やはり行政としては

空振りを恐れて、避難しても何もなかったのではな

いかみたいなことを慎重にされるものもあるのでは

ないかなと思いまして、やはりまずは避難してもら

うということをきちっとわかりやすく、このレベル

になると避難をしてもらいますと、何でもなくて、

戻ってもらうこともあるかもしれませんけれども、

空振りであっても、何とかやはり住民の安全を守る

ためにこのような発令をしたのですということを、

まずは自主避難ということを、そこを徹底してわか

りやすくまとめてＤＶＤをつくってくださると、い

ろいろ書きましてもまた忘れたりすることもありま

すし、ですからＤＶＤですと入れて、皆さん統一し

た周知徹底になるなと思いますので、ぜひ考えてい

ただきたいと思います、いかがですか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番村上議員の御質問にお

答えさせていただきますが、私の理解がちょっと議

員のお尋ねとちょっと違っていたらお許しいただき

たいと思うのですが、今、お聞きいたしますと、私

としては、市販されているさまざまな防災用のＤＶ

Ｄがございますので、その中から上富良野町の災害

等にうまくマッチするものがあれば、ぜひ活用して

いきたいというような思いを持っております。 

 今、村上議員からお尋ねされた中に、町報、ある

いは広報等で、いろいろ上富良野のものをお伝えし

ているのですが、それらを映像化したものも必要で

はないかと、それを文字を映像にかえたものが必要

ではないかということでもしお尋ねでしたら、今、

パワーポイントという、もう御存じでしょうけれど

も、そういう手法もありますので、そういう文字を

画にしたものはつくることは可能ですので、それら

も含めて勉強させてください。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 以上をもちまして、３番村上和子君の一般質問を

終了いたします。 

 暫時休憩といたします。 

 再開を１０時５０分といたします。 

────────────────── 

午前１０時３２分 休憩 

午前１０時５０分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 会議を再開いたします。 

 次に、４番米沢義英君の発言を許します。 

○４番（米沢義英君） 町長及び教育長に質問させ

ていただきます。 

 第１点目は、商業者の商工振興にかかわって活性

化に向けた取り組みについてお伺いいたします。 

 今、景気が伸び悩み、また給与も連続して削減、

抑制されるという状況の中で消費も落ち込んでいる

というのが上富良野町の経済の実態ではないでしょ

うか。 

 また、同時に消費者の購買力も多様化し、購買力

そのものが町外へ流出してしまうというのが現状で

もあります。 
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 そういう状況の中で、いかに町に購買力を呼び戻

すかどうか、流出を少なく抑えるかどうか、これが

今、町にも商工会にも問われているのではないで

しょうか。 

 そういうことを考えれば、消費者や商工業者の意

識及び動向の実態調査を実施し、町、商業者の活性

化につなげるような具体的な対策が今、求められて

いると考えますが、この点で町長はどのような見解

をお持ちでしょうか。 

 二つ目には、商店のリニューアル助成についてお

伺いいたします。 

 商業の活性化に向けたさらなる対策は必要になっ

てきているものと考えています。商店を支援する取

り組み、他の自治体でも多様な形で取り組まれてい

るのが現状であります。 

 また、個別の対策を打って、手だてを打って、こ

の不況の中での商品、あるいは販売額が伸び悩むと

いう現状を考えた場合、個別の対策を打ってその活

性化につなげるということも一つの方法ではないで

しょうか。 

 確かに町においては、いろいろな商業振興策も打

たれてはおりますが、それと同時にあわせて小売

店、飲食業、宿泊業などを営んでいる事業者にとっ

ては当然、施設を長く使えば老朽化してくるという

状況の中で、営業にかかわる機器、冷蔵庫等、ある

いはガス台などなど、あらゆるものが古くなるとい

う状況の中で、更新や内装など新たにし、顧客を、

あるいはお客さんを呼び込むという、そういった対

策が今、また求められています。 

 そのためには内装等、あるいは営業機器等の更新

には当然のように費用が伴います。他の自治体にお

いては、こういった部分に対しても上限も設けて補

助制度を実施している自治体が今、出てきており、

大変、好評を受けているということを聞きます。 

 今、営業を継続する上では確かに町の融資制度な

ど借りる方法もありますが、そこまでは手が届かな

いという方も実際におられます。そういう意味で

は、商店の活性化の支援策として商売を営んでいる

人たちを支援するための商店リニューアル助成事業

補助金制度を設けてはどうかと考えますが、この点

についても町長の見解を求めます。 

 次に、住宅リフォーム制度についてお伺いいたし

ます。 

 住宅リフォーム補助事業については、平成２５年

度で終了という段階に入りました。補助事業の内容

を見ましても、まだまだ見直さなければならないと

いう状況があります。 

 他の自治体では、水回りや、あるいは水洗トイ

レ、あるいは壁を直すなどなど軽微なものに対して

も助成策を講じ、使い勝手がいいというような声も

聞かれております。 

 そういう意味では、上富良野町と他の自治体を比

べると、その点が若干違うような気もしておりま

す。この間、議会でも多くの議員からもこの改善を

求める声も出ております。またまた、今回、事業者

においても当然、今後継続してほしいという声が出

ているという状況も聞いております。 

 そういう意味では２５年度で打ち切るのではな

く、引き続き住宅リフォーム補助事業を実施すべき

と考えますが、この点についてもお伺いします。 

 次に、福祉灯油の実施についてお伺いいたしま

す。 

 近ごろでは電気料金、食料品、燃油などの値上げ

が続いています。さらに年金の削減など、給与の抑

制などなどがあり、生活環境が悪化しているという

のが実情ではないでしょうか。 

 これから本格的な寒さも到来してきます。生活に

は北海道においては暖房は欠かせないとう状況に

なっております。福祉灯油の実施が急がれていると

考えますが、この点について町長は具体的な、恒久

的な対策をとるという形の中で提案されてきました

けれども、しかし、それは決してこの福祉灯油に置

きかわるような政策ではないと私は考えておりま

す。 

 この町が示した恒久的な対策プランがこれを認め

たとしても、仮に燃油等が上がれば、引き続き福祉

灯油の実施を求める声はやみません。私は、この点

でも政策というのは個別の政策で具体的に福祉灯油

を求める人がいるとすれば、それをきっちりと支援

する、それが政策だと私は考えておりますので、通

り一遍の政策、こういう政策では納得できるもので

はありませんので、この点についての町長の見解を

求めます。 

 次に、教育長にお伺いいたします。 

 学校、施設の閉校後の活用について、東中中学校

の閉鎖が決まるという状況になりました。この間の

質問に対しても答弁では、今後、住民会と協議しな

がら閉校後の東中中学校のあり方を検討したいと、

こう述べてきておりますが、この今後の対応につい

て、その後の経過についてどのようにされようとし

ているのかお伺いいたします。 

 さらに、江幌小学校においても閉校への動きが報

道されていますが、当然のように今後の対応、施設

の閉校後の学校の活用の仕方が問われていると思い

ます。この間、町民からも学校閉校後の施設を活用

した宿泊研修施設の転用を望む声なども具体的に上

がっておりますが、教育長はどのように活用される

のか、この点、答弁求めます。 
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 次に、上富良野高校への給食の提供についてお伺

いいたします。 

 町では、上富良野高校への生徒の確保と間口の維

持のために就学支援、通学、下宿補助等の支援強化

を行ってきました。これは、一定程度効果は上がっ

ているのかなというふうに感じられます。 

 また同時に、生徒にいたっては朝食をとらないで

学校へ来るという生徒もいると聞いています。食事

は、体を整えるために必要な栄養素となっていま

す。 

 また、町では食育という形で食べ物をきちっと

とって、体を健全、健康な体をつくるということを

推奨しています。その点からも、上富良野高校への

学校給食の提供は道理にかなったものと考えます

が、この点についてどのようにお考えなのかお伺い

いたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ４番米沢議員の御質問にお

答えいたします。 

 まず１項目めの消費者や商工業者の動向実態調査

に関する御質問にお答えさせていただきます。 

 消費者ニーズや商工業者の経営意識、消費動向や

町内購買力の把握など、商工業を取り巻く地域の実

態を把握することは、将来に向けた商工業振興施策

のあり方や事業者の経営戦略を構築する上で非常に

貴重な基礎データになり得ると理解しているところ

であります。 

 今後、御質問の実態調査につきましては、町の商

工業振興施策や商工会等の関係機関との協議を通じ

調査の必要性、有効性を十分に研究した上で取り組

みについて判断してまいりたいと考えておりますの

で、御理解を賜りたいと存じます。 

 次に、２項目めの商店リニューアル助成に関する

御質問にお答えいたします。 

 これまで平成１３年度から平成１８年度までの６

年間、商工会員を対象として商工振興条例を制定

し、店舗の改築、新築改築事業に対する助成制度を

講じてきた経緯があります。 

 事業の採択に当たりましては、１点目は新分野及

び業種転換によって新たな商品やサービスが提供さ

れる場合であること、また２点目として休憩場所や

トイレの設置、通行者の安全や利便性を図る上での

ロードヒーティングや融雪槽の設置など、公益性が

生かされることを要件としてきたところでありま

す。 

 議員御質問の営業機器の更新や店舗のリニューア

ルのみを目的とした助成制度を設けることにつきま

しては、本来、事業者みずからが経営方針に基づい

て行われるものと認識しており、商業振興施策にお

ける助成制度としてはなじまないものと思われ、そ

の考えを持ち合わせておりませんことを御理解を賜

りたいと存じます。 

 また、融資制度につきましては、現在、融資枠を

拡大して対応している実態にありますので、十分に

その機能を果たしているものと考えております。ま

た、時代の変化に対応して制度を改善していく必要

が生じた場合は検討してまいります。 

 なお、本年度より新規開業等支援事業を実施し、

新規開業や業種転換をされる方への支援策を講じて

おり、その利用促進を図ってまいりますので、御理

解を賜りたいと存じます。 

 次に、３項目めの住宅リフォーム事業に関する御

質問にお答えいたします。 

 現在実施しております助成事業につきましては、

平成２３年度から今年度までの３年の期間で、地球

温暖化防止対策、またはバリアフリー化への住宅リ

フォーム及び省エネ住宅設備機器導入に対し、その

費用の一部を助成することにより、エネルギー対策

と高齢化社会に即した快適な住まいづくりを促進

し、あわせて町内住宅関連産業を中心とした地域経

済の活性化を図ることを目的としたものでありま

す。 

 平成２３年度から本年１１月末までの実績を見ま

すと、合計１０７件、総額で１,４３８万８,０００

円の助成を行ってまいりました。最終年次である今

年度末までは、まだ期間もありますことから、さら

に制度利用者もあるものと考えております。 

 その事業にかかる工事費総額は２億７,４０５万

円で、全額が本制度により喚起されたものではない

にいたしましても、大きな契機になったものと考え

ております。 

 さらに、助成対象を町内の建設業者が施工したも

のと限定したため、町内業者への発注を促し、雇用

の増進を含めて町内の経済振興に一定程度の波及効

果があったものと評価をしております。 

 また、助成制度の継続を希望する町民の声も耳に

しておりますことから、来年度から３年間をめどに

リフォーム助成を継続してまいりたいと考えており

ます。 

 現在の助成制度は、国が行ってきた助成制度と連

携するものですが、国の制度が見直されております

ので、町の制度内容につきましても見直しを加えな

がら進めてまいりたいと思いますので、御理解を賜

りたいと存じます。 

 次に、福祉灯油に関する御質問にお答えいたしま

す。 

 灯油価格が特異的に上昇したときに、臨時的に支

援する福祉灯油事業につきましては、事業そのもの
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を否定するものではありませんが、私といたしまし

ては限られた財源の有効活用を考えたとき、日常生

活におきまして、たとえリスクを負った場合でも安

心して暮らしていけるよう、広い視点に立った生活

を支える恒久的な事業に活用していくことが重要と

考えているところであり、その考え方につきまして

はこれまでも都度お答えさせていただいたところで

あります。 

 このようなことから、この冬におきましても、福

祉灯油事業につきましては、実施の予定をしており

ませんが、前段お答えさせていただいたとおり、恒

久的な生活支援策として重度障がい者タクシー利用

料助成事業の拡充など、六つの事業について組織内

における政策調整会議の議論を経て、新年度からの

事業実施に向け、今後の予算審議等を通じて、さら

に議論を深めてまいりたいと考えておりますので、

御理解を賜りたいと存じます。 

 次に、５項目めの学校施設の閉校後の活用に関す

る御質問のうち、前段の東中中学校に関する部分に

ついてお答えいたします。 

 東中中学校の閉校後の利用につきましては、当

初、地元住民会から農作業の人材確保を図るための

宿泊施設に活用できないか検討願いたいとの御意見

をいただき、その実現の可能性を検討するため、既

に取り組んでおります富良野農協から状況をお聞き

し、さらに東中中学校の活用可能性も含めて打ち合

わせを行ったところでありますが、農協においては

現在、富良野市で同様の施設を運営しており、この

運営に当たっては多額の費用を要していることか

ら、さらに新しい施設の運営は困難と回答を得たと

ころであります。 

 これを受けまして、町が直接事業を運営できるか

について検討したところでありますが、施設改修費

用を初め、施設利用者の確保、利用者の働く場所の

確保など、町においての実施は困難であるとの結論

に至ったところであります。 

 なお、東中住民会にもその旨、説明し理解をいた

だいておりますが、他の活用方法については今後さ

らに検討をしていただくこととしております。 

 また、職員提案で出されております民間への売却

や利用見込みのない場合の取り壊しなどの案につき

ましても説明させていただいておりますので、引き

続き住民会と協議を進めるとともに、今後、さまざ

まな御意見をいただきながら方向づけをしてまいり

たいと考えておりますので、御理解を賜りたいと存

じます。 

○議長（西村昭教君） 次に、教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） ４番米沢議員の５項目め

の学校施設の閉校後の活用に関する御質問のうち、

後段の江幌小学校に関する部分についてお答えいた

します。 

 江幌小学校の閉校の動きと学校施設の閉校後の活

用についてでありますが、江幌小学校は明治４３年

に上富良野第２教育所として開校し、平成２年に校

舎、体育館を新築、平成３年度からは豊かな自然や

少人数の特色を生かし、さまざまな体験活動や心の

触れ合いを通して児童を育むことを目的に、本来の

学区を超えて通学できる特認校を導入し、地域と一

体となった特色ある学校経営を行ってきたところで

あります。 

 しかしながら、来春には現在の児童１１名、教職

員６名が児童７名、教職員３名となる予定から、こ

の状況を踏まえて保護者会は今後のあり方について

協議を重ねる中で閉校やむなしと判断し、その後、

同窓会、住民会などと協議を続け１１月２８日に開

催された臨時住民会総会において経過の説明と意見

交換が行われ、最終的に閉校が承認されたところで

あります。 

 教育委員会といたしましては、このたびの決定を

受け、平成２６年度末の閉校に向けましての対応を

図ってまいります。 

 また、閉校後の学校施設の活用につきましては、

地域の皆さんの意向などを踏まえた中で検討を進め

てまいりますので、御理解を賜りたいと存じます。 

 次に、６項目めの上富良野高校への学校給食の提

供に関する御質問にお答えいたします。 

 議員御承知のとおり、今年度より上富良野高校に

対する新たな支援策として通学交通費や下宿代、就

学支援金の助成を行い、保護者の経済的負担の軽減

などの支援策を始めたところであります。 

 御質問の学校給食の提供については、本年３月の

定例町議会で御答弁させていただきましたが、さら

なる支援策については今年度からの支援策の状況な

どを見きわめながら、この学校給食の提供について

研究、検討を続けてまいりますので、御理解を賜り

たいと存じます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 再質問、ございますか。 

 ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 商工会の実態調査の取り組

みについてお伺いいたします。 

 これは、今後、町のやはり商工会等における、町

自体における振興策にかかわる重要な私は柱だとい

うふうに考えております。 

 そういう意味では、きっちりと町が音頭をとりな

がら、その有効性を十分検討した上でというような

表現になっておりますが、私はやはりそれは必要な

ことで有効性を検討する以前の問題だというふうに
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考えておりますが、これは町長どのようにお考えな

のかお伺いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ４番米沢議員の、まず商工

業者の実態調査につきましての御質問にお答えさせ

ていただきますが、私の記憶では、去年、おととし

だったと思いますが、既に雇用対策等でこういった

試み、実施を、調査実施を商工会に御相談を申し上

げた経過があろうかなと思います。その時点では、

事業化に至らなかったというような記憶もございま

す。 

 しかし、この必要性については、私は最新の情報

を常にしっかりと押さえて次の施策を展開していく

ということは不変なものだということで、そのあた

りについては議員と思いを共有できるものだという

ふうに考えております。 

 町がみずから、町の範囲において実施するという

ことは、やはりこれはその業界の皆さん方のお知恵

をかりて、あるいは力をかりて行っていくことが、

やはり魂の入った調査にもなろうと思いますので、

そのあたりはこれから町が前のめりに多少なる必要

はあろうかと思いますが、そういったような思いを

持ちまして商工業の団体の方々と最新の動向を常に

把握していくという、そういうことはぜひ共有して

まいりたいと考えておりますので、御理解を賜りた

いと存じます。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） そういう答弁になります

と、商工会自体が当然、動くの必要だと私は思いま

すし、当然こういう認識が共有していくというのは

当然だと私は思います。 

 しかし、町長の答弁を聞きますと、商工会自体が

なかなかいい返事をしてくれないと動けられないの

だというような答弁かというふうに思いますが、私

はそうではなくて、将来、こういうふうなやはり活

性化対策を町としても政策として打ってきて、なお

かつそれにステップアップできるかどうか別として

も、町の活性化対策の一助になればということで、

こういう対策、実態調査したいのだという、やはり

町長が言う熱意です、それをやはり相手に伝われば

揺り動かす原動力になるのだというふうに思いま

す。 

 町長のようにちょっと引っ込んで聞いて、様子見

て「どうしようかな」なんて考えている暇に、町の

経済の動きがどんどん変化して変わっていくのです

よ、町長。そこをきっちり押さえた中で、こういう

問題を素早くやれるかどうか、ここが今の分かれ目

だと私は考えていますので、もう一度きちっとした

答弁求めます。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 米沢議員の御質問にお答え

させていただきます。 

 ある種、エールを送っていただいたのかなという

ことで理解もさせていただきますが、議員のお考え

につきましては、私は何も異を唱えるものはござい

ませんが、しかし、やはりこれは対象業界の方々と

私どもと思いが共有できるということが、私はやは

り少し押し方が足りる、足りないの見解はあるで

しょうけれども、しかし日ごろからそういうやりと

りをしていく中で、私は私の思いを伝えながら、や

はりそれに答えていただけるような環境をまずつ

くって、それから一歩前に出るということが、私は

ある種、町がリードをして進むということも方法と

して否定はしませんけれども、しかし、やはり商

工、今の、議員が御質問の商工業に限って申し上げ

ますと、やはりここは私もそういう思いを伝えるこ

とはやぶさかではございませんが、それは全く議員

がお話しのような思いを持っておりますけれども、

まず思いを共有して、そして歩みを進めるというこ

とが、私はあるべき姿かなというふうに理解してお

りますので、ぜひ御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 町の５カ年計画にもやはり

商工振興は大切なのだと、これは町の活性化につな

がるのだということがうたわれています。 

 私は町長にもう一度、しつこく質問いたします

が、やはりそれでは協議を再開すると、何らかのア

クションを起こすということで理解していいのか、

それともまだそこまではいかないと、まだまだ十分

そういったことも練りながら、その後でワンクッ

ションかツークッションかわかりませんけれども、

置いて始めたいのだということなのか、ちょっと理

解できません。 

 私はいずれにしても、この種の問題は非常に大切

な問題だというふうに考えておりますので、この

点、何らかのアクションを起こすのかどうなのか、

来年度から、新年度から、ではこの点、明確にして

いただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ４番米沢議員の御質問にお

答えさせていただきますが、商工団体の皆さん方と

常に１年中通じてさまざまな課題を出し合って、そ

して協議を続けさせていただいている実態にござい

ます。 

 そういう中で、今、議員から御提案いただいてお

りますこういう動向調査等についても、そういう課

題の一つとして御提案させていただくことを、それ

は想定していただいてよろしいかというふうに思い
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ます。 

 一つ一つを切り取ってどうする、こうするという

ことではなくて、ずっと恒常的にお互い課題として

あるものを協議していくという、そういう中の一つ

の切り口としては、これから商工会のほうに御提案

させていただくことは想定していただいて結構かと

思います。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） ぜひ早急にそういう対応を

とっていただければというふうに思いますが、次に

２番目の商店のリニューアル助成についてお伺いい

たします。 

 この答弁を見ますと、今後、状況の変化と時代の

変化等に制度を改善していく必要性が生じた場合は

検討をする余地もあるのかなというふうな表現もさ

れております。 

 今、個々の店を見ますと、なかなかやはりそれぞ

れ融資の状況も違いますので、一概には私は入れな

いというふうに思いますが、ただやはり売れ上げが

伸び悩んだり、精一杯努力しながら営業を続けてい

る業種の方も多くいらっしゃいます。 

 その中で、やはり一番よく聞くのは、やはりお客

さんというのはいろいろなところに行きますから、

すごく目が肥えていたりとか、ちょっとこの店なじ

まないかなだとか、そんな印象というのはすごく敏

感にやはり察知しているというのは状況です。 

 その中でもやはり、大きい修繕、改修にはいかな

いけれども、例えば冷蔵庫が壊れた、細かい話をし

ますよ、ガス台が壊れただとか、油がかかって壁が

汚れただとか、そんなのがすごいあるのです。やは

りそういうときに、少しでも他の自治体ではこう

いった部分に対して上限を設けたりだとかして、住

宅のリフォームと似ているのですけれども、そうい

う補助制度を設けて、そういった経営に少しでも資

するような補助制度で使いやすいような制度を最近

つくっている自治体がふえてきているというのが状

況です。 

 私は今、上富良野の状況を見た場合、こういった

ものもやはり検討して、十分それが生かされる条件

にある時期に来ているのではないかというふうに私

は考えて、今回の提案をさせていただきました。 

 確かに町の融資制度があれば、それなりのことも

できるのかもしれませんが、そこまではちょっと手

が出ないという方もおられるというのが、全部では

ありませんけれども、受けておりますので、こうい

う制度で、やはり少しでもそういう商店あるいは事

業所を支援する、町もこの間やってきましたから、

それにさらに上乗せするという形の中でやってはど

うなのかなというふうに思います。 

 染まらないというような表現使っておりますが、

住宅リフォームもなじまないということで言ってい

ましたけれども、実際、ここに来て一定の投資効果

は町自体も認められているわけですから、やはりそ

ういうことを組んだ町の政策として、きちっと提案

して町長頑張っているのだなというような評価もい

ただけるのかなというふうに思いますので、この

点、もう一度、町長の答弁を求めます。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ４番米沢議員の商店のリ

ニューアルに関します御質問にお答えさせていただ

きます。 

 それぞれ町もでき得る限りの個店の活性化、ある

いは後継者の育成等を含めて政策を用意させていた

だいております。 

 議員がただいま御質問、御提案いただいておりま

すような個々の事業者への小規模な、何と申しま

しょうか、機器の更新、そういったものに直接町が

公費を持って応援するというような仕組みを仮にそ

れが是というようなことを想定しますと、私はこれ

は他業種、他業態にもやはり同じようなことに配慮

を想定しなければならないというようなことを考え

ますと、ここはやはり現在、町が用意させていただ

いております融資制度だとか、あるいは新業態への

リニューアルだとかという、そういったものを活用

していただくことが、町としてのとるべき施策でな

いかというふうに理解しているところでございまし

て、個々の機器の更新あるいは入れかえ等につきま

しては、直接、町が応援をするということは、制度

としては、私は先ほど申し上げましたように、なじ

むものではないなというふうに理解しておりますの

で、他の仕組みを持って事業者の経営努力に応援を

していくということは今後も積極的に取り組んでい

くべきかなというふうに考えておりますので、御理

解をいただきたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） そういう状況で他の自治体

なんかでは、やはり一定の効果も出ております。や

はり、いろいろな政策も展開しておりますので、こ

こだけということでは私はないと思いますので、ぜ

ひ今後、この点、検討していただきたいというふう

に思います。 

 次、住宅リフォームについてお伺いいたします。 

 住宅リフォームについては、今後３年間、継続す

るということですから、あわせて補助項目、内容、

軽易なものはあわせて制度の見直しをされるのかど

うなのか、この間の質問では十分これで対応できる

のだということを言っていましたけれども、他の自

治体では町外から来る業者の方にも５％ぐらい限度
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で補助を出して、それを興しているという自治体も

ありますが、そこまでは私は求めません。 

 あくまでも、町内の業者を活用してやはりやるべ

きだというふうに私は希望でありますが、同時にや

はり壁の補修だとか、いろいろな水回りだとか、水

洗化でちょっと修繕しなければならないだとか、い

ろいろな細かい制度を使いやすいように改善してい

る自治体がありますので、この点、改善するのであ

ればそういった対象項目の内容も見直して改善して

いく必要があるのではないかというふうに思います

が、この点どうでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ４番米沢議員の住宅リ

フォームについての御質問にお答えさせていただき

ます。 

 今後、継続して事業を実施していきたいというこ

とは方針として考えておりますので、まず御理解を

いただきたいなというふうに思っております。 

 内容の組み立てにつきましては、冒頭のお答えで

も申し上げておりますように、国の取り組みが変化

してきていること、さらには町といたしましても時

代のニーズに合ったような利用者が求める内容に

なっているかということは、これはもう検証しなけ

ればならないというふうに思っております。 

 そして、やはりこのことがもたらす経済効果もな

かなか期待していいものがあるなということで考え

ております。 

 ただ、米沢議員と今まで議論させていただいた経

過がありますけれども、もう何でもありですよとい

うようなことが果たして町が行う事業としてどうか

なということで、そこについては、私はやはり一定

程度の事業の目的をきちっと明確にした事業でなけ

ればならないということを考えておりますので、そ

のあたりは、そして現在も相当幅を持った運用がで

きるような仕組みに現在もなっているというふうに

思っておりますが、さらにそれが利用者の実態と

合っているかどうかは、これは検証した上で再構築

をさせていただきたいと思いますので、よろしく御

理解を賜りたいと思います。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） ぜひ内容等についても検討

していただきたいと思います。 

 次に、福祉灯油についてお伺いいたします。 

 町では、福祉灯油の助成は行わないという形で、

恒久的な生活支援対策を提示しました。 

 私は、これに至っても、例えば保育に至っても限

定的であったりだとか、通院の補助、あるいはいろ

いろな事業が載っておりますけれども、果たしてこ

れは行政として個別の政策でやればいいことであっ

て、福祉灯油を、やはり燃料だとか食料品とか、高

騰だとか、燃料が上がってきているということであ

れば、それに対して具体的なやはり項目をこうして

やるべきであって、これを行ったからそれはなしよ

というような、そういうものではないのではないか

と私は思っています。 

 そういう意味では、幾ら私はこの町が出してき

た、提案された内容を読んでも、福祉灯油に置きか

わるような内容ではないと、あくまでも福祉灯油は

福祉灯油だということですから、この点で町長は置

きかわるというふうに考えなのかどうなのか、対象

の範囲もごく限定的で限られてくるということにな

りますし、その点どのようにお考えですか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ４番米沢議員の福祉灯油の

関連につきましてお答えさせていただきます。 

 この間、議員と本件につきまして御議論をさせて

いただいている経過にございますが、重複する部分

もあろうかと思いますけれども、私といたしまして

は現下灯油のみならず、議員御質問にありますよう

に電気料金も含めて、あるいは、時には冬の野菜の

高騰と、さまざまそういう物価についての変動は、

これは常にあることでして、都度都度、そのター

ゲットを、今回は灯油ということで対象を絞ってお

尋ねされておりますけれども、私はそういった個々

人の生活を防衛するということに対しましては、そ

れぞれ個々人がやはりいろいろ知恵を絞って、それ

に対応していただくと、そういう捉え方をしており

まして、例えば国が行います、過去にありました定

額給付のような、そういった国が政策として国民ひ

としく打つような対策はあったとしても、町が個別

に目的をそういう物価変動等に対応する個々の政策

を展開するということは、少し私の思いとしては公

共が行う施策にはなじまないというふうに考えてお

ります。 

 そういう中で、例えば上富良野町の現状から申し

上げまして、例えばさきに実施させていただきまし

た、商工会が行いましたプレミアム商品券等の事業

につきましても、捉え方によっては間接的に生活者

の生活を支援することにつながっていく効果を持っ

ているというような見方もできますので、そういう

今の現下の生活状況、あるいは物価状況等を見きわ

めたときに、他の生活防衛策を講じることによっ

て、それは私は対応していただけるものだと、そし

て一方、御提案させていただこうと思っております

福祉政策については、恒久的な対策につきまして

は、これはどなたも安心して町で住んでいただける

ような根っこの部分でございますので、これは私は

福祉灯油に置きかえてという考えもありませんし、
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私はそこは切り分けて理解をするべきだというふう

に考えておりますので、御理解賜りたいと存じま

す。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 例えば除排雪については所

得制限は設けて対象外だということになっていま

す。そしてこれは、寝たきりおむつ対象者につき２

万２,０００円ぐらいの施策で出していくという形

の問題、例えば保育料金に至っても、それ以外の人

はどうなのだという話です。まだ、この４階層だけ

がそれでは大変なのかという話も出てくるわけで

す。 

 そういうことも含めて、押しなべて考えたら、こ

の出してきた生活の恒久的な対策というそのものも

何かおかしい部分が結構見受けられます。通院証明

にしても、有料のところもあれば無料のところもあ

るし、富良野保健所、ここについてはちょっとわか

りませんけれども、申請手数料がかかりますから、

こういったものでは恐らく該当になっていない部分

があるかなというふうに思います。 

 いずれにしても、社会保障という形で、あるいは

国がそういう補助制度を使って援助してやるという

ときに、なぜそれを活用しないのかということも私

は問題だというふうに思います。 

 確かに町長の言い分では、よりこれが社会保障と

して充実したものはその該当する人に対して社会保

障の理念からして全く文句言われるような内容では

ないというような答弁なのかもしれませんが、私は

こういうものと福祉灯油の政策とは個別に分けて考

えるべきだというふうに考えております。 

 そういう意味では、これからもこういう問題が起

こってきたときには、必ずまた福祉灯油どうなった

のだということで出ますよ、町長。それでも拒否さ

れるということなのだというふうに私は聞いており

ますが、私は個別の政策をきちっと打ってこそ社会

保障の町の充実策がうたわれるわけですから、内容

が充実するわけですから、きっちりと制度として位

置づけてやるべきだというふうに思いますが、この

点、もう一度明確な答弁を求めます。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ４番米沢議員の福祉灯油に

関します再度の御質問にお答えさせていただきます

が、私は何度も申し上げておりますが、この福祉灯

油事業につきまして過去に当町でも取り組みをさせ

ていただいた経過も承知しております。 

 しかし、限られた町の財源をどういうふうに生か

していくかという、そういう観点から考えると、こ

ういう生活防衛の一つの切り口として捉えられてお

ります福祉灯油について、その財源を充てることが

町民の暮らしを安定させていくことになるのか、あ

るいはその下支えすることになるのかというような

考え方に立ちますと、やはりどういう方であって

も、リスクを負ったときにそれをしっかりと支える

施策へその資源を投じることが、私はトータル的、

最終的に町民の皆さん方が安心感を持って暮らして

いただける仕組みであろうというふうに理解してお

ります。 

 どちらにも十分な財源が充てられるような状況だ

と、仮に百歩譲って仮定すれば、それは時の状況を

財政状況を見た中で１００％否定するものではあり

ませんけれども、やはりこういう御時世の、限られ

た財政の中でどういうふうに有効な政策を展開する

かという観点から理解しますと、先ほどお答えさせ

ていただいたような方向に私としては進むべきだと

いうふうに理解しておりますので、御理解を賜りた

いと存じます。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 限られた財源と言うけれど

も、そうだとは思いますよ。 

 ただやはり、予算委員会、決算委員会でも申し上

げましたけれども、いわゆる騒音に基づいて、その

周辺の方々に福祉の向上だといって補助を出してい

るわけでしょう。そういうお金があるのだったら何

ぼでもできるのです、こういったところは。財源な

いとは言わせないですよ、僕は。町長、そこはどう

なのですか。あれも福祉に寄与しているから公平な

のだということで答弁されるのですか。私は根本的

な原因は、自衛隊の駐屯地、あるいは演習場がある

から、そういった原因を振りまいているのであっ

て、それがやはりなければ、そういった騒音被害だ

とかなくなるわけですから、そういうものだという

ふうに考えております。 

 それで、必要な助成策ということで手を打ったけ

れども、町には何回も言いますけれども、自治奨励

制度だとかという制度があります。それと違うのだ

と言うかもしれませんけれども、そういうものを活

用して、少ない財源の中でこそうまく活用して、そ

ういうものにも負担軽減できるような対策をとれば

十分可能なのです。それをやらないだけなのです

よ、町長。そこが問題だと思っているのです、どう

なのでしょうか、財源はありますよ。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ４番米沢議員の御質問にお

答えさせていただきますが、何度も申し上げます

が、私といたしましては、町民の暮らし全般を見、

あるいは町の発展を願う、そういう観点から町政全

体を組み立てさせていただいておりますが、そうい

う中を通じて現在、議会の皆さん方と思いを共有し
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ながら組み立てている町の仕組みというものは、や

はり町民が求めている、あるいは望んでおられる姿

だというふうに理解しておりますので、全体の組み

立てについては現在の形を踏襲してまいりますし、

個々の政策につきましては、やはり公平感、あるい

はその財源の有効活用はしっかりと担保されている

かというようなことから、それをしっかりと基軸に

組み立てをこれからもさせていただこうと思ってお

りますので、ぜひ御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） そういうやはり変化球を投

げたりだとかというか、わからないです、私には納

得できませんので、今後そういった要求はまだ必ず

出てきます。そのときに恐らく、行政の態度が問わ

れる時期が絶対来ると思いますので、その点、述べ

させていただきたいと思います。次に移ります。 

 学校閉校後の問題では、前から検討するというこ

とで、確かにいろいろな運営費、経費もかかること

だというふうに思います。やはり、住民からは宿泊

施設等の転換、転用だとか、いろいろな形が要望と

してされています。 

 江幌小学校、清富小学校の活用をしたりだとかし

ていますけれども、やはり一定規模を超えると使い

勝手が悪いだとかいろいろあります。 

 そして、やはりそういうことを考えると、一つ

しっかりとした町にも宿泊、研修できるような、い

ろいろな行事にも使えるようなという形で、やはり

あってもいいのだというふうに思いますので、この

点、全くその余地がないのかどうなのかお伺いして

おきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ４番米沢議員の学校閉校後

の利活用についての御質問にお答えさせていただき

ます。 

 東中中学校についてお答えさせていただきます

が、先ほどお答えさせていただきましたように、地

元住民会の望んでおられる利用の仕方、あるいは職

員提案等さまざまな形で御意見をいただいてきてお

りますが、現在のところ、東中地域の皆さん方が後

利用を希望されているような形の組み立ては非常に

困難だというような状況にございます。それについ

ては、地元の皆さん方も御理解をいただいていると

ころでございます。 

 一方、職員提案等の中にも有効活用が図れないと

いうことであれば、将来の管理経費等も考えると、

やはり取り壊しというようなことも選択肢の中に必

要ではないかという提案もいただいたりしておりま

す。 

 いずれにいたしましても、放置しておけば当然、

危険な建物になりますし、有効活用が図られるよう

なものが見出せれば、これはむしろ積極的に組み立

てをしておきますが、しかし、そういう方向性が見

出せない場合には校舎等については取り壊しもやは

り選択肢の一つになるかなというような思いも持っ

ております。 

 いずれにいたしましても、そう遠くないうちに、

いつと、何月までにということはまだ申し上げる段

階に至っておりませんけれども、そんなにいつまで

も放置しておけるものではありませんので、一定の

時期を捉えて方向づけを決めて御報告させていただ

きたいと思いますので御理解を賜りたいと存じま

す。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） ４番米沢議員の御質問に

お答えいたしたいと思います。 

 私のほうからは江幌小学校の関係になります。 

 先ほどもお話しさせていただいたのですけれど

も、つい最近、この部分決定、廃校が承認された部

分でありまして、これから検討を住民会のほうから

も意見を聞きながら検討を進めていくことになりま

す。 

 東中中学校とは若干違いまして、施設的にも平成

２年に建設されて、東中よりは新しいと、なおかつ

東中より小さいというような状況ではありますが、

再活用、再利用については非常に全道、全国で廃校

が続いておりますので、その中でもなかなかうまく

いっている例が少ないという状況もあります。 

 先ほど米沢議員のほうからは町の施設としてどう

かというお話もありましたけれども、現実には今、

その施設の部分が足りないというような状況には残

念ながらないわけで、幸いにないわけで、そういう

観点から考えても新たな研修施設的な部分は清富が

ございますので数をふやすような今のところ予定は

ないわけです。 

 しからば、どのようなものがあるのだということ

でお話をされるかもしれませんけれども、それらは

これから知恵を結集して、いい案をそこに外に求め

ていく、自分たちもみずから出していく、外からも

いろいろな企画を受ける中で、何とかいい方向性を

出せたらいいなと、そんなふうに考えているところ

であります。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） そうなりますと、もう全て

がそういう施設を活用できないということになると

思います。 

 ただ、やはり私は一つでもいいから、どこになる

かわかりませんが、やはり既存の施設を充実して、
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清富小学校だって使いづらいという話がたくさんあ

るわけですから、やはりそれなりの施設の充実はし

ないとだめだと思います。 

 今の段階の施設では、やはり活用しづらいわけで

すから、もっと泊まって自炊ができたりだとか、工

夫できるような対策とらないで、あれがあるからい

いというふうな話には教育長もされていないと思う

のですが、町長も思っていないと思うのですが、や

はり必要な部分は改修して、やはり残すという、そ

こが僕は必要だと思います。この点については、ぜ

ひ考えていただければというふうに思います。 

 上高の給食の提供の問題ですが、今、子どもさん

も食べてこないで来ているというお子さんもたくさ

んおられます。いろいろな自治体なんかで本当に実

際提供している自治体もありますし、それらの衛生

管理上の問題も含めて充実しておりますので、私は

そういう意味では公平にやはり学校給食を提供でき

るいい機会であり、食育を育む機会にもなるという

ふうに思いますので、この点、今後引き続き検討し

ていただけるかどうか答弁お願いします。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） ４番米沢議員の上富良野

高校の給食に関する御質問にお答えいたします。 

 ３月に議員から御質問をいただきました。その

後、上富良野高校のほうに情報の提供などをさせて

いただいたところでございます。 

 議員のおっしゃるとおり、給食については食育だ

とか、地産地消だとか、地元の経済にも非常に影響

があるところでございます。 

 ただ、現状として経営の主体を持っている上富良

野高校のほうがそれに対して手を挙げてこないとい

うような状態もありますので、引き続き研究、検討

をさせていただきたいなと、そのようなふうに考え

ております。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 以上をもちまして、４番米

沢義英君の一般質問を終了いたします。 

 後の質問については、午後から再開したいと思い

ます。 

 １時再開としたいと思います。昼食休憩にいたし

ます。 

────────────────── 

午前１１時５０分 休憩 

午後 １時００分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） それでは、午前中に引き続

き、会議を再開いたします。 

 午前中の一般質問に引き続き、次に１０番中澤良

隆君の発言を許します。 

○１０番（中澤良隆君） 私はさきに通告いたしま

した２項目について質問をさせていただきます。 

 まず、１項目め、市民後見人の育成と活動支援に

ついてお伺いいたします。 

 現在、我が国は超高齢社会に入り、厚生労働省の

調査によると認知症高齢者は２０１２年時点で高齢

者の８人に１人、予備群を入れると４人に１人が認

知症であると推定しています。 

 一方、我が町の認知症高齢者の実態はというと、

平成２５年度の高齢者実態調査によると２０１２

年、高齢者数が３,０９０人、うち認知症の方は４

５１人、率にすると１４.６％、まさしく高齢者の

７人に１人が認知症でという実態であります。 

 果たして認知症予備群を入れるとどのぐらいにな

るのでしょうか。国を大幅に上回ることになるので

はないかと想像をするところであります。 

 私は、このような認知症高齢者の実態からする

と、我が町の高齢者施策の中でも認知症高齢者に対

する対策が喫緊の課題であるとともに、強い危機感

と問題意識を抱かざるを得ないのであります。 

 最近は、近年の医療の発達により認知症予防と認

知症の進行をおくらせる医学も進んできていると聞

き及んでいますが、私は今、核家族化が進み家庭で

の介護力が低下してきている状況からすると、認知

症高齢者や知的障がい、精神障がいなどにより判断

能力が不十分であるために福祉サービスを十分活用

できなかったり、身の回りのことや金銭管理ができ

ない方々にかわる成年後見制度の必要性がますます

高まってくるものと思いますし、その需要もさらに

増大してくるものと考えております。 

 弁護士や司法書士などの専門職の後見人が少ない

我が町のようなところでは、特にボランティアで後

見活動にかかわる市民後見人を中心とした体制を早

急に整えなければならないのではないかと考えま

す。 

 そこで、市民後見人育成の取り組み、また住民へ

の周知等について具体的に質問をさせていただきま

す。 

 １点目ですが、認知症や知的、精神障がいなどに

より判断力が不十分な人にかわって、一般市民が財

産管理などの後見業務をする市民後見人の必要性が

増してきていると思いますが、市民後見人の必要性

をどのように考えているかお伺いいたします。 

 ２点目、現在、上富良野町に市民後見人養成講座

を修了し、その方面の団体から認められた市民後見

人はどのぐらいいるのかお伺いします。 

 ３点目、市民後見人の育成はどのように進められ

てきているか、また今後の取り組みとして、養成講

座の受講料は相当高額であると聞いています。育成
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策の一環として受講料の補助をする考えはないかお

伺いします。 

 ４点目、後見人制度及び市民後見人は住民に十分

周知され、活用が図られていると思うが、さらに今

後どのように周知を図っていくつもりかお伺いしま

す。 

 次に、２項目め、第５次上富良野町総合計画の見

直しについて伺います。 

 私は、総合計画は今後の町づくりの指針となる町

の最上位の計画であり、町のあらゆる施策や計画の

基礎になるものだと考えています。 

 また、今、我が町は地方分権、少子高齢社会、人

口減少問題、行財政改革、住民の価値観の多様化な

どなど、行政執行に大きな課題を抱いており、私は

これからの行政執行において計画的に行政を執行す

る、いわゆる計画行政の重要性がますます増してく

るものと考えています。 

 町長は昨年の選挙の際、まいた種もしっかり芽を

吹いてきました。大きな花を咲かせ、実を結ばさせ

なければならないと町づくりに向けての強い決意を

述べられていました。明確なビジョンに基づいた総

合計画を整然と進行していくことが、町長が言う町

民の皆さんが幸せを実感できる未来輝く町づくりの

実現につながるものと考えます。 

 さて、第５次総合計画についてですが、この計画

は平成２１年度から平成３０年までの１０年計画で

あり、基本計画は前期５カ年までに行うものを実行

計画、後期５カ年以降に行うものを展望計画として

位置づけ、社会情勢等の変化に柔軟に対応できるよ

う中間年に見直しを図ることになっていると承知し

ています。 

 平成２５年度は、まさしく中間年に当たりますの

で、そこで展望計画、いわゆる後期５カ年計画の見

直し作成状況等についてお伺いいたします。 

 まず１点目ですが、後期５カ年計画の策定に当た

り、どのような体制でどのように進めているか、ま

た現在の進捗状況をお伺いいたします。 

 ２点目、平成２６年度予算編成方針は、平成２６

年度が後期５カ年計画スタートの年となることか

ら、当然、整合性が図られた予算編成であると受け

とめていますが、その受けとめでよろしいかお伺い

します。 

 ３点目、総合計画にとって最も重要なことは目標

人口だと考えています。今、町には農業振興計画、

地域福祉計画を初めとする３０にも上る数多くの個

別計画があると思いますが、そのほとんどが人口の

実態、推計、構成などに基づき計画が作成されてい

ます。 

 第５次総合計画の目標人口は１万１,９００人で

すが、平成２５年１０月末の住民基本台帳上の人口

は１万１,５２６人で、３７４人の減少となってい

ますが、あらゆる個別計画に大きな影響を与える後

期５カ年計画の目標人口の見直しはどのようになっ

ているのかをお伺いいたします。 

 ４点目、平成２６年度は向山町長２期目の本格的

予算編成の年度と思いますが、町長は昨年の選挙で

町民と約束した町づくりを総合計画の後期計画見直

しでどこに重点を置き、町づくりを進めようとして

いるのかを伺います。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 次に町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番中澤議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 まず１項目めの市民後見制度に関する４点の御質

問にお答えいたします。 

 平成２４年の老人福祉法の改正によりまして、成

年後見人を確保するため、市町村が主体となり市民

後見人の養成や後見人の家庭裁判所への推薦、その

他専門職による市民後見人への支援などの取り組み

に関する努力規定が設けられ、また同年の障がい者

自立支援法の改正により、成年後見制度利用支援事

業が市町村地域生活支援事業の必須事業となったと

ころであります。 

 こうした流れを受け、当町におきましても、本年

４月に上富良野町成年後見制度利用支援事業実施要

綱を施行し、申し立て費用の助成や申立人が不在の

場合の町長による申し立てなどについて制度化する

とともに、この７月に施行した上富良野町地域支援

事業実施規則においては包括的支援事業の一事業と

して権利擁護事業を規定したところであります。 

 まず、御質問１点目の市民後見人の必要性につい

てでありますが、財産管理などの法律的な手続を専

門とする弁護士、司法書士などによる専門職後見人

に対して、市民後見人は地域住民であることからこ

そできる後見制度と言えます。 

 市民後見人は、当事者の地域に居住していること

から、地域事情に詳しいことや当事者の生活状況や

周囲の環境をつぶさに理解されていることなどの特

徴から、より当事者の生活に寄り添った支援ができ

るメリットがあり、特に認知症高齢者の日常的な見

守りや生活相談などを中心とした後見業務が期待さ

れる役割と受けとめております。 

 当町におきましては、専門職後見人が少ないとい

う事情もありますが、住民がお互いを支え合い、当

事者の生活の質を向上させるという意味でも、その

必要性は高いものと認識をしております。 

 次に、２点目の市民後見人養成講座受講者の状況

等についてでありますが、町民でこの講座を修了し
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た方は、町の把握しているところでは４名となって

おります。受講された方々にとりましては、個人受

任に対する業務量の多さや責任の重さ等を理由に、

実際には受任に至っていないのが現状のようであり

ます。 

 また、養成講座を修了した方については、成年後

見センターや法人後見を受任している団体へ登録す

ることにより、家庭裁判所から推薦を受けるという

ことがありますが、現時点では当町の講座修了者の

中に登録を希望されている方がおりませんので、登

録されていない現状にあります。 

 次に、３点目の市民後見人育成の進め方と養成講

座の受講料補助についてでありますが、後見人養成

講座修了後は制度を利用する認知症高齢者の財産管

理と身上看護を特別な理由がない限り、生涯にわ

たって行っていくこととなること、また一人一人に

よって後見業務内容は異なることなどから、養成講

座修了後にフォローしていける専門的な体制が必要

となります。 

 そのため、市民後見人をサポート、コーディネー

トする体制の整備や法人後見を受任できる専門機関

の整備が必要であり、市民後見人の養成とあわせ

て、そうした中核機関の整備を進めていく必要があ

るものと考えているところであります。 

 道内におきましても、一部の社会福祉協議会内に

法人後見機関を設置している状況もありますことか

ら、町の社会福祉協議会とも協議、研究を進めてま

いりたいと考えております。 

 また、市民後見人の要請は町の努力義務でもあり

ますので、市民後見人養成講座の開催情報の収集と

あわせて、近隣自治体との共同開催の可能性などに

ついて検討するとともに、受講料の助成策につきま

しても検討課題として受けとめているところであり

ます。 

 次に、４点目の成年後見制度及び市民後見人等の

住民周知についてでありますが、成年後見制度の周

知につきましては、パンフレットの配付や個別の研

修会などを通じて行ってきたところであります。 

 これまで町では２名の方からの相談を受け、申し

立て支援を行った後、後見制度を利用されている状

況にあり、今後においても認知症高齢者、知的障が

い者を持つ親族や福祉サービスにかかわる事業所な

どを中心に周知してまいりたいと考えております。 

 また、市民後見人については、養成講座を受講し

たい旨の相談も寄せられていないのが現状であり、

今後は制度の周知とあわせて出前講座のメニューに

追加するなど、普及啓発に取り組んでまいりますの

で、御理解を賜りたいと存じます。 

 次に、２項目めの総合計画の中間年の見直しに関

する４点の御質問にお答えいたします。 

 １点目の後期５カ年の計画設定に当たっての体制

などについてでありますが、役場内部組織として基

本計画検討見直し検討委員会を昨年１２月に設置

し、見直しの考え方等について検討するとともに、

基本計画見直しプロジェクト会議において検証を

行ったところであります。 

 また、計画策定時に参画いただいた関係公的団体

の代表者及び町民の方々との意見交換会も開催し、

さまざまな御意見をいただき、今回、一連の見直し

検討作業を修了したところであります。 

 なお、その経過と結果につきましては、第５次総

合計画基本計画中間見直し検討報告書として既にお

知らせさせていただいているところであります。 

 ２点目の平成２６年度予算編成方針と後期５カ年

計画の整合性についてでありますが、各年度とも常

に予算編成に当たりましては総合計画の整合を図る

ことを前提としており、平成２６年度の予算編成に

当たりましても同様であり、特に今回の予算編成に

際しましては総合計画中間見直しの中で、町民アン

ケートなどの結果も参考として配慮が必要と思われ

る事項につきまして、実施計画の検証を行いながら

作業を進めさせていただいているところでありま

す。 

 また、これらの中身につきましては、今後の予算

審議などを通じてもお示しできるものと考えており

ますので、御理解を賜りたいと存じます。 

 ３点目の後期５カ年計画の目標人口についてであ

りますが、これは第５次総合計画を策定した平成２

１年３月において、基本構想に掲げた目標人口であ

ることから、基本構想は全町民の思いを込めた本町

の目指す将来像や町づくりの基本方針、施策の大綱

などを示したものでありますので、この目標人口１

万１,９００人につきましても、引き続き掲げ、目

指していくこととしたところであります。 

 ４点目の平成２６年度の予算編成と私のこれから

の町づくりに対する考え方についてでありますが、

まず今日まで５年間、町政運営の責任者として仕事

をさせていただきました。この間、私なりに議会の

皆様や多くの町民の方々とお話しさせていただいた

り、一方で町民皆様の暮らしの状況、あるいは公共

施設の状況など、多くのことを体得することができ

ました。 

 この貴重な積み重ねを十分に生かし、総合計画後

期５カ年に向けた取り組みとして平成２６年度予算

編成に臨んでいるとろこであります。 

 特に重点を置かなければならない分野として、少

子高齢社会に対応した子育てから老後に至るまでの

暮らしの安心づくり、また、あらゆる災害から住民
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を守る基盤と体制づくり、さらに力強く若者が生き

がいを持って仕事に打ち込める、しっかりとした地

域に根差した強い産業基盤の整備、そのための人材

育成等々を重要課題と位置づけております。 

 また、この平成２６年度予算編成を節目と捉え、

第５次総合計画の目標実現に向け、さらに努力をし

取り組んでまいりたいと意を新たにしているところ

でありますので、引き続き御指導賜りますようお願

い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） 再質問、ございますか。 

 １０番中澤良隆君。 

○１０番（中澤良隆君） それでは、１項目めの市

民後見人についての再質問をさせていただきます。 

 今の御答弁で市民後見人については、地域の実情

に詳しく、そのような人たちが困った人たちのため

にボランティアでかかわっていく、そういうような

ことで非常に大切なことであるということでお聞き

をいたしました。 

 道では、今後３年間で現在の後見人公募を１０倍

の１,２００人にするという計画があります。我が

町では市民後見人をどのぐらい養成しようとしてい

るのかを、計画があればお伺いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番中澤議員の市民後見

人制度についてのお尋ねをお答えさせていただきま

す。 

 議員御質問の冒頭にお話しされておりましたよう

に、本町の高齢人口、さらにその中でも認知症の症

状をお持ちの高齢者の比率が非常に高まってきてい

るという実態を私も承知しているところでございま

す。 

 そういった方々、あるいは御家族の方々が安心し

て当事者が暮らしていけるようなバックアップ体制

をつくっていくことは、これはもう行政の責任とし

てしっかりと押さえていかなければならないことで

ございますが、現在のところ町が法人としての相談

を受ける役割をさせていただいておりますが、具体

的にどの程度の今後そういった潜在的な後見人制度

について、そういう制度を利用していきたいという

ような潜在性がどの程度あるかというのは、町とし

てまだ把握できていないことと、さらにはそういっ

たことをしっかりとサポートしてくる体制が町だけ

で体制ができるのかというようなこともまだ内部と

してしっかりとした組み立てを持っていないことか

ら、御質問にありますように今後そういったことに

対応していけるような先取りした体制整備、あるい

は考え方をまとめていかなければならないと考えて

おりますので、御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） １０番中澤良隆君。 

○１０番（中澤良隆君） 今、認知症高齢者、それ

から知的とか精神の障がいを持った方がかなりいる

と思うわけです。 

 ただ、我が町や何かみたい田舎といいますか、小

さな町では、やはり地域、それから周りの人方との

助け合いといいますか、自助、共助、公助という

か、そんな体制がかなり整っていると考えていま

す。 

 そんな中で、この市民後見人だけがその人たちを

サポートする体制ではないというふうに私も思うわ

けでありますが、やはり事前に準備をしておくとい

うことが大切ではなかろうかなと、そんな中で市民

後見人の必要性は高い、それで養成をしていくこと

に積極的に取り組んでいただきたいと思いますが、

いま一度町長のお考えをお伺いしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番中澤議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 市民後見人制度につきましては必要性は全く思い

を共有できるものでございます。しかし、先ほどの

お答えの中でもお答えをさせていただきましたよう

に、ふだんの見守り、あるいは支えている、そうい

う分野につきましてはボランティア的な活動として

期待をできるところでありますし、そういう環境整

備は必要であろうというふうに考えておりますが、

いろいろな権利等に関する受任まで及ぶかという

と、これはなかなかハードルの高いことでございま

すので、どういうようなニーズが今後生まれてくる

か予測つきませんけれども、町といたしましては社

会福祉協議会等とも連携をとりながら、そういった

後見人を担っていただけるような方をずっと安心し

てサポートできる、そういうフォロー体制が根っこ

になければ、なかなかうまく機能していかないなと

いうふうに想定しておりまして、そういった面から

のサポート、あるいは支援体制をどういうふうに組

み立てるかについては課題として受けとめていると

ころでございます。 

○議長（西村昭教君） １０番中澤良隆君。 

○１０番（中澤良隆君） 受任の関係が町長のお答

えの中から出てまいりました。 

 私は４名で本当に今、講座を修了してからという

話ですが、これで十分かというと、やはり今おっ

しゃられたように、これからたくさん養成をしてい

かなければならないと考えます。 

 そんな中で、受任できない理由や何かが先ほどの

答弁では業務量の多さとか、それから責任の重さ、

またその人と一緒に寄り添っていかなければならな

い、そのようなことから、なかなかそういう適当な

人が、また受任には至っていないというお答えであ



― 28 ― 

りました。 

 あともう１点は、なぜ受講を修了した人たちが登

録や何かをしないかという理由や何かについて、町

のほうではどのように把握しているのか、お聞かせ

いただければと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番中澤議員の御質問に

お答えいたします。 

 これは想定の域を出ないわけですが、直接、町が

御本人に思いを確かめたものではございませんが、

多分、先ほどお答えさせていただきましたように、

その受講の中で受任をすることによる責任の重さ、

あるいは、繰り返しになりますが、一生、この方の

面倒を見ていかなければならないという、非常に課

せられる責任の重さを、受講したことによって再確

認できて、なかなか一歩前へ踏み出せないのが現状

かなというふうに理解しているところでございま

す。 

○議長（西村昭教君） １０番中澤良隆君。 

○１０番（中澤良隆君） 多分、受任に至らない、

それから登録しない、懸念していることとか、不安

に思っていることがあるのだと思うのです。そこら

辺を町としては当然、取り除いてあげる、把握した

中で対応を図る、そういうことが必要だと思いま

す。その考えや対策について、何かお持ちであれば

お聞かせいただけたらと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 中澤議員にお答えさせてい

ただきます。 

 冒頭のお答えでも申し上げましたが、フォロー

アップしているということをやはりしっかりしなけ

れば育っていかないと思いますので、今後におきま

して、申し上げましたように、社会福祉協議会、他

の先例を見ますと社会福祉協議会等が中心的に、主

体的にそういった方のフォローアップをしていく体

制を今整えつつある協議会があるようでございます

ので、そういったことなども勉強しながら、うちの

町でどういうことができるのかということを検討し

てまいりたいと考えておりますので、御理解を賜り

たいと存じます。 

○議長（西村昭教君） １０番中澤良隆君。 

○１０番（中澤良隆君） それで３点目、市民後見

人の養成に関する受講料等の関係でありますが、実

は平成２３年から平成２４年度にかけて、南富良野

町で行われた市民後見人養成講座というのがありま

した。そこの受講料については、１人６万４,００

０円ということでお伺いをしております。また、５

０単位というような形の中で、土曜、日曜すし詰め

でその講座に参画して受講を修了する、そういう形

になっています。 

 そして、今、今まで議論してきたとおり基本はボ

ランティアであります。ということは、６万４,０

００円払っても何ら見返りがあるわけではなくて、

崇高な使命の中で受講されたものだと思います。 

 そのとき、やはり養成する、町に責任が、努力義

務があるというお答えもいただいていますので、ぜ

ひこの講座受講料や何かに対する助成策や何かを講

じながら確保をしていくということが必要だと思い

ますが、町長のお考えをお聞かせいただければと思

います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番中澤議員の市民後見

人等の養成、育成等についての御質問にお答えさせ

ていただきます。 

 私どもの身近な例で申し上げますと、南富良野町

で開催していただいたというのが身近な例かなとい

うふうに思っております。養成していくことは努力

義務となっておりますので、ただ、１町単独で開催

できるかというと、これは少し検討を要さなければ

ならないなと思っておりますが、地域としてこの必

要性は上富良野町のみならず、地域全体が共有でき

る課題でございますので、この地域として市民後見

人を今後ふやしていくというような方向について

は、ぜひ前向きに取り組まなければならないと、そ

して冒頭の御質問にありましたように、将来に対す

る備えとして行政が果たしていかなければならない

課題の一つであるというふうに認識しているところ

でございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） １０番中澤良隆君。 

○１０番（中澤良隆君） ２０１０年の道内での成

年後見人の申し立て件数は１,３００件とお伺いし

ております。ですから、うちの町ではまだ２件しか

ないということでありますが、これはまだまだ延び

てくる数字だと感じているところであります。 

 また今、町長からは近隣市町村と同じような状況

であるので共同開催、そんなことも考えていきたい

ということでありますので、ぜひ積極的なお取り計

らいをお願いをしたいと思いますが、もう一度お願

いします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番中澤議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 現在、受講されている方は少ない状況であること

と、町が現在、申し立ての団体としての申し立て代

理をさせていただいたりしている中から、あるいは

障がい者、それから認知をお持ちの方の家族の方々

といろいろ接する機会がありますので、そういう機
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会を通じてその成年後見制度についての周知とあわ

せて、そういうことについての御家族等の思い等も

お聞きしながら、おくれることのないように、後手

にならないように、そういう養成等についても積極

的に研究してまいりたいと思いますので、よろしく

お願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） １０番中澤良隆君。 

○１０番（中澤良隆君） それでは４点目の、今、

お答えも一部いただきましたが、市民後見人の周知

の関係でお伺いをしたいと思います。 

 成年後見人制度及び市民後見人についての周知で

ありますが、平成２３年の１２月議会、今からちょ

うど２年前になろうかと思いますが、他の議員から

も一般質問がございました。 

 そこで、この周知の問題について町長は制度の周

知や情報提供には不十分な点があると、したがって

今後、制度周知については広報、ポスター、ホーム

ページを活用して周知する、そして各関係団体を通

じての制度の説明や町民を対象にした相談や研修会

を開催すると答弁をしておりました。 

 その後の周知活動２年間ありましたが、どんな取

り組みをされてきたのかを確認をさせていただけれ

ばと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番中澤議員の御質問に

お答えいたします。 

 ただいま議員がいろいろ申していただきました、

一つ一つの項目についてどういう取り組みをしてき

たかという経過については情報を持っておりません

が、広報、あるいはいろいろな高齢者、障がい者の

団体等の皆さん方と接する中での機会を通じての周

知はさせてきていただいていると思います。 

 ただ、そういう取り組みの中で、何と申しましょ

うか、その情報をこういうものがありますよ、こう

いう仕組みができていますよというような、それに

対してリアクションを求めるような積極的な周知に

は十分なっていたかな、どうかなという反省はあり

ます。 

 先ほどお答え申し上げました思いはそういったこ

とではなくて、もう一歩、その当事者のほうに寄り

添って、本当に将来のためにしっかりとこういうこ

ともお互いに研究しましょうというような中身の濃

い情報提供をこれから周知をしていくべきだという

ふうに理解しておりますので、今までの取り組みの

個々についての詳細な情報については持ち合わせて

いないことを御理解いただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） １０番中澤良隆君。 

○１０番（中澤良隆君） これからいろいろと周知

を重ねていただけると、そしてやはり住民もそうい

う正確な情報を知ってお互いが支え合う、そんな社

会というのはやはり必要になろうと思いますので、

やはりある一方の方が知っているということではな

くて、広く周知するということもこれから必要なこ

とではないかなと思いますので、ぜひよろしくお願

いしたいと思います。 

 そして、その２年前の答弁で高齢者や障がいを

持った方がふえてくることが想定されると、ついて

はそれに対するバックアップ体制を、この成年後見

人制度や何かではなくて、新しく構築もしていきた

いのだということを会議録でちょっと読まさせてい

ただきました。 

 そのようなことで、このバックアップ体制や何か

に今取り組んでいる点があれば、お聞かせいただけ

ればと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番中澤議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 今、お尋ねいただきました、まさしく午前中の質

疑の中でも一部そういった思いを込めた答弁もさせ

ていただいておりますが、やはりそれぞれ障がい、

あるいは高齢に伴うさまざまな諸症状があらわれた

ときに、リスクを持ったときに安心して暮らしてい

けるような、そういう町としての仕組みづくりがや

はり基本になければだめだということが常に私は認

識しているところでございまして、そういったリス

クを負ったときに家族も含めて安心して暮らしてい

けるような仕組みの不十分なところを一つ一つ繕っ

て、そして充実したものにしていくことが町として

の責務かなというふうに理解しているところでござ

います。 

○議長（西村昭教君） １０番中澤良隆君。 

○１０番（中澤良隆君） 市民後見人の関係の最後

になりますが、専門的後見人や何かにおいても新

聞、テレビや何かでにぎわしているのは弁護士など

による成年後見人着服続出とか、そのような事件が

報道もされています。弱い人、判断力のない人をだ

ますということについては、本当にいかがなものか

なというふうに考えるところであります。 

 養成も大切でありますが、やはり公的機関による

監督体制というのも当然、これから必要になってま

いりますし、町においても積極的に取り組んでいた

だかなければならない点だと思いますので、お考え

をお伺いできればと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番中澤議員の市民後見

人についてのお考えについてお答えさせていただき

ます。 

 こういった後見制度というものがこれからさらに
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求められてくる状況になるということは、恐らくそ

ういう方向に行くというふうに私も認識しておりま

す。それを支えられるだけの行政としてのバック

アップ体制が十分にできていないと、あるいはそう

いった方々の支えになろうと、後見人になろうとい

う方が出現してきたにしても、バックアップ体制が

やはり整っていないと安心して業務に当たれないと

いうこともございますので、町といたしましてもさ

らに研究を重ねてそういった、しっかりとした監督

というのは私はちょっと、私は性善説ですので、そ

ういう方は上富良野にはいないと思っておりますの

で、監督ということは少し別といたしましても、

バックアップをしていくという仕組みは、これはぜ

ひ必要であろうというふうに考えておりますので、

御理解賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） １０番中澤良隆君。 

○１０番（中澤良隆君） それでは、２項目めの総

合計画の見直しの関係等についてお伺いをいたした

いと思います。 

 まず１点目でありますが、既に報告書で知らせた

ということでありますので、余り１点目については

聞くことがならないのかなと、そんなふうに感じて

答弁を聞いていたところでありますが、策定時の関

係公的団体の代表者と町民の方々との意見交換会を

開催したと、その中でどのような実は御意見があっ

たのか、それをちょっと御確認させていただければ

と思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番中澤議員の総合計画

に関します御質問にお答えさせていただきます。 

 ２１年の計画策定時にいろいろ御苦労いただいた

方々と２回にわたって懇談会をさせていただきまし

た。さまざまな意見もいただきました、非常に計画

に沿って仕事が進められているとの評価をいただい

たり、あるいはなかなか姿が成果として見えてこな

いなというようなこともいろいろお話を伺いまし

た。 

 とりわけ、話題の懇談の中で多くの時間を割いた

のかなと感じる部分につきましては２回にわたって

の共通するところではやはり観光を基軸とした町の

活性化について、ぜひもう少し取り組みを期待した

いという御意見がまず多くを占めたのかなというふ

うに受けとめたところでございます。 

 そういうやりとりの中で、さらにぜひ町としてぜ

ひアドバルーンを上げて町民を、あるいはいろいろ

な産業界等を町がアドバルーンをもう少し上げて発

信していただくような部分もあるのではないかとい

うような御意見もいただきました。 

 そういったことを私なりに理解しまして、先ほど

申し上げましたように、今年度以降の予算の中で反

映させていきたいなというふうに思ったところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） １０番中澤良隆君。 

○１０番（中澤良隆君） そういういろいろな御意

見を伺ったと、そしておおむね着実な、先ほどの御

答弁にもありましたが、推進が図られていると、そ

れで引き続き計画的な推進を図られたいというのが

大勢を占めていたというふうに理解をしてよろしい

でしょうか。 

 また、それに基づいて平成２１年の基本計画を

今、見直しや何かをした結果、評価もしながら、そ

の基本計画を踏襲していくのだということで確認を

したいのですが、よろしいでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 中澤議員の御質問にお答え

させていただきます。 

 そういった、当時かかわっていただいた方々との

懇談会、あるいはアンケート、そして役場内部にお

きます検討委員会、そういったことの議論を通じま

して、特に私は気持ちの中でしっかりと再認識をし

なければと思っておりますのは、アンケート調査等

で数字を持ってお示しさせていただいております

が、当時の５年前の意向を伺ったときから見て５％

を超えて上下に振れているような項目につきまして

は、これは町民の本当の思いが反映されているなと

いうふうに重く捉えておりまして、そういったこと

にめり張りをつけてこれからの５年間に目標に向け

て進んでくれという思いだと思いますので、そうい

うことに配慮したつもりでございます。 

○議長（西村昭教君） １０番中澤良隆君。 

○１０番（中澤良隆君） それでは３点目の目標人

口に移らさせていただきます。 

 今回、目標人口というのは議会の議決を経ての基

本構想に掲げられたものであり、今回の基本計画の

見直しでは、目標人口については１万１,９００人

を引き継ぐのだということで、その理解でよろしい

でしょうか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番中澤議員の目標人口

についての御質問にお答えさせていただきます。 

 これにつきましては、基本構想で町民皆さんの思

いとして１万１,９００人を何としても目指そうと

いうことで、みんなで思いを誓ったものであろうと

いうことで非常に重いものだというふうに理解して

おります。 

 そして、これをやはり究極の目標と掲げていくの

が私どもに大きく期待をされている部分だというふ
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うに理解をしまして、この部分については見直しは

しませんでした。 

 ただ、毎年毎年の実施計画上において、あるいは

さまざまな計画樹立の中においては、これはやはり

さまざまな環境変化、状況変化というものを反映し

た実施計画をつくっておりますので、その部分とこ

の目標人口の設定というものはイコールでない部分

もありますので、その辺はぜひ実施計画を立ててい

く中で非常に現実性を疑われるような中身で実施計

画を持つということはいろいろ上部の審査もクリア

しなければなりませんので、その辺は少しこの目標

人口とは別な視点で押さえているところでございま

す。 

○議長（西村昭教君） １０番中澤良隆君。 

○１０番（中澤良隆君） 先ほどの私の質問の中で

もちょっと話しましたけれども、農業振興計画だと

か地域福祉計画、調べた限りでは３０の個別計画な

のですがあります。 

 これは当然、人口や何かがもとになって、今、町

長にも御答弁いただいたのですが、計画の人口と、

それから目標人口との当然、差が出てくると思うの

です。そことの整合性については今、町長は目標人

口と実施計画は若干違うことがあってもしようがな

いのだと、しようがないというか、そういう意見で

はなくて、実態に合った人口で計画を立てていくの

だという受けとめでよろしいでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 中澤議員の御質問にお答え

させていただきますが、もう議員も御案内だとは思

いますが、やはり実施計画、実行計画を樹立してい

く中では、やはり推計人口というものがやはり大き

く位置づけていかなければならない、一方、総合計

画のような町が住民皆さんで思いを高く掲げていく

という目標人口は目標人口として、私はそれぞれに

価値のあるものだというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） １０番中澤良隆君。 

○１０番（中澤良隆君） 策定当初、平成３０年の

想定人口は、計画では約１万１,５００人を推計し

ていたと思います。 

 そのために、足りない４００人については毎年、

４０人の移住、定住を確保する、そして目標１万

１,９００を目指すということでありますが、こと

し中間年になりました。現在、１万１,５００人と

すると、５年で今後、約４００名、そうなると１年

に約８０名の移住定住を確保しなければない、理論

的に言えば目標人口ですからということになればま

た別ですが、ということになろうかと思いますが、

ここら辺の移住定住の実施計画における計画や何か

についてお考えがあればお聞かせいただければと思

います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番中澤議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 １万１,９００と押さえている目標の人口につい

ては、私は見方によっては非常に現実味のない目標

かというような理解も解釈もされる部分もあろうか

と思いますが、しかし、それはそれとして理解する

にしても、やはり町民みんなが共有して掲げた目標

人口でございます。私は議会で議決をして、町民の

総意として掲げた目標人口でございますので、私は

それに向かって移住、定住等は大きな隙間を埋める

事業でございますので、さまざまな手法、あるいは

さまざまな知恵を絞りながら、仮にその目標が徐々

に乖離していっている現実があったとしても、やは

りその目標に向かっていくのだということは、私は

絶対必要だなというふうに考えておりますので、移

住、定住も含めてさまざま、その時代時代に対応し

た知恵を絞って事業を推進して、目標に近づけて、

一歩でも近づけていくように努力を重ねてまいりた

いと思っておりますので、御理解賜りたいと存じま

す。 

○議長（西村昭教君） １０番中澤良隆君。 

○１０番（中澤良隆君） 今、町長もいみじくも

おっしゃいましたが、やはり私からすると到底、今

の人口減少社会の今日において、この目標人口とい

うのは非常に高いハードルだなというふうに思って

おります。 

 もしといいますか、この目標人口を見直して身の

丈に合った計画にしていくべきでなかったかなと、

これは私の意見でありますが、そうしたことによっ

て個別計画がより実態に近い数字になってくる、そ

んな感じがしてならないわけであります。 

 多分、この１万１,９００人というのはかなり難

しいと思いますので、これは私の意見としてお伺

い、聞いていただければと思います。 

 それでは、次の質問に移らさせていただきます

が、まず重点の施策については先ほど御答弁いただ

いたということで理解をします。 

 次に、町長の選挙公約にかかわることでありま

す。本当に町長は１期目の政策について人材育成

アカデミーの創設、健康の町宣言とか、それから小

中学校の校舎耐震化整備だとか、もろもろ上げられ

ていたことは、確かに町長が言う、種は本当にまか

れたのだなというぐらい、いろいろなところに手を

つけてられていると評価をするわけであります。 

 ただ、それでいいかといいますと、町長もおっ

しゃっていますように、町長の弁をかりるとやはり
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大きな花を咲かす実をつけさせなければならない、

それがあくまでも実施計画だと思うわけでありま

す。その実施計画に向けて、町長が今後５カ年間、

特に進めていくのだという力強い考えがあればお聞

かせをいただければと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番中澤議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 中身を細々にわったて申し上げる時間もございま

せんが、私は先ほどお答えさせていただきましたよ

うに、まず常に上富良野の福祉の充実と、そして片

方では産業の強化というものが一対になって進まな

ければ、片方が充実しても幸せを実感できないとい

うふうに考えが常に心の中にありまして、両方が充

実して、そして幸せを実感していただけるような、

それが究極は上富良野に住んでみたい、上富良野町

に住んでよかったということにつながるというふう

に確信を持っておりまして、ぜひこれからも皆さん

方のお知恵をかりながら、その実現に向かってしっ

かりと歩みを進めてまいりたいというのが私の思い

でございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 以上をもちまして、１０番

中澤良隆君の一般質問を終了いたします。 

────────────────── 

◎散 会 宣 告             

○議長（西村昭教君） 以上で、本日の日程は、全

部終了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。 

 あすの予定につきまして、事務局長から報告いた

させます。 

 事務局長。 

○事務局長（藤田敏明君） 御報告申し上げます。 

 あす１２月１１日は本定例会の２日目で、開会は

午前９時でございます。定刻までに御参集賜ります

ようお願い申し上げます。 

 以上であります。 

午後 １時５６分 散会
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午前 ９時００分 開議  

（出席議員 １４名） 

────────────────── 

◎開 議 宣 告             

○議長（西村昭教君） 御出席、まことに御苦労に

存じます。 

 ただいまの出席議員は１４名でございます。 

 これより、平成２５年第４回上富良野町議会定例

会２日目を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。 

────────────────── 

◎諸 般 の 報 告             

○議長（西村昭教君） 日程に入るに先立ち、議会

運営等諸般の報告をいたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（藤田敏明君） 御報告申し上げます。 

 議会運営委員長、総務産建常任委員長及び厚生文

教常任委員長から、閉会中の継続調査として配付の

とおり申し出がございました。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） 以上をもって、議会運営等

諸般の報告を終わります。 

─────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名の件 

○議長（西村昭教君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に

より、議長において、 

    ７番 中 村 有 秀 君 

    ８番 谷     忠 君 

を指名いたします。 

────────────────── 

◎日程第２ 議案第１号 

○議長（西村昭教君） 日程第２ 議案第１号平成

２５年度上富良野町一般会計補正予算（第８号）の

件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（北川和宏君） ただいま上程いただき

ました議案第１号平成２５年度上富良野町一般会計

補正予算（第８号）につきまして、提案の要旨を御

説明申し上げます。 

 １点目は、町営住宅泉町南団地整備事業につい

て、平成２６年度に予定しておりました１号棟建設

につきまして、平成２５年度に実施することによ

り、社会資本整備総合交付金の補助率が４５％から

５０％になり、有利な財源を確保することができる

ことから前倒し実施するもので、工事請負費の追加

補正をするとともに、地方債の変更をお願いするも

のであります。あわせて、当該事業が年度を越えま

すことから、繰越明許費の追加をお願いするもので

あります。 

 ２点目は、障害者自立支援介護給付費及び障害者

地域生活支援事業について、利用者の増、利用日数

の増並びに重度加算者の増に伴い、増額補正をお願

いするものであります。 

 ３点目は、後期高齢者医療費について、平成２４

年度療養給付費負担金の精算、保険基盤安定繰り入

れ及び事務費負担金の確定に伴う特別会計繰出金の

補正をお願いするものであります。 

 ４点目は、営農改善資金新規融資の追加による預

託金の増額に要する費用の補正をお願いするもので

あります。 

 ５点目は、畜産担い手育成総合整備事業で実施す

る草地整備について、北海道の上乗せ補助として事

業採択がされたことに伴い、所要の費用の補正をお

願いするものであります。 

 ６点目は、予約型乗合タクシーについて、本年度

上期の利用回数が増加し、下期についても利用回数

の増加が見込まれることから、所要の費用の補正を

お願いするものであります。 

 ７点目は、８月、９月の大雨災害、１０月の雪風

災害による災害復旧費を既存の道路維持費用で対応

していた費用について、補正をお願いするものであ

ります。 

 ８点目は、特定防衛施設周辺整備調整交付金につ

いて、このたび二次配分により交付金が増額となっ

たことから、調整交付金事業の事業費調整を行うも

のであります。 

 ９点目は、地域の元気臨時交付金４億６,７３４

万８,０００円のうち、７,２３６万５,０００円に

ついて、公園施設長寿命化計画策定調査、都市公園

安全安心対策緊急総合支援事業、橋梁長寿命化修繕

計画、作業用重機更新、町道改良事業、大型水槽車

更新、第２０号橋架替工事実施設計、第２１号橋架

替工事実施設計、第１興農橋架替工事実施設計、富

町２丁目４番通改良舗装工事実施設計、北４条通改

良舗装工事実施設計、本町５丁目２条通改良舗装工

事実施設計の１２事業の財源充当を行うものであり

ます。残る３億９,４９８万３,０００円について

は、平成２６年度事業に充てるため、公共施設整備

基金に積み立てを行うものであります。 

 １０点目は、給与費及び各事業費確定に伴う補正

についてでありますが、給与費については職員の会

計間移動の調整、退職分及び１０月から実施してい

る給与削減分の減額補正を行うとともに、事業費確
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定に伴う執行残について減額補正をお願いするもの

であります。 

 以上、申し上げました内容を主な要素といたしま

して、財源調整を図った上で、さらに財源余剰とな

ります部分につきましては、今後の不測の事態に備

えるため、一定額を予備費に留保するとともに、残

りにつきましては、近年の集中豪雨による災害発生

が来年度以降も予想されることから、財源確保に備

えるため、備荒資金組合超過納付金に積み立てるこ

とで補正予算を調整したところであります。 

 それでは、以下、議案の説明につきましては議決

項目の部分のみを説明し、予算の事項別明細書につ

きましては省略させていただきますので、御了承願

います。 

 議案第１号平成２５年度上富良野町一般会計補正

予算（第８号）。 

 平成２５年度上富良野町の一般会計の補正予算

（第８号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞ

れ８億２５２万６,０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ７５億４,３７５万７,

０００円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （繰越明許費の補正）。 

 第２条、繰越明許費の追加は、「第２表 繰越明

許費補正」による。 

 (地方債の補正)。 

 第３条、地方債の追加、変更及び廃止は、「第３

表 地方債補正」による。 

 １ページをお開き願います。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

みを申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 ７款国有提供施設等所在市町村助成交付金２９１

万８,０００円の減。 

 １４款国庫支出金６億４,２７１万７,０００円。 

 １５款道支出金８３２万９,０００円。 

 １７款寄附金３６８万８,０００円。 

 １８款繰入金２９４万４,０００円の減。 

 ２０款諸収入４５５万４,０００円。 

 ２１款町債１億４,９１０万円。 

 歳入合計は８億２５２万６,０００円でありま

す。 

 ２ページをごらん願います。 

 ２、歳出。 

 ２款総務費４億７９０万９,０００円。 

 ３款民生費４,１７９万９,０００円。 

 ４款衛生費１０２万４,０００円の減。 

 ６款農林業費２６４万７,０００円の減。 

 ７款商工費２６万７,０００円。 

 ８款土木費３億５,４２２万２,０００円。 

 ９款教育費４６９万円の減。 

 １１款給与費２,２２５万５,０００円の減。 

 １２款予備費２,８９４万５,０００円。 

 歳出合計は８億２５２万６,０００円でありま

す。 

 ３ページをお開き願います。 

 第２表、繰越明許費補正でありますが、冒頭、概

略を説明させていただきましたので、説明を省略さ

せていただきます。 

 第３表、地方債補正でありますが、超高速ブロー

ドバンド環境整備事業実施設計業務について、地方

債事業として１,４１０万円を追加するものであり

ます。 

 変更の町営住宅整備でありますが、冒頭、概略を

説明させていただきましたので、説明を省略させて

いただきます。 

 ４ページをごらんください。 

 第１興農橋架替及び第２０号橋架替であります

が、冒頭、説明させていただいたとおり、地元の元

気臨時交付金の財源充当により廃止するものであり

ます。 

 以上で、議案第１号平成２５年度上富良野町一般

会計補正予算（第８号）の説明とさせていただきま

す。 

 御審議いただきまして、議決くださいますようお

願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 質疑に入ります。 

 ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） ２４ページの無保険者健康

診査、これ、３０万円、たしか、この児童健診で、

小学５年生、中学２年生の健康診査でないかと思う

のですけれども、これは何名ぐらいの人数だったの

でしょうか。 

 それから、子宮頸がん等ワクチンの接種費予防の

ところの補助ですけれども、これはちょっと、受け

た人が一部後遺症があって、一旦、何というので

しょうか、今度は希望者にということにしたと思う

のですけれども、これも１１万７,０００円補正し

ますけれども、ここのところをちょっと。 

 それと、クリーンセンターですね、この修繕料と

ありますけれども、どこの部分の修理だったのか、
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ちょっとお願いしたいと思います。 

 それから、３２ページの備品購入費のところです

けれども、８４０万５,０００円減になっているの

ですけれども、これ、大型ローリー１台の更新でな

かったかと思うのです。当初４,４００万円くらい

予算立てていたのではなかったでしょうか。それ

で、その機械が８４０万５,０００円安くなって３,

５５９万５,０００円となったのか、それとも、元

気臨時交付金で対応というようなお話もあったかと

思うのですけれども、ここのところ、ちょっと、こ

の点、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（石田昭彦君） ３番村上議員の１

点目の学童健診、それから、負担金補助金の子宮頸

がん等ワクチン接種補助の関係の御質問に、まずお

答えさせていただきたいと思います。 

 １点目の無保険者健診の件につきましては、議員

御発言にありましたとおり、かみふっ子健診、こと

し実施して、当初予算では、おおむね対象児童の３

０％程度を見込んでいたところですけれども、結果

として６０％を超える希望者がありましたので、当

初の予算、６２名に対しまして１３７名の実績が

あったことから、補正をお願いする内容でありま

す。 

 あと、子宮頸がん等ワクチン接種補助の部分につ

きましては、子宮頸がんにつきましては、議員御発

言のとおり、そういう後遺症の関係があって、積極

的な接種の勧奨を中止したところでありますけれど

も、ここの補助につきましては、「等」ということ

で御理解をいただきたいと思いますが、この補助の

増分については、これまで、小児のヒブワクチン、

それから小児肺炎球菌ワクチン等の関係が定期接種

に変わって、さらに生後２カ月から接種ができると

いうことになりましたので、里帰り出産のときに、

このような予防接種を受ける方が増加したというこ

とで、償還払いの方がふえたことから、この補助費

の増額をお願いしている内容でございます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（林 敬永君） ３番村上議員の御

質問にお答えいたします。 

 クリーンセンターの修理費でございますが、ク

リーンセンターの焼却施設の部分でございます。経

過１５年たちまして、重量シャッターの故障、ま

た、地下１階に設置しております給水ユニットポン

プ圧力センサーが故障してございまして、また、耐

火材のほうの補修等を入れてございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（北向一博君） ３番村上議員の御

質問にお答えいたします。 

 重機の減額の件ですけれども、この重機につきま

しては、調整交付金事業で導入したものですけれど

も、入札残、執行残の減額ということで御理解いた

だきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） わかりました。 

 クリーンセンターの修理の件ですけれども、富良

野市と２町１村でいろいろと、衛生用品の再資源

化、固形燃料の、これが木質ペレットと同等の燃料

が得られるようになったということで、きょう、新

聞に出ておりましたけれども、こうなると、今後に

ついて、２６年、２７年になるかわかりませんけれ

ども、衛生用品が入ってこないと、こういうふうに

なりますと、上富良野に運ばれてこないとなると、

この機械は火力を必要とする機械ですので、Ａ系、

Ｂ系ですね、やっぱりその衛生用品が搬入されない

となると、ちょっとガスがたまってくるというか、

火力を必要とする機械ですので、本当に今後につい

ては壊れやすくなるのではないかと思いまして、今

回は３１９万１,０００円の補正ですけれども、こ

の修理費という予算をもっと、だんだん壊れやすく

なるのではないかと思うのですけれども、そこら辺

の見通しとしてはいかがなのでしょうか、ちょっと

お尋ねしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（林 敬永君） ３番村上議員の御

質問にお答えさせていただきます。 

 上富良野町のクリーンセンターは、上富良野町の

ごみ処理のために建てさせていただいておりますの

で、当初どおり町のごみを処分させていただくとこ

ろでございます。また、修繕費につきましては、先

ほどもちょっとお話ししました、建設後１５年を経

過するものでございますので、施設の老朽化という

部分、また、機械の老朽化ということで、修繕はか

かっていくものというふうに理解いただければと思

います。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

 ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） ９ページの地域経済活性化

交付金等についてお伺いいたします。今回、この中

には、公園の長寿命化修繕計画と同時に、もう既に

始まっております橋梁等の長寿命化計画という形で

予算が計上されております。これは、長年、劣化し

た橋あるいは公園の整備を進めるという形の中で、
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それに対応した交付金が入ってくるという状況に

なっておりますが、今後、この予算が計上された後

に、公園あるいは橋梁等の寿命化等の今後の対応と

対象になる箇所等がわかれば、ちょっとお伺いした

いというふうに思っております。 

 次に、社会資本整備交付金という形で公営住宅が

建設されようとしておりますが、従来の制度より５

％くらい交付金がアップしたという形の中で、有利

な財源を活用するという形で予算が乗るという状況

になっておりますが、今後、こういった有利な交付

金等が出てくる可能性というのですか、非常に、こ

の財源の乏しい町にとっては大変貴重な財源であり

ますので、この点と、あと、これが予算が議決した

後に、公営住宅の入札だとか建設だとかという、そ

ういう順序というのは、どういうふうに進められよ

うとしているのか、この点をお伺いしておきたいと

思います。 

 次に、３１ページの道路維持補修にかかわってお

伺いします。この中では、今回、小さな予算であり

ますが、歩道の補修だとか、及び、新設という形で

３８万円乗っておりますが、これはどういった箇所

なのかというのとあわせて、近年、やはり前からも

言われておりますが、ユニバーサルデザインという

形で、上富良野町の歩道等がでこぼこして、非常に

歩きづらいというような声がたくさん出ておりま

す。将来的には、これにかかわって対策をとるとい

う形にはなっておりますが、当然、大きな整備が伴

うこともありますが、そういった経過等について、

今後の対応も含めてお伺いしておきたいというふう

に思っております。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（北向一博君） まず、９ページの

ほうの公園長寿命化修繕計画と橋梁長寿命化修繕計

画についてお答えいたします。 

 この事業につきましては、別の事業として、社会

資本整備総合交付金を受けて、約５０％の交付率な

のですけれども、受けて実施している委託業務にな

ります。この残りの財源を、さらに、この元気交付

金を充てて、一般財源をできる限り少なくするとい

うことで、今回補正する内容となっております。な

お、この内容につきましては、今年度中に、年度末

になりますけれども、期限として、計画策定業務を

現在作成中であります。現時点につきましては、詳

細については述べる段階にございませんけれども、

最終的に、この計画をつくることによって、将来、

通常修繕とか維持管理部分にかかる経費につきまし

ては、基本的に、国の制度として補助金が交付され

ないものとなっておりますけれども、この長寿命化

修繕計画を立てると、完全に維持費にかかる部分に

ついては対象外になりますけれども、計画修繕、長

寿命化する予備修繕に当たるようなものについては

補助事業として採択の道ができるという制度になっ

ております。このために、改めて公園と、それから

今回、橋梁について計画化を進めているものでござ

います。 

 また、３２ページのほう、道路に関する、今回に

つきましては３８万６,０００円という金額になり

ますけれども、これらの事業の補正の内容につきま

しては、年度当初、各箇所を計画的に年次計画によ

り整備していくということで、各項目別に予算を置

かせていただいておりますけれども、雪降る前に、

ほとんどの予定工事が終わりまして、入札執行残と

いう形で今回整備させていただいております。 

 なお、歩道修繕及び新設のところだけが、減額で

なくプラスであるという部分になりますけれども、

これは住民のほうから新たに発見された部分、要望

が出てきて来年度に送れないような緊急修繕を要す

る、例えば、これは複数のものが入っておりますけ

れども、側溝のふたが完全に壊れて、車両の車輪が

落ちてしまうというような危険な部分について、今

回整備させていただく内容となっております。 

 押しなべて、ここに上げております、町道区画線

から局部改良のところまでにつきましては、町民の

方から、特に住民会を通して、また、各団体とか組

織のほうから出てくる要望を年次計画配置して、こ

の部分に組まれる予算で各箇所を、優先度、それか

ら住民会各地に分散しておりますけれども、一つの

住民会に固まらないように、均衡な改善をするとい

う意味で、この予算を執行してございます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（林 敬永君） ４番米沢議員の御

質問にお答えさせていただきます。 

 先ほどの社会資本整備総合交付金の関係でござい

ますが、４５％から５０％という有利な形になりま

した。今後におきましても、国の動向を注意して、

そういうものを見きわめていきたいと思っておりま

す。 

 また、本日認めていただきました後の、この後の

スケジュールでございますけれども、年明けに、２

月下旬から３月にかけての入札を予定しているとこ

ろでございます。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） ユニバーサルデザインとい

う形で歩道の整備、そこら辺ちょっと答弁漏れてい

たかと思いますので、非常にこれから高齢化が今進
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むという状況、あるいは、子どもさんが歩行するの

が大変だという声が聞かれていますので、すぐには

ならない、当然、計画的に実施することになると思

いますが、この点、きちんとした対応がこれから求

められてきていると、もう既に思いますので、この

点をちょっと聞かせていただきたい。 

○議長（西村昭教君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（北向一博君） ４番米沢議員の道

路施設のユニバーサルデザインにつきましてお答え

いたします。 

 基本的に、現在立てております計画につきまして

は、長寿命化計画につきましては、現行の施設をで

きるだけ維持しながら使い続けていくという基本に

なっておりまして、新たに機能を加える部分につい

ては、また別な事業として対応せざるを得ないとこ

ろです。国の動き次第によっては、これらに、修繕

にあわせて、改築の要素も含まれておりますけれど

も、現時点では、できるだけ道路を使いやすいよう

にという観点での整備はやります。ただ、今言われ

るユニバーサルデザインにつきましては、路盤全て

含めた大規模改修になりまして、非常に厳しい財政

のもとで、長期的な視点で対応せざるを得ないとい

うところを御理解いただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

 ７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） 何点かありますけれども、

まず１０ページの関係。国有提供施設等所在地町村

助成交付金の関係です。２９１万８,０００円の減

ということですけれども、一つは、２３年度の場合

見ますと、７１８万２,０００円が減、２４年度は

６４９万２,０００円の減、今回２９１万８,０００

円の減ということで、この３年間見ると１,６５９

万２,０００円の減になっています。したがって、

これらの関係の減の要素というのは、助成交付金の

基準の変更なのか、もう一つは国有提供施設の減少

に伴うものなのか、それらの関係についてお伺いを

いたしたいと思います。 

 次に２点目、１８ページです。スクールバスの関

係です。３５２万１,０００円という減でございま

す。当初予算は１,２３８万３,０００円なのです。

しかし、２８.４３％になっているのですね。なぜ

このような、約４分の１強になるのか、この点を確

認をいたしたいと思います。 

 次に、予約型乗合タクシーの関係です。先般、総

務課のほうからいただいた資料によりますと、従

来、区域内２００円、区域外４００円、その利用料

とメーターの料金、その差額が町で委託金で交付す

ると。したがって、２５年からそれが変わったとい

うことで、私も、変わった内容がどうなのかという

ことで、２５年度の予算特別委員会の補足説明等も

見たけれども、全然出ていないのですね。というの

は、変わったのは、１キロメートル２６０円、それ

から執行料が１００円、そういうことを換算して、

ある程度、走行距離に応じて委託金を出すというよ

うなシステムになっているので、これはもうちょっ

と丁寧に、議会のほうに、こういうことで変わった

ということで説明すべきではなかったのかなと。説

明していたのだか私が聞き漏れたのか、こういう算

出根拠が大きく変わったのであれば、やはり補足説

明の中で具体的に出すべきではなかったかというの

が１点目です。 

 それから、２５％利用者がふえたということなの

で、一つは、自宅発と目的地発ということも含め

て、区域内の利用者何名、区域外何名ということ

で、ちょっとお知らせをしていただきたいと思いま

す。 

 それから、もう１点は、ことしの予算特別委員会

の資料をいただきました。言うならば、平成２４年

の予約型乗合タクシー運行事業全地域施行の実績と

いうことで、４月から９月までのを見るとトータル

が違うのですね。人数が、それぞれ３名ずつ違うの

です。だから、どこがあれなのか、最終的に料金は

変わらないのです、委託料は。ただ、我々に示され

た資料がちょっと違いますので、それを確認をさせ

ていただきたいと思います。 

 それから、もう一つ、メーターの距離によって、

ある面で委託料金が変わってくるということで、恐

らく、会社からそれぞれ、年間、２社に５万円ず

つ、事務手数料ということで払っております。そこ

から出てくる資料を、どういう形でキロ数等を確認

をしているのかということをひとつ、確認方法をお

聞きしたいと思います。 

 それから、次に２０ページ。保健福祉課の福祉対

策部の委託料、保健福祉センター運動指導料業務の

関係です。当初予算１,１５２万円で１８万円減と

いうことです。この減の要素は何なのかということ

を確認したいと思います。 

 それから、次に２４ページ。生活灯の関係でお尋

ねしたいと思います。先般、全員協議会の中では、

省エネ生活灯の改修率は８０％ということで報告を

受けております。したがって、現在改修された、

トータルで９７５灯あります。しかし、そのうち、

改修されたものが８２４灯、それから、あと、改修

をしないということが意向として意思表示された町

内会があって、トータルで８２９ということになっ

ております。したがって、ＬＥＤ化率は９９.４％

というようなことが厚生文教委員会の資料の中に出

てまいりました。現実に、これはちょっと数字が違
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うのではないかなという気がします。したがって、

それらの正確な、現在のＬＥＤ化可能によるＬＥＤ

化率はどうなのかということで、特に、４０５万円

当初予算を持って５９万６,０００円ということ

で、これだけの減額ということなので、その点をあ

わせてお伺いをいたしたいと思います。 

 それから、次に２６ページです。一番下の農地集

積協力金、戸別補償の経営安定推進費ということで

載っておりまして、この中の協力金が２３５万３,

０００円になっております。これは２４年度も１４

９万５,０００円、今回、２３５万３,０００円とい

うことで、それぞれ当初予算には載っていないの

で、いろいろな安定推進のための関係で、実績が出

たら出すということにしているのか、これらの関係

をお聞きしたいのと、それから、協力金の算出基

準、これがどのようになっているか、お伺いをいた

したいと思います。 

 それから、次に３０ページ、商工会運営費の需用

費、修繕料４３万４,０００円ということで、これ

は、先般の全員協議会におかれては空調設備修理と

いうことでなっております。ただ、私、ここで、階

段の手すり、右側のほうですね、スチール製のやつ

が、溶接が外れてしまって、がたがたしているので

すね。それで、うちの住民会の、老人会の皆さんか

ら言われて、あれを支えていて変にあれしたら大変

なことになるよ、早急に直してはどうかという声が

ありました。私も現場に行って、見ました。確か

に、１支点が、もう溶接が外れて、がたがたになっ

ています。それで、これらを、点検等も含めてどう

されているのか、それから、これらについては早急

に直すべきだと思いますので、その点確認をしたい

と思います。 

 それから、次に３２ページ、建設水道課建設班の

町道維持費、この委託料の町道維持２,３００万７,

０００円の関係です。当初予算が９,４３２万２,０

００円で、これを足すと１億１,７３２万９,０００

円です。これの大きくふえた原因は何なのかという

ことで、これを確認をいたしたいと思います。 

 それから、次に３４ページ、道道吹上線の街路灯

整備、予算が１,３５０万円から、決算では１,４９

１万７,０００円ということで、１５８万３,０００

円の減でございます。現在、これらを今後どうする

のかということは、特に道道の踏切から十勝岳へ向

かっていくあの道路が、私も、前、一般質問いたし

ました、商店街が閉店されて非常に真っ暗になると

いうことで、何とかならないかということでお話を

した経緯があります。できるだけ道にかけ合ってみ

るということでございまして、今回の場合は、道の

歩道のバリアフリー事業に連動して町としてやった

ということでございますけれども、今後は、あの道

路の歩道等の関係がどうなのかということと、それ

から、もう一つ、あそこに、道は道路照明はやるけ

れども、歩道照明はしないというのが、私も道路事

務所に行ったら、はっきりそういうことを言われた

経験があります。したがって、やはり、今、ふじ

スーパーがこちらに来たということで、ツルハとツ

ルヤが閉店してしまうと、いよいよ、もう真っ暗に

なるような状況があります。その点で、あそこの交

通安全等も含めて、どういう形で考えているか、今

の方式で、また、道の状況を見ながらやっていくの

か、その点を確認をいたしたいと思います。 

 それから、３８ページ、小学校管理運営費の関係

の委託料、上富良野小学校除排雪業務ということで

３２万４,０００円出されております。そして、こ

こで、私、一つ、現在、上小の改築の関係で、ああ

いう状況なので、この除排雪はぜひ必要だという認

識は持っております。それで、従来、この小学校管

理運営費の学校施設除雪ということで、ずっと２３

年度から調べてみましても、３７万８,０００円支

出しているのですね。その中で、上小の、今、工事

しているところも僕は含まっているのかなという感

じしているので、この３７万８,０００円の除雪の

範囲を、予算積算して委託をする場合に、どこまで

しているのかと。僕は逆に、その分が減額されるの

かという、ちょっと考えを持ったものですから、そ

の点をちょっと確認をいたしたいと思います。 

 それから、４０ページの上富良野中学校、報酬、

施設管理業務員、１２万１,０００円の減です。当

初予算４０２万３,０００円のうち１２万１,０００

円というのは、金額的にはそう大きくないのですけ

れども、実際に２４年度の決算は３９０万５,６８

６円。今回、それを差し引くと３９０万２,０００

円ということで、大体似たような金額なのですね。

ですから、僕は、若干多目な形の予算をあれしたの

か、その１２万１,０００円の減額補正の理由等に

ついてお伺いをいたしたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川和宏君） ７番中村議員の御質問

にお答えします。 

 まず、国有提供施設所在市町村助成交付金の関係

でありますが、これにつきましては、以前からも御

説明しているとおり、５年に１回の評価の関係が、

平成２３年からだったかと思いますが、毎年の評価

をするということで制度が改正になったことであり

ます。２４年から２５年度の減額部分についての影

響は、その評価によりまして、土地については評価

額がさほどの大きな変更はありませんが、建物工作
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物等については、年々減価してきますので、その部

分の台帳価格が下がったことによりまして、その算

定によりまして減額になっているということであり

ますので、算定方法等については変更はないところ

であります。もともとの、計算する元数字について

の価格が下がったことによりまして、今までのルー

ルで計算して減額になったということで御理解を賜

りたいと思います。 

 それから、スクールバスの減額部分についてであ

りますが、これにつきましては、それぞれ４路線の

部分につきまして、事業費の委託料の運行費の入札

をした執行残で、それぞれ減額になった部分をトー

タルしまして３５２万１,０００円の減となってい

るところでありまして、４路線の部分での合計の数

字ということで御理解を賜りたいと思います。 

 次に、予約型乗合タクシーの関係でありますが、

算出根拠の説明ということでありますが、これにつ

きましては、春の予算特別委員会の中でも説明して

いたかと考えているのですが、その部分で説明不足

等があったのかどうか、ちょっとあれなのですけれ

ども、その部分については御説明を申し上げてきた

なということで理解をしております。それから、利

用者数の関係でありますが、今、ちょっと手元に細

かい数字がありませんので、この部分については、

機会がありましたら、集計結果等についてお知らせ

をしていきたいと考えております。それから、委託

業者から出てきますキロ数との確認等につきまして

は、報告書に基づきまして、担当のほうでそれを

チェックした上で積算しまして、委託料の支出をし

ているというふうになっておりますので、御理解を

賜りたいと思います。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（石田昭彦君） ７番中村議員の御

質問にお答えいたします。 

 保健センターの運動指導業務の減額補正の関係で

ありますが、これらの業務、これまでも長期継続契

約の中で業務を執行させていただいております。当

業務、今年度からまた新たな長期継続の期間になっ

たということで、入札の契約の執行残ということに

なってございます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（林 敬永君） ７番中村議員の御

質問にお答えさせていただきます。 

 先般、所管委員会のほうのときに、ＬＥＤ化率を

９９.４％という資料でお示しさせていただいたと

ころでございますが、その分母となる灯数が８２９

灯ということで、これは平成２３年度の制度当初の

灯数を分母として置いたことによる率ということで

ございます。それで、所管委員会で出させていただ

きました資料に基づきまして、第１種の、ＬＥＤ化

につきましては１００ワット以下という見方をして

ございます、第１種については２０ワットが７灯、

１００ワットが３０灯、第２種が、２０ワットが８

１７灯、４０ワットが３灯、６０ワットが２灯、１

００ワットが１６灯で、合計８７５灯になります。

８７５灯のうちＬＥＤ化が８２４灯でございますの

で、割り返しましたら９４.１７％になります。Ｌ

ＥＤ化率の進捗状況について、率でございますが、

９４.１７％で修正をさせていただきたいと思いま

す。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 産業振興課長、答弁。 

○産業振興課長（辻 剛君） ７番中村議員からの

農地集積協力金に関しての御質問にお答えさせてい

ただきたいと思います。こちらの農地集積協力金と

いうのは、離農に伴いまして、人、農地プランで位

置づけられています中心的担い手さんに、その土地

が賃貸によって集積される場合、こういう案件が出

てきたときに初めて事業の該当になるものでござい

まして、離農される農家さんが新年度何軒あるのか

というのは、なかなか予断ができない部分でござい

ますので、現在のところ、補正ということで、実績

に基づきまして予算計上をさせていただいていると

ころでございますので、御理解をいただきたいとい

うふうに思います。 

 それと、商工会、センプラの修繕の関係なのです

けれども、こちらの修繕につきましては、施設の基

幹的な設備ですとか、そういうものについては、当

方のほうで直接修繕ということになりまして、今回

は、そういう基幹施設に当たるということで、４３

万４,０００円の補正額を計上させていただいてお

りますが、あと、細かな修繕につきましては、商工

会さんのほうに管理委託をしておりまして、その中

でやっていただくというような、それぞれ役割を分

担した中で、この施設の管理を行っているところで

ございますけれども、いずれにいたしましても、議

員から御指摘ありました手すりの分については、危

険性が伴いますので早急に対応させていただきたい

というふうに思いますし、また、そういう御指摘に

ついては、今後についても早急に対応させていただ

きたいというふうに思っておりますので、御理解を

いただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（北向一博君） 中村議員の３２

ページの町道維持の部分の御質問にお答えいたしま

す。この町道維持につきましては、年間を通じて道
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路維持管理、それから、除排雪も含めて、通年の委

託を町内業者によります特定協力企業体のほうに委

託しておりますけれども、その業務の中で、道路に

関する部分で、災害に伴って発生した部分、日常的

な維持管理とあわせてやったほうが効率的な部分が

ありましたので、これは個別に災害対策費として組

まずに、除雪費がまだ未執行で余裕がありましたの

で、委託費の中の除雪費部分を削減させていただい

て、この災害復旧に充てたという金額を、これを繰

り戻す内容となっております。内訳につきまして

は、８月、９月に特に発生いたしました大雨災害、

これは複数回に上りますけれども、１３２カ所、

２,０７５万７,０００円、１０月に発生しました風

雪災害、湿った雪が木につきまして、大風ととも

に、たくさんの木をなぎ倒したという被害が発生し

ております。これが道路をかなり塞ぎまして、これ

を除去する作業として、２６カ所、２２５万円を、

この委託費の中で執行しました。この合計額が２,

３００万７,０００円になりまして、これを今回繰

り戻して補正するという形になってございます。 

 続きまして、３４ページのほうの道道吹上上富良

野線の街路灯整備に関する部分、これは、ここで出

しております１５８万３,０００円につきまして

は、今回、予定した灯数が不要だったということ

で、不用額を落とすわけですけれども、先ほどの御

質問にありました、今後整備される予定の、新しい

ふじスーパーから高校のほうに向けた部分、これは

北海道のほうで、現在、整備を計画してございま

す。情報をいただいて、また町のほうでも、この整

備に伴いまして、北海道が計画している内容が、都

市計画街路事業として実施したいという意向を持っ

ておりまして、町の持っています都市計画の街路計

画を若干修正を要するということで、先般、それら

に要する経費を補正させていただいておりまして、

現在、その都市計画変更に係る事務が進行してござ

います。ことしの年度末までには成果として上がっ

てまいりますけれども、それをもとに、平成２６年

度中に、町の責任のもとで街路計画を変更するとい

う手はずになってございます。北海道では、この計

画変更と並行して街路事業の実施決定ですか、基本

計画をつくりながら、２６年度中に実施決定をした

いと。その決定後、実施設計に移っていくわけです

けれども、予定では、２７年度に実施設計、そし

て、タイミングが合えば、実施設計と同一年次か

ら、２７年次から着工したいという旨はあるようで

すけれども、諸条件が複雑に絡みますので、基本的

には２８年を着手、着工のめどとする年度と置いて

いるようです。これに伴いまして、現時点で、旧ふ

じスーパーが全て撤去されて、現在、更地となって

ございまして、あの施設が営業されている際、明か

りが提供されて、比較的、通行に便利な状況でした

けれども、現在、議員御承知のとおり、先ほど申さ

れたとおり、ちょっと真っ暗な状況があります。現

在、これは早急に改善すると、追っかけてくる北海

道の事業とかぶってしまいまして、無駄な施設とは

申し上げれませんけれども、かなり経済的な不効率

が発生しますので、当面の間、何らかの方法で明か

りを確保する検討もしなければならないとは思って

おりますけれども、北海道自体が、街路計画の中に

おいても、連続灯は基本的に整備しないという方針

を明確に述べられておりまして、また、北海道全体

の道路整備計画、維持管理計画の中でも、連続灯に

つきましては、できるだけ、今後、基本的には整備

しない、整備された部分についても、老朽化に際し

て灯数を減らしていきたいという向きを持っている

ようです。こんなような中でありますけれども、北

海道のほうとは粘り強く、連続灯とは申さないまで

も、できるだけ交差点周辺を中心にした、道路照明

としての設置を望んでいきたいと思っています。ど

うしても埋められない部分については、町が対処す

る方法も含めて、北海道と調整してまいりたいと

思っています。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（野﨑孝信君） ７番中村議員の御

質問についてお答えいたします。 

 まず、３８ページの上富良野小学校の関係でござ

います。まず、除排雪業務ということで３２万４,

０００円、これについては議員御発言のとおり、今

回、仮校舎分の予算でございます。従来の部分につ

きましては、校舎の出入り口、そして、駐車場とい

う部分で、大雪が降ったときに管理業務ではできな

い大雪の部分について、それらを除排雪した部分の

必要な経費ということで予算を見ていまして、今回

は仮設校舎ということで、２線校舎、３線校舎、従

来、ここは生徒の出入り口等もございませんでした

が、重油タンクの設置場所でございますので、これ

ら仮設校舎ができたことによって堆積スペースがな

くなったということで、年４回の部分で除排雪を予

定するということで、今回新たに予算を計上させて

いただいたものでございますので、御理解をお願い

いたします。 

 続きまして、４０ページ、上中の１２万１,００

０円の減でありますが、これにつきましては、実は

東中の小学校の人事異動がございまして、これらの

部分との、それぞれ増減ということで御理解をいた

だきたいと思います。参考に、３８ページのほうに

東中小学校管理で１３万１,０００円ふえてござい
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ます。こちら１２万１,０００円の減ということで

ありますが、この差については、東中の通勤費分と

いうことで、人事異動分で、これら増減があったと

いうことで御理解をお願いいたします。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川和宏君） ７番中村議員の予約型

乗合タクシーに係る事務費の５万円の件についての

質問が答弁していなかったと思いますので、その部

分につきましては、いわゆる電話料とか陸運局の許

可を得るための経費等にかかわる部分として支出さ

せていただいておりますので、その部分につきまし

ても、かかる経費ということでの見積もりの上で支

出させていただいておりますので、御理解を賜りた

いと思います。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。再質問あ

りますか。 

 ７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） 答弁漏れがあるのです。農

地集積協力金の支出の基準があるのかということを

お尋ねしています。 

○議長（西村昭教君） わかりました。答弁いたさ

せます。 

 産業振興課長。 

○産業振興課長（辻 剛君） ７番中村議員の農地

集積協力金に関する算出でございますけれども、離

農する方の、どれだけ、その人・農地プランに位置

づけられた中心的担い手さんにお渡しする面積に応

じて協力金が変化してきまして、例えば、今回、補

正で計上されている分につきましては、離農する方

の出す面積が２ヘクタール以上の案件でございます

ので、そういう場合については１件当たり７０万円

ということになっております。あとは面積に応じま

して、１ヘクタール以上であれば５０万円、５反以

上であれば３０万円ということで、３階層になって

ございまして、それぞれの出し手さんのほうの面積

に応じて、その協力金の価格が決まってくるという

ことになっております。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 再質問ございますか。 

 ７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） まず１０ページの関係で、

５年ごとの見直しが毎年ということでございます。

税金の町税の関係の交付金の関係とは違う性格の、

言うなれば、町税の固定資産税に見合う形のあれと

は別な形でしょう、これは。ですから、そういう点

では、建物、工作物の関係等の評価が下がったから

ということは、固定資産税に見合うところと違うの

ではないかという気がするので、その点をお尋ねし

たいと思います。 

 再質問、一括していっていいですね。 

 それから、次にスクールバスの関係です。現実の

問題として、平成２４年度は１,２３０万５,０００

円の当初予算、決算が８９４万６,０００円という

ことで、３３５万９,０００円の減額になっている

のです。そうすると、２５年度も１,２３８万３,０

００円で８８６万２,０００円になって、同じよう

に３５２万１,０００円の減額補正しているので

す。そうすると、この金額が、前年度と比較をする

と、もうちょっと見積もりが安くても低くてもよ

かったのではないかというのが、この２年の経過を

見て、私の印象なのです。ですから、先ほど、執行

残があるから、道路の歩道やなんかもやると言っ

た。極端に言えば、これらを早くやっていれば、こ

の３５２万１,０００円というのは、ほかに活用で

きる余地があったのではないか。ですから、基本的

に、やっぱり２４年の実績を見て２５年の予算を立

てる、前の副町長が言っていました、課長会議の中

で、予算は、不用額が起きないような、ぎりぎりの

線で出しなさいというようなこと言っていた。こう

やって見ると、僕は、契約入札をして、だったとい

うことであれば、それまでの話なのだけれども、そ

れであれば、早くこれらが入札決定しているのであ

れば、これを早く補正減額すればよかったのでしょ

う。ですから、私はそのことを、２年連続そういう

ような、２４年度は３３５万円、２５年は３５２万

円ということであれば、これらはやはり過大見積も

りで積算をしてなのか、もう一つは、できれば早く

補正減額をすべきではなかったのかという感じがい

たしますので、お尋ねをいたしたいと思います。 

 それから、次に予約型乗合タクシーの関係です。

現実に、報告書に基づいてということが、報告書が

適切がどうかということもあるので。あるというの

は、ある面で、私のほうに町民からこういう通報が

ありました。回らなくてもいいところを回って、

メーター稼ぎをしているのではないか、私は４００

円を払えばいいのだけれども、もしくは市街は２０

０円を払えばいいのだけれども。そうしたら、回っ

ておかしいなと思って、逆に、予約した方が待って

いないのであれば、お客さんに、こっち回ったらこ

うだと言うべきなものが、そうでないケースが何件

かあるということなのです。ですから、私は、実績

に、今回はメーターのキロ数によって、２６０円、

それから、執行料ということで１台につき１００円

ということで２５年度からなったということであれ

ば、それらの関係があるものですから、あえて、そ

の報告書が適切かどうかということを信用するしか
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方法はないと思いますよ、ないと思いますけれど

も、現実にそういう関係があるものですから、お尋

ねをしたところでございます。それで、２５％増と

いうことなので、私も、２４年の上期の区域内、区

域外の乗車人員を調べてみました。そうしたら、

やっぱりさっき言ったように、３人ずつ違うのです

よね、ハイヤー会社によって。トータルは同じに

なっているのだけれども。ただ、それで２５％はど

ういう実態になっているかということを確認したい

と思って先ほどお願いしたので、できれば、きょ

う、開会中に、その報告をお願いいたしたいと思い

ます。 

 それから、かみんの運動指導の関係については了

解をいたしました。 

 それから、生活灯の関係ですけれども、さっき、

課長は９４.１７％と言っていましたけれども、私

の調査では、８７５灯が、言うなら第１種生活灯、

第２種生活灯の、第１種生活灯の１５０から２５０

ワットが７７灯、第２種生活灯の１５０ワットから

５００ワットは２３灯、合計１００灯あるのです。

すると、９７５灯から１００灯を引くと８７５、そ

のうち設置したのは８２４灯、それから、設置はし

ないということを言ったのは５灯で、８２９灯、こ

れを割り返すと９４.７％になるのかなという気は

するのです。それで、１５０ワットから５００ワッ

トのやつは、町の生活補助規則の中に、生活灯ＬＥ

Ｄ化照明、水銀灯１００ワットと同級の照度により

新設または開始したものは１００分の９０。そうす

ると、９７５灯のうちの１００灯は、この中に入っ

てこないのですね。ですから、私は、８７５灯の８

２９灯ということで申し上げたので、それで、今

後、この１００ワット以上の第１種生活灯、第２種

生活灯、１００灯ありますけれども、これの電気料

が安くなる、町の補助が少なくなる、それから、各

町内での、言うなればＬＥＤ化の長持ちするという

関係からいくと、今後、この１００灯の１００ワッ

ト以上のやつの改修については、基本的にどう考え

ているかということでお尋ねをしたいのです。それ

で、私、１００ワット以上のことを電気のメーカー

や各社に聞きました。そうしたら、大体１０万円前

後ですということでお聞きしました。ただ、今回

の、今のＬＥＤ化の場合、球を変えるだけではなく

て、器具自体も変えなければならないから１０万円

ぐらいになると。それで高上がりになるのは事実だ

けれども、町長、このＬＥＤ化のときに、大きく決

断したときは、日進月歩になるけれども、やっぱり

やらなければならないということでやっていただい

て、偶然ですけれども、北電が、昨年７％、ことし

は６％節電ということは、非常にこれは合致をし

た、的を射た施策だったと思います。したがって、

今後の関係については、これから１００ワット以上

のやつは安くなるかもしれないけれども、基本的に

どういう計画を持っているかということでお尋ねを

いたしたいと思います。 

 それから、農地集積協力金の関係、これはあくま

で離農による事業の展開ということだから、離農が

あるかないかわからないのに予算化できないという

ことの事実と、それから、基準についても、７０万

円、５０万円、３０万円ということで理解をいたし

ました。 

 それから、道道吹上の関係なのですけれども、

今、課長のほうからお話があったように、道の街

路、道路改修とともに考えていきたいということで

一応、２６年度中に実施設計等が行われる、遅くて

も２８年度には着工はできるというようなめどとい

うことで、できるだけ、一年でも早くやっていただ

くために道にお願いをしていただきたいとともに、

もう一つは、現状としては非常に暗いということ

は、もう、実感としてわかります。したがって、何

らかの方法で考えていきたいということで、場合に

よっては、仮設で何カ所かというようなことは、具

体的に２６年度の予算の中でやれる方法はないかど

うかということで、お尋ねをいたしたいと思いま

す。 

 それから、次に３８ページの上小の除雪の関係。

今、課長からお話あったように、校舎の出入り口、

駐車場ということになりますと、現実の問題、現在

あった、以前にあった駐車場は、もう工事の着工

で、また校舎の出入り口も一部あれなので、恐らく

これは、３７万８,０００円は、減額の要素になる

のかどうか、その点もちょっと確認をいたしたいと

思います。 

 それから、上中の業務員の関係についてはわかり

ました。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川和宏君） ７番中村議員の質問に

お答えしたいと思います。 

 まず、１点目の国有提供施設所在市町村助成交付

金の関係でありますが、固定資産税とは、それぞれ

の対象となる施設については異なりますけれども、

あくまでも、防衛省のほうでそろえる台帳について

は、土地、それから建物工作物ということで、評価

については、そのものについて評価ですので、固定

資産税の評価額がもとになるということになると思

いますが、その価格の算定に当たっては、土地につ

いては、それの評価額、それから建物工作物につい

ては、その評価の経年減額になってきますので、毎
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年の見直しで下がっていくということになりますの

で、その台帳価格が、要するに、工作物、建物とい

うのは、新しく建てない限り古くなってきますので

評価が下がっていくということで、その部分にかか

わっての減額になっているということでお伺いをし

ているところであります。 

 それから、スクールバスの委託料の積算について

でありますが、これにつきましては、おおむね人件

費が中心になることから、当町で定めております人

件費の単価があります、それをもとに福利厚生費等

を積算して算定しているところでありまして、これ

につきましては、町が、通常、雇用する場合の算定

根拠を基礎に委託料の算定をしておりますので、そ

の部分についての算定でありますので、町が発注す

る業務について、その積算を、去年はこの単価だっ

たから下げればいいということでやってしまうと、

今度、そこで雇用される方の賃金等が、また引き下

げられるということにもなりますので、町として

は、うちで持っている人件費単価をもとに、それを

積算して、それに福利厚生費を加えた中で算定させ

ていただいておりますので、その部分については御

理解をいただきたいと思います。 

 なお、事業費が確定してから、直ちに、その部分

については減額補正すべきではないかということに

つきましては、今後、その部分については対応して

まいりたいと思いますので、御理解を賜りたいと思

います。 

 次に、予約型乗合タクシーにかかわる業務報告書

が適正なのかということでありますが、これにつき

ましては、先ほど言ったように、回らなくてもいい

ところに回っているのではないかということであり

ますが、この部分につきましては、２３、２４年

と、その試行の段階では、メーター料金での対応を

させていただいておりましたが、２５年度からは、

メーター料金のおおむね９割をめどに支払う形とし

ておりまして、逆な言い方をすると、今言ったよう

な、回らなくてもいいようなところを回っていると

いうことになれば、委託料も当然上がるのかもしれ

ないですけれども、会社の経費も当然上がってきま

すので、中身的には、そのようなことはないという

ことで、こちらは認識しているところでありますの

で、御理解を賜りたいと思います。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（林 敬永君） ７番中村議員の先

ほどのＬＥＤの生活灯でございます。残る１５０

ワット以上の１００灯でございますが、議員から御

指摘のある、設置費に１０万円程度ということで、

まだ高額な部分もございます。今後におきまして

は、住民と町の負担軽減につながるものについて検

討していきますので、その都度、御相談をさせてい

ただきたいと思います。よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（西村昭教君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（北向一博君） 中村議員の、道道

吹上線の街路の整備までの間の照明の対応の御質問

にお答えいたします。現在、旧ふじスーパー、敷地

が一応撤去されて、裸の地面として管理されている

ようですけれども、今後、どのような利用形態が想

定されるのかも、今後の、例えば仮設の電灯を置く

にしても、若干の調整が必要かなと思っておりま

す。また、道道本体の部分につきましても、交差点

に必要な、交通安全上必要な照明についても、一部

不足している部分もございますので、町側で対応す

るのか、北海道のほうで配慮願えるのか、また、土

地利用が近々にあるのでしたら、それらとの兼ね合

いも調整するという含みもございますので、現時点

では、来年度の当初予算としては措置する予定はご

ざいません。それまでには、できるだけの調整はし

たいとは思ってはおりますけれども、必要に応じ

て、２６年度中の補正などの対応もあり得るかなと

いうことで考えてございます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（野﨑孝信君） ７番中村議員の先

ほどの御質問についてお答えいたします。 

 ３７万８,０００円ということで、従来からの予

算の部分の減額要素の部分でございます。これらに

つきましては、第１線校舎取り壊ししましたけれど

も、そこに、玄関、駐車場がございました。これら

については、玄関については３線校舎に移動、駐車

場についてはグラウンドのほうに移動と、こういっ

たことから、箇所数等は変わりません。ただし、全

体の管理面積からいくと狭くなる部分はあるかと思

いますが、逆に言えば、狭くなるところに堆積する

部分、これら含めて、基本的には、これらの部分の

除雪に充てたいというふうには考えておりますので

御理解をお願いいたします。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ほかに。 

 ８番谷忠君。 

○８番（谷 忠君） １８ページの乗合タクシーの

関係で、関連してちょっと御質問させていただきま

す。 

 総務課長の答弁の中で、２５年度からメーター数

の９割ということで支払いしているという御答弁が

ありました。この、９割にした根拠とは何なのです

か。 
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 それともう１点、報告書、タクシー会社２社あり

ますよね、そこから報告書が出てくると。そして

乗った場所から目的地、そういった中身のことは

ちゃんと記載されているのですか。そのチェック体

制はどうなっているのか。その点だけ、ちょっと確

認しておきたいのですが。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（田中利幸君） ８番谷議員の乗合タク

シーに関します御質問に、私のほうからお答えをさ

せていただきたいと思います。 

 中村議員の質問の中でありました、２３年、２４

年と試行事業を続けまして、２５年度については本

行の事業ということで、まず、委託費の大きな改正

を各事業者ともに話し合いながら決めたところであ

ります。先ほどの答弁にもありましたように、おお

むね９割、もしくは９割以上に、走り方によっては

なるわけですが、１キロ当たり２６０円と定めさせ

ていただきました。この２６０円につきましては、

陸運局の、おおむねの、キロ当たり単価が２６０円

になっておりまして、それを２４年度の実績運行に

照らしますと、先ほど言いました、おおむね９割か

ら９割ちょっとということになるところでありま

す。また、出庫料という、１回当たり１００円があ

りますが、事業者によって地区割りをしております

ので、２４年度の実績から見ると、私の事業者は、

私の会社は年間２００回出庫しました。一方では、

３００回出庫しましたと。そういう、持つ地区ごと

によって車の台数が違うものですから、それらを平

準化するために、出庫料を１００円と定めたところ

であります。お尋ねの、この根拠については、そう

いうことだということで御理解をいただきたいと思

います。 

 あと、事業者から毎月報告書をいただきますが、

例えば、きょうは誰が、どこどこからどこどこま

で、目的地がどこであって、どこでおろしました

と、そういうものを全部報告書に載せて、それを

チェックしながら、町で毎月の委託料を計算すると

いうような内容でございます。 

○議長（西村昭教君） ８番谷忠君。 

○８番（谷 忠君） 私、これ、ちょっといずい話

なのですけれども、実は、私のほうに電話３件来て

いるのですよ。ことしになってからではないです、

以前からあったのです。余り、ちょっと、こういう

話というのは、せっかく乗合タクシー事業を始め

て、町民の方々に、不便な方々に利用していただい

ていると、これが、おかしな話をして、この利用が

なくなってしまったらうまくないなという思いも

あったものですから、控えていたのですけれども、

たまたま同僚議員がこういうことを取り上げたもの

ですから、関連して言わせていただいているのです

けれども、実は、極めて遠回りして目的地まで行っ

ているのだと。遠回りすることは、当然、乗り合い

だから、そこでまた乗る人がおれば、当然、回って

行きますよね。ところが、頼んで目的地まで行くの

だけれども、結果的に私一人だったのだと。何で、

ああいうところを回るのだろうねと。失礼な話も、

これは言いませんけれども、同じタクシー会社なの

ですよ。場合によっては、運転手の名前まで、私、

把握しているのですよ。言いませんよ。だけれど

も、事実かどうか、その人に確認したわけではない

のですから、実際のことは確認していませんけれど

も、そういう苦情が数件来ているということなもの

ですから、そのチェック体制というのは、しっかり

と、例えば、どこから乗って、どこまで目的地まで

行くのだと、当然、近い道を通って行きますよね。

最短距離通って行けない場合もありますけれども、

多少回るところもあるかもしれませんけれども、こ

こから乗って、ここまで行く間に、これだけの距離

はかからないだろうということがあったとしたら、

私はないと思うのだけれども、そういうチェック体

制はどういうふうにして把握しているのかと。総務

課長の答弁の中で、ないものとして確認しているの

だと、確認しているから認識しているという答弁

あったけれども、その辺のチェック体制はどうなっ

ているのか、ちょっと確認したいのです。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（田中利幸君） ８番谷議員の御質問に、

私のほうからお答えをさせていただきます。 

 まず、そういう事例を承知しているという御発言

もありましたが、例えば乗合タクシーでよくあるの

は、予約が１週間前にありましたと、そのときに、

自宅に行ったときに、その人が準備が整っていな

かった、もしくは忘れていたというようなケースが

結構ございます。今回、今言われたケースで、そう

いうことがあったのかどうかはチェックをすること

ができませんが、一人を乗せて、次のところに迎え

に行った結果、そういうことで、そのまま一人を乗

せて目的地に向かったというケースは往々にしてあ

るかなというふうに思うところであります。また、

一軒一軒、上富良野町は広いですから、一軒、どこ

からどこまで行きました。誰を乗せて、どこからど

こまで行きましたということをチェックする中で、

余りにも距離数が乖離するようなことがあれば、当

然、チェックする中で、どうなのですかということ

は確認をしていくケースはなかったわけではありま

せん。また、今回、先ほど９割というお話をしまし

たが、２３年、２４年は、走れば走るほど委託料が

１００％、メーター料金として加算がされるという
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制度でありましたので、そういう事業者の運行の効

率性をしっかり事業者さんも持っていただこうとい

うようなことを含めて、話し合いの結果のことで、

本行につながっているというようなことも含めて、

御理解をいただければと思うところでございます。 

○議長（西村昭教君） ８番谷忠君。 

○８番（谷 忠君） これ以上は言いません。た

だ、町民の方からこういう不信感も持たれていると

いう部分もありますので、それを払拭する意味で、

これからも説明していく責任があるのだろうと思い

ますので、十分注意を払いながら、検証しながら、

今後、進めていただきたいと、こう思います。答弁

は要りません。 

○議長（西村昭教君） ほかに質問ございません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第１号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 暫時休憩といたします。再開を１１時といたしま

す。 

────────────────── 

午前１０時２８分 休憩 

午前１１時００分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。 

────────────────── 

◎日程第３ 議案第２号 

○議長（西村昭教君） 日程第３ 議案第２号平成

２５年度上富良野町国民健康保険特別会計補正予算

（第３号）の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町民生活課長。 

○町民生活課長（林 敬永君） ただいま上程いた

だきました議案第２号平成２５年度上富良野町国民

健康保険特別会計補正予算（第３号）につきまし

て、提案の要旨を御説明申し上げます。 

 まず、歳入につきましては、平成２４年度療養給

付費交付金の額が確定したことから減額補正、一般

会計繰入金では保険基盤安定負担金及び財政安定化

支援事業の確定に伴う減額補正並びに職員給与費に

おいては、人事異動などに伴う給与費などの減額補

正をそれぞれするものであります。 

 次に、歳出につきましては、人事異動などに伴う

総務管理費の減額補正を、保険給付費においては、

当初見込みより多く上回る執行状況にあるため、一

般分の保険給付の補正、並びに、諸支出金では療養

給付費負担金過年度分の返還に伴う補正をするもの

であります。 

 それでは、以下、議案の説明につきましては議決

項目の部分のみを説明し、予算の事項別明細書につ

きましては省略させていただきますので、御了承願

います。 

 議案第２号平成２５年度上富良野町国民健康保険

特別会計補正予算（第３号）。 

 平成２５年度上富良野町の国民健康保険特別会計

の補正予算（第３号）は、次に定めるところによ

る。 

 (歳入歳出予算の補正)。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ７７５万円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ１３億８,３４２万２,０００円とす

る。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

みを申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 ３款療養給付費交付金２４４万２,０００円の

減。 

 ８款繰入金５３０万８,０００円の減。 

 歳入合計は７７５万円の減であります。 

 ２、歳出。 

 １款総務費１０６万５,０００円の減。 

 ２款保険給付費１,１４４万６,０００円。 

 １０款諸支出金９３３万４,０００円。 

 １１款予備費２,７４６万５,０００円の減。 

 歳出合計は７７５万円の減であります。 

 以上で、議案第２号平成２５年度上富良野町国民

健康保険特別会計補正予算（第３号）の説明といた

します。御審議いただきまして議決くださいますよ

う、お願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 
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 討論を省略し、これより議案第２号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第４ 議案第３号 

○議長（西村昭教君） 日程第４ 議案第３号平成

２５年度上富良野後期高齢者医療特別会計補正予算

（第３号）を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町民生活課長。 

○町民生活課長（林 敬永君） ただいま上程いた

だきました議案第３号平成２５年度上富良野町後期

高齢者医療特別会計補正予算（第３号）につきまし

て、提案の要旨を御説明申し上げます。 

 まず、歳入につきましては、後期高齢者医療保険

基盤安定負担金が確定したこと、並びに、後期高齢

者医療広域連合事務費負担金に係る平成２４年度分

の精算及び平成２５年度分が確定したことから、繰

入金の補正をするものであります。 

 次に、歳出につきましては、歳入補正をしました

相当額について、広域連合納付金の補正をするもの

であります。 

 それでは、以下、議案の説明につきましては議決

項目の部分のみを説明し、予算の事項別明細書につ

きましては省略させていただきますので、御了承願

います。 

 議案第３号平成２５年度上富良野町後期高齢者医

療特別会計補正予算（第３号）。 

 平成２５年度上富良野町の後期高齢者医療特別会

計の補正予算（第３号）は、次に定めるところによ

る。 

 （歳入歳出予算の補正）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ１５１万９,０００円を減額し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ１億２,２２６万１,０００

円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

みを申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 ３款繰入金１５１万９,０００円の減。 

 歳入合計は１５１万９,０００円の減でありま

す。 

 ２、歳出。 

 ２款広域連合納付金１５１万９,０００円の減。 

 歳出合計は１５１万９,０００円の減でありま

す。 

 以上で、議案第３号平成２５年度上富良野町後期

高齢者医療特別会計補正予算（第３号）の説明とい

たします。御審議いただきまして議決くださいます

よう、お願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第３号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第５ 議案第４号 

○議長（西村昭教君） 日程第５ 議案第４号平成

２５年度上富良野町介護保険特別会計補正予算（第

３号）を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（石田昭彦君） ただいま上程いた

だきました議案第４号平成２５年度上富良野町介護

保険特別会計補正予算（第３号）につきまして、提

案の要旨を御説明申し上げます。 

 職員の給与費につきまして、人事異動による体制

整備と、本年１０月１日から実施しております給与

月額の減額支給に伴い、１９３万３,０００円の補

正をお願いするものでありまして、当該補正に伴

い、地域支援事業に係る人件費の負担分として、

国、道支出金及び一般繰入金等において所要額を補

正するものであります。 

 以下、議案を朗読し説明といたします。 

 議案第４号平成２５年度上富良野町介護保険特別

会計補正予算（第３号）。 

 平成２５年度上富良野町の介護保険特別会計の補

正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

１９３万３,０００円を追加し、歳入歳出予算の総
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額を歳入歳出それぞれ８億１,９２４万４,０００円

とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 議決項目であります款ごとの補正額のみ申し上げ

ます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 ３款国庫支出金７万７,０００円の減。 

 ４款道支出金３万８,０００円の減。 

 ７款繰入金２０４万８,０００円。 

 歳入合計１９３万３,０００円。 

 ２、歳出。 

 １款総務費２１２万７,０００円。 

 ３款地域支援事業費１９万４,０００円の減。 

 歳出合計１９３万３,０００円であります。 

 ２ページ目以降の事項別明細書につきましては、

既に御高覧いただいておりますことで、説明を省略

させていただきます。 

 以上、議案第４号平成２５年度上富良野町介護保

険特別会計補正予算（第３号）の説明といたしま

す。御審議いただき、御議決くださいますよう、お

願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第４号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第６ 議案第５号 

○議長（西村昭教君） 日程第６ 議案第５号平成

２５年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計

補正予算（第２号）の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 ラベンダーハイツ所長。 

○ラベンダーハイツ所長（大石輝男君） ただいま

上程いただきました議案第５号平成２５年度上富良

野町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算（第２

号）につきまして、提案の要旨を御説明申し上げま

す。 

 １点目は、ラベンダーハイツ施設整備基金からの

繰入金を財源としたトイレ洗面所改修工事等の事業

費確定による減額と、それに見合う基金繰入額を減

額しようとするものであります。 

 ２点目は、職員給与費における給料月額減額支給

措置による減額補正でございます。 

 ３点目は、これらの要因の収支差額についての予

備費での調整でございます。 

 以下、議案の説明につきましては、議決項目の部

分についてのみ説明し、予算の事項別明細書以降に

つきましては省略させていただきますので、御了承

願います。 

 議案第５号平成２５年度上富良野町ラベンダーハ

イツ事業特別会計補正予算（第２号）。 

 平成２５年度上富良野町のラベンダーハイツ事業

特別会計の補正予算（第２号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

 （歳入歳出予算の補正）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ３０万円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ３億１５９万７,０００円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

みを申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 ４款繰入金３０万円の減。 

 歳入補正額の合計は３０万円の減でございます。 

 ２、歳出。 

 １款総務費５２万９,０００円の減。 

 ３款施設整備費３１万５,０００円の減。 

 ６款予備費５４万４,０００円の増。 

 歳出補正額の合計は３０万円の減でございます。 

 これをもちまして、議案第５号平成２５年度上富

良野町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算（第

２号）の説明といたします。 

 御審議いただきまして、議決くださいますようよ

ろしくお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） ９ページ、ラベンダーハイ

ツのトイレ洗面所改修工事のところですが、予算に

対して、今回、３１万５,０００円減ということな
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のですけれども、補正予算なのですけれども、こ

こ、９月３０日に、町内調査で、ラベンダーハイツ

トイレ洗面所改修工事、私ども、見させてもらった

のですね。そのときに、たしか工事は終了していた

かと思いますけれども、壁紙がもう剝がれていたの

ですね。私は何で、これ、直したはずなのにと思い

まして、何か、ざっとした直し方だなと思ってし

まったのですけれども、その後きちんと、業者に対

して、きちんと仕上がりになったのでしょうか、

ちょっとお尋ねしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） ラベンダーハイツ所長、答

弁。 

○ラベンダーハイツ所長（大石輝男君） ３番村上

議員の御質問にお答えいたします。 

 議員御指摘の部分につきましては、業者のほうと

連絡をとって、今、現在進めるようにお話をしてお

りまして、全体の中で、そういう箇所がありました

ら、改修するように要請をしているところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） ここは古い施設でして、こ

れからも改修とかあると思うのですけれども、職員

の方も、やっぱり現場、やっている業者が入ってい

るときですね、どういう仕上がりになっていくのか

とか、そういうことをきちんとしていただきたいな

と思うのですよね。私たち視察に行ったときに、

あっと、あれ、直したのかなと、私、思ってしまっ

たのですね。だから、そういうことで、ひとつ、業

者が改修に入りましたら、よく点検して、どのよう

な仕上がりになっているのかとかというのを、十

分、今後、気をつけていただきたいと思います。よ

ろしくお願いいたしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 答弁はよろしいですね。 

 ほかにございませんか。 

 ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） ９ページにかかわって、施

設整備の基金、恐らく残高が当然減る傾向にあるか

というふうに思いますが、今後、こういった施設整

備にかかわって、一定部分の残高を積み立てるとい

うことが求められてきているのかなというふうに思

いますが、それにしても、収支がバランスがとれな

いと、積み戻しもできないという状況にあるかと思

いますけれども、健全財政という形の中で、当然、

施設整備ですから、一般会計からの繰り入れも伴わ

なければならないというふうに思いますが、基金残

高の積み戻し等の件について、大体、多くあればい

いのでしょうけれども、普通、この間見てきました

ら、３,０００万円とか２,０００万円とか、いろい

ろ、その年によって変動はあるかと思いますが、ど

の程度あったら、大体、施設整備にかかわって維持

できるのか、お伺いしておきたいと思います。 

 もう１点は、この職員にかかわってであります

が、今１５名の職員がいるというふうに表示されて

おります。来年度は、給食にかかわる職員が減って

しまうというような話も聞かれております。今後、

町では民間の譲渡も計画する中で、一定職員の維持

体制をとらなければ、やはりこの運営もできないと

いうふうに思いますので、今後、その体制、給食部

分については、これ、資料見ましたら、採用は不補

充にするという形で民間に渡すという形の話が出て

おりますが、この部分について、一体どういうよう

な方向性で進もうとしているかも、あわせてお伺い

しておきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） ラベンダーハイツ所長、答

弁。 

○ラベンダーハイツ所長（大石輝男君） ４番米沢

議員の御質問にお答えいたします。 

 施設整備費につきましては、現在、特養の更新の

整備更新事業ということで、平成２６年度以降、そ

れぞれ、現在、計画をしているところでございま

す。施設運営する中で、実際に修繕とか必要な部分

については修繕をしてまいりますし、また、メンテ

ナンス等で対応できるものについては対応してまい

りたいと考えております。その中で、実際に、例え

ば故障して、ふぐあいが出て使えないというような

ことになりました場合におきましては、現時点での

基金の積み立ての部分と、それから、全体の収支を

勘案しまして、足りない部分については出てくる可

能性もないわけではございません。その点につきま

しては、また町のほうと調整しながら、今後の推移

を見て進めてまいりたいと考えておりますので、御

理解を賜りたいと思います。 

 ２点目の、給食の委託の関係でございますけれど

も、これにつきましては、現在、正職員１名と臨時

職員７名ということで、８名体制で行っておりま

す。その正職員の１名の方が今年度末をもって退職

ということで、その方の処遇の問題もあったのです

けれども、実際、その後、調整している中では、御

本人との調整の中でとどまっていただけることが

ちょっと難しい状況でございますので、現在、その

ことも踏まえまして、これからの給食体制の執行に

おきまして、体制的なものがとれない部分等、調整

いたしまして、現在、給食の委託について、研究、

検討を進めているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 施設整備については、当



― 52 ― 

然、いろいろな不確定な要素もありますし、計画的

に、資料もいただきましたので、年度ごとの修繕計

画も立てられております。また、それにかかわって

は、一般財源からの繰り入れも当然必要な部分もあ

りますので、そういったものも含めて、ぜひ対応を

していただきたいというふうに思います。 

 この給食部門についてでありますけれども、やは

り、入所されている方の安定的な食材を提供すると

いうことで、人員の確保というのは非常に重要だと

いうふうに考えております。これを読んでみます

と、いわゆる一方的な理解で、人員のそういった補

充ができないということで、退職されるということ

で、何回公募しても、応募しても、なかなか該当す

る方が見えられないということで、それで体制がと

れないから民間に委託する体制をとりたいというふ

うに書かれているのですけれども、それは町の一方

的な解釈であって、やっぱりきちんと正職員で対応

して、公募をするだとか何とかすれば、絶対来るは

ずなのですよ。その努力がない中で民間に委託する

というような話は、全くもっておかしな話であっ

て、この点は、町長、来年度から実施されるという

計画で出されていると思うのですが、こういう大事

な話は議員協議会でも出てこなかったので、ここで

ちょっと話を、来年度のまた予算もありますけれど

も、この予算にかかわってお伺いしたいと思います

けれども、来年度から実施されるということなので

すか。もう正職員は公募しないということなのか、

どうなのですか、そこら辺をお伺いいたします。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（田中利幸君） ４番米沢議員の御質問

に、私のほうからお答えをさせていただきます。 

 まず、概要につきましては、今、大石所長のほう

から申し上げたとおりでありますが、来年度以降の

運営にかかわりましては、予算の、今、最中でござ

いますので、まだ確定的な話にはなりませんが、ま

ず１点、給食業務にかかわっての正規職員の配置を

する考えについて述べさせていただきたいと思いま

すが、今、現在は１名の職員をもって、あと、臨時

さん、七、八名の登録をもって、非常に不規則な勤

務状況、時間の状況もありますので、そういう体制

で今実施をしておりますが、ただ、職員が１名退職

されますと、それらを運営するには、なかなか難し

いという状況もあります。また、一方、あそこの福

祉施設で給食を直接提供する必要がありますが、何

か不測の事態が起きたときには、なかなか、直営で

やっていることについては危険もはらんでいるとい

うことも検証したところでありますので、今、町長

のほうからもありましたように、第三者に委託をし

て、それが安定的に給食運営ができるのであれば、

そこも検討、研究をしていこうという段階でありま

す。したがいまして、給食業務を担う正規職員につ

いては、経営上の問題もありますから、今のとこ

ろ、正規職員を配置する考えは、給食業務について

の考えは、今のところ持っておりませんというよう

な段階でございます。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） この文書を、報告書を見ま

すと、いわゆる正職員がいなくなって、管理、指導

できる人がいなくなるからできないのだということ

です。もう一つは、食についても、万が一、食中毒

等が起きた場合は、そういったことが起きたとき

に、現在の体制では問題が起きるから民間のほうが

いいのだというのですけれども、これは本当に自分

たちの勝手な解釈で、やろうと思っていれば現行の

体制でも十分できるのですよ。そういう体制をとる

かとらないかだけであって、民間にしたからそれが

スムーズにいくという話の問題ではなく、やるかや

らないか、ここだけだと思うのですね。ですから、

私は、今回こういう文書を出されたこと自体が本末

転倒で、もう一度見直しする必要があるというふう

に思いますが、この点、今回はこの点でとめておき

ますけれども、そういう体制はしかないということ

ですね、そうしたら。お伺いいたします。僕は従来

の体制で、きちんと正職員を配置して実施すべきだ

ということだと思いますが、この点お伺いいたしま

す。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（田中利幸君） ４番米沢議員の御質問

に、私のほうからお答えをさせていただきます。 

 法的なくくりを、まず、お話をさせていただきた

いと思いますが、いわゆる社会福祉事業法に位置づ

けられる福祉施設、福祉施設もいろいろあります

が、例えば保育所のように、外部からの給食を運び

込むことを法的に許している施設と、一方、ラベン

ダーハイツのように、外部から運び込むことはない

と、施設内で給食業務をしっかりつくって提供しな

さいというような施設に分かれるところでありま

す。ラベンダーハイツについては、御案内のよう

に、刻み食もありますし、一般食もありますし、ま

た、一部、糖尿病のような栄養的に配慮をするよう

な食事を提供する場合ももちろんございます。これ

らを臨時の職員だけで全て担えるかといいますと、

かなり困難であるというふうに理解をしているとこ

ろであります。また、一方、病院もそうですが、給

食業務を専門にしている事業者がおりますので、そ

ういう方々に委託をする可能性がないものか、ま

た、それらが安定的に運営できることであれば、も

ちろん費用対効果もありますが、そういうものを調
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査、研究をしていこうと、それで、今、予算の最中

でありますので、そういうことも含めて検証する必

要があるだろうというような、今、段階であること

を御理解をいただきたいというふうに思うところで

あります。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第５号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第７ 議案第６号 

○議長（西村昭教君） 日程第７ 議案第６号平成

２５年度上富良野町公共下水道事業特別会計補正予

算（第３号）を議題といたたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 建設水道課長。 

○建設水道課長（北向一博君） ただいま上程いた

だきました議案第６号平成２５年度上富良野町公共

下水道事業特別会計補正予算（第３号）の補正の要

旨について御説明申し上げます。 

 歳入では、歳出の管理費が、工事費の変動を要因

とした一般会計繰入金の増と工事費財源として下水

道事業債の増、また、歳出側では一般管理費におい

て、国の要請による職員給与費の減と浄化センター

等管理費及び公設枡設置工事費の執行状況と今後の

需要額に見合わせた各費目の増減精査の結果、所要

の補正を行うものです。 

 以下、議案を朗読し、説明とさせていただきま

す。 

 議案第６号平成２５年度上富良野町公共下水道事

業特別会計補正予算（第３号）。 

 平成２５年度上富良野町の公共下水道事業特別会

計の補正予算（第３号）は、次に定めるところによ

る。 

 （歳入歳出予算の補正）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

２１９万９,０００円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ４億１,２６７万８,０００円

とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （地方債の補正）。 

 第２条、地方債の変更は、「第２表 地方債補

正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 以下、款別の補正額のみを申し上げます。 

 １、歳入。 

 ４款繰入金８９万９,０００円。 

 ７款町債１３０万円。 

 歳入合計では２１９万９,０００円となっており

ます。 

 ２、歳出。 

 １款下水道事業費２８５万８,０００円。 

 ２款公債費６５万９,０００円の減。 

 歳出合計では２１９万９,０００円となっており

ます。 

 ２ページへ参ります。 

 第２表、地方債補正。 

 （１）変更。 

 ここでは、公共下水道事業一般分の限度額を１３

０万円増じて３,５９０万円とするものです。 

 以降、事項別明細につきましては、御高覧を賜り

ます。 

 以上、議決項目についてのみ御説明申し上げまし

た。御審議いただきまして、議決賜りますようお願

い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第６号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第８ 議案第７号 

○議長（西村昭教君） 日程第８ 議案第７号平成

２５年度上富良野町水道事業会計補正予算（第１

号）の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 建設水道課長。 

○建設水道課長（北向一博君） ただいま上程いた

だきました議案第７号平成２５年度上富良野町水道

事業会計補正予算（第１号）の補正の要旨につきま
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して御説明を申し上げます。 

 歳出におきまして、国の要請に応じました給与縮

減によって職員給与費１３万７,０００円を減額

し、同額を予備費に充てる内容となっており、総予

算額の増減については伴わない内容となっておりま

す。 

 以下、議案の朗読をもって説明といたします。 

 議案第７号平成２５年度上富良野町水道事業会計

補正予算（第１号）。 

 （総則）。 

 第１条、平成２５年度上富良野町の水道事業会計

の補正予算（第１号）は、次に定めるところによ

る。 

 （収益的収入及び支出）。 

 第２条、予算第３条に定めた収益的収入及び支出

の予定額を次のとおり補正する。 

 支出。 

 第１款水道事業費用の第１項につきまして、１３

万７,０００円を減ずるものとなっております。 

 同じく第１款第４項予備費につきまして、１３万

７,０００円を増ずる内容となっております。 

 （議会の議決を経なければ流用することのできな

い経費）。 

 第３条、予算第５条に定めた経費の金額を次のよ

うに改める。 

 （１）職員給与費１３万７,０００円を減じ２,９

６９万１,０００円とするものとなっております。 

 以降につきましては、先に御高覧いただいている

ものとして割愛させていただきます。 

 以上で、補正予算の説明といたします。御審議い

ただきまして、議決賜りますようお願い申し上げま

す。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第７号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第９ 議案第８号 

○議長（西村昭教君） 日程第９ 議案第８号平成

２５年度上富良野町病院事業会計補正予算（第１

号）の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町立病院事務長。 

○町立病院事務長（山川 護君） ただいま上程い

ただきました議案第８号平成２５年度上富良野町病

院事業会計補正予算（第１号）につきまして、初め

に提案の要旨を御説明申し上げます。 

 今回の補正予算につきましては、二つの要素で構

成されておりまして、１点目は給与費の減額でござ

います。給与月額の減額支給措置と人事異動に伴い

ます会計間の移動により、収益的支出の医業費用と

老人保健施設事業費用の給与費からそれぞれの所要

額を減額するもので、減額総額は１４１万円であ

り、減額する全額を予備費に計上し、今後に備えよ

うとするものであります。 

 ２点目は、御寄附を１０件、５３万円いただいて

おりますので、寄附者の御趣意に沿いまして、備品

の購入費用として予算措置するものであります。 

 以下、議案を朗読し、説明とさせていただきま

す。 

 議案第８号平成２５年度上富良野町病院事業会計

補正予算（第１号）。 

 （総則）。 

 第１条、平成２５年度上富良野町の病院事業会計

の補正予算（第１号）は、次に定めるところによ

る。 

（収益的収入及び支出）。 

 第２条、予算第３条に定めた収益的収入及び支出

の予定額を次のとおり補正する。 

 以下、補正予定額のみ申し上げます。 

 支出。 

 第１款病院事業費用、補正予定額ゼロ円。 

 第１項医業費用１１７万２,０００円の減。 

 第３項老人保健施設事業費用２３万８,０００円

の減。 

 第５項予備費１４１万円。 

 （資本的収入及び支出）。 

 第３条、予算第４条に定めた資本的収入及び支出

の予定額を次のとおり補正する。 

 収入。 

 第１款資本的収入、補正予定額５３万円。 

 第３項寄附金５３万円。 

 支出。 

 第１款資本的支出５３万円。 

 第２項建設改良費５３万円。 

 （議会の議決を経なければ流用のできない経

費）。 

 第４条、予算第７条に定めた経費の金額を次のよ

うに改める。 
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 １、職員給与費、補正予定額１４１万円の減。 

 なお、１ページ以降につきましては御高覧いただ

いているものとして、御説明を省略させていただき

ます。 

 以上で、議案第８号平成２５年度上富良野町病院

事業会計補正予算（第１号）の説明といたします。

御審議いただき、議決賜りますようよろしくお願い

申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第８号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１０ 議案第９号 

○議長（西村昭教君） 日程第１０ 議案第９号使

用料等の額を見直すための関係条例の整備に関する

条例の件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（北川和宏君） ただいま上程いただき

ました議案第９号使用料等の額を見直すための関係

条例の整備に関する条例につきまして、提案の要旨

を御説明申し上げます。 

 社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜本的

な改革を行うための消費税法の一部を改正する等の

法律の公布により、平成２６年４月１日から消費税

率が８％に改正されることに伴い、関係する条例１

３件について、条例に規定されている使用料等の額

を見直し、それぞれの条例の改正を行うものであり

ます。 

 以下、議案を朗読し、御説明申し上げます。 

 議案第９号使用料等の額を見直すための関係条例

の整備に関する条例。 

 使用料等の額を見直すための関係条例の整備に関

する条例を次のように定める。 

 以下につきましては、条例の朗読を省略させてい

ただき、条を追って、その主な改正点のみの説明と

させていただきますので、御了承願いたいと思いま

す。 

 第１条は、上富良野町行政財産の目的外使用に関

する使用料徴収条例の一部改正で、条例第２条に規

定する行政財産の目的外使用に係る使用料の消費税

の率を１００分の１０５から１００分の１０８に改

めるものであります。 

 第２条は、上富良野町手数料条例の一部改正で、

条例別表、上富良野町立病院一部負担金使用料及び

手数料条例の規定に基づく文書料及び検死料に規定

する手数料の額のうち、消費税率に相当する額を５

％から８％に見直しした額に改めるものでありま

す。 

 ２ページをお開き願います。 

 第３条は、上富良野町コミュニティ広場の設置及

び管理に関する条例の一部改正で、条例別表に規定

する使用料の額の消費税相当分を見直した額に改め

るものであります。また、１カ月以上または１カ月

未満による使用料によって課税及び非課税に区分さ

れるため、区分により使用料の単価を設定するもの

であります。 

 ３ページをごらん願います。 

 第４条は、上富良野町廃棄物の処理及び清掃に関

する条例の一部改正で、条例第１３条第３項に規定

する証紙の売りさばき手数料の消費税の率を、１０

０分の１０５から１００分の１０８に改めるもので

あります。 

 第５条は、上富良野町建設機械使用条例の一部改

正で、条例別表に規定する機種別の使用料の額の消

費税相当分を見直した額に改めるものであります。 

 第６条は、上富良野町道路占用料徴収条例の一部

改正で、条例別表に規定する占用料の額の消費税相

当分を見直しした額に改めるものであります。ま

た、１カ月以上または１カ月未満による占用によっ

て課税及び非課税に区分されるため、区分による占

用料の単価を設定するものであります。 

 ７ページをお開き願います。 

 第７条は、上富良野町都市公園条例の一部改正

で、条例別表（２）、（３）、（４）及び（５）に

規定する公園使用料の額の消費税相当分を見直しし

た額に改めるものであります。また、１カ月以上ま

たは１カ月未満による公園の使用によって課税及び

非課税に区分されるため、区分により公園使用料の

単価を設定するものであります。 

 １０ページをお開き願います。 

 第８条は、上富良野町自転車駐車場条例の一部改

正で、条例別表に規定する使用料の額の消費税相当

分を見直しした額に改めるものであります。また、

１カ月以上または１カ月未満による駐車料の使用に

よって課税及び非課税に区分されるため、区分によ

り使用料の単価を設定するものであります。 

 第９条は、上富良野町水道事業給水条例の一部改
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正で、条例別表に規定する水道料金のうち、内税と

している基本料金及び超過料金の単価を８％に見直

しした額に改めるものであります。 

 １１ページをごらん願います。 

 第１０条は、上富良野町公共下水道に関する条例

の一部改正で、条例別表に規定する下水道使用料の

うち、内税としている基本料金及び超過料金の単価

を８％に見直した額に改めるものであります。 

 第１１条は、上富良野町簡易水道等施設給水条例

の一部改正で、条例別表に規定する水道料金のう

ち、内税としている基本料金及び超過料金の単価を

８％に見直した額に改めるものであります。 

 １２ページをお開き願います。 

 第１２条は、上富良野町十勝岳翁地区飲料水供給

施設条例の一部改正で、条例第１０条に規定する料

金のうち、内税としている料金の単価を８％に見直

した額に改めるものであります。 

 第１３条は、上富良野町立病院一部負担金使用料

及び手数料条例の一部改正で、条例第３条第４項に

規定する病衣使用料及び同条第５項に規定する自動

車使用料の単価について、消費税率に相当する額を

５％から８％に見直した額に改めるものでありま

す。 

 附則。 

 第１条は、施行期日を平成２６年４月１日からと

するものであります。 

 第２条は、上富良野町水道事業給水条例の一部改

正に伴う新旧税率の適用における経過措置を規定し

ているものであります。 

 第３条は、上富良野町公共下水道に関する条例の

一部改正に伴う新旧税率の適用における経過措置を

規定しているものであります。 

 １３ページをごらん願います。 

 第４条は、上富良野町簡易水道等施設給水条例の

一部改正に伴う新旧税率の適用における経過措置を

規定しているものであります。 

 第５条は、上富良野町十勝岳翁地区飲料水供給施

設条例の一部改正に伴う新旧税率の適用における経

過措置を規定しているものであります。 

 以上で、議案第９号使用料等の額を見直すための

関係条例の整備に関する条例の説明といたします。

御審議いただきまして、議決くださいますようお願

い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 何点か質問させていただき

ます。非常に、この消費税は、住民にとっても地方

自治体にとっても、持ち出し等がふえるということ

で、厄介な増税だというふうに思います。国のほう

は、８％に上げることによって、８兆円で、そのう

ち６兆円は公共投資等に充てるという形の中で、福

祉にはなかなか回らないというのが状況だと思いま

す。 

 それで、影響額としてお伺いしたいのは、この使

用料等における消費税分を上乗せすることによっ

て、どのぐらいの使用料手数料が上乗せになるの

か、現時点で、はっきりわからない部分はあると思

いますが、予想でよろしいですが、お伺いいたしま

す。 

 もう一つは、関連、あわせてお伺いしたいのは、

これに伴って、当然、企業会計等にもわたる部分か

というふうに思いますが、一般会計も含めた企業会

計それぞれ、支出、収入と合わせて、どのぐらいの

町の負担増になるのか、こういった部分もわかれ

ば、あわせてお伺いしておきたいというふうに思い

ます。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川和宏君） ４番米沢議員の消費税

にかかわります当町の使用料の増分、それから、支

出にかかわっての影響分についての御質問にお答え

したいと思いますが、具体的にまだ試算はしており

ませんので、歳入にかかわる部分については計算し

ておりませんので、御理解を賜りたいと思います。 

 また、歳出につきましては、今、予算編成中であ

りまして、その部分につきましては、一般会計の部

分では、その影響額が６,０００万円ということ

で、概々算で算定しておりまして予算編成に取り組

んでいるところでありますので、御理解を賜りたい

と思います。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） ということで、結構持ち出

しもふえるというふうに思います。これにかかわっ

て、やはり税収がどう変化するのかということも当

然出てくるのだろうというふうに思います。消費

税、消費する自治体が多ければ、その分、地方に、

その１.何％だったかと思いますが、入る部分がふ

えますけれども、この地方にいたっては、なかな

か、その消費の部分がどういうふうに変化するかわ

かりませんが、総体的で来る話でありますけれど

も、そういった部分の、いわゆる税収がふえれば交

付税が減るという仕組みになると思いますが、地方

自治体の場合は、どういうふうな変化が起きるとい

うふうに予想されているのか、大変申しわけないの

ですが、予想の部分で言えば、税収の確保とあわせ

て非常に大事な問題だと思いますのでお伺いいたし
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ます。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（田中利幸君） ４番米沢議員の御質問

に、私のほうからお答えをさせていただきます。 

 まず、御案内のように、来年４月からの税率が８

％になった場合の想定ですが、現在のところ、ルー

ルどおりでいきますと、地方部分に、我が上富良野

においては、消費税還付交付金の増額が恐らく８,

０００万円程度プラスになるのではないかと。これ

も、６,０００万円から８,０００万円という見込み

ですが、一方、これを、まだ、全てルールを見えて

いるわけではないのですが、プラス要因の６,００

０万円から８,０００万円がそのまま置かれるとい

うふうには、実は思っておりませんで、今のところ

描いている姿は、このプラス分が、場合によったら

地方交付税もしくは補助金、交付金、これらにマイ

ナス要素として働くのだろうというふうに実は想定

をしておりまして、２６年度の、今、各課に指示を

しておりますのは、予算配分をしておりますが、差

し引き、恐らく、ちょんになるようなイメージで来

年度の予算額を想定したところであります。もちろ

ん、まだ全て決まっているわけではありませんが、

念のため、そういう保険を掛けながら、今、予算の

総額をイメージしたところであります。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 質疑ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第９号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 昼食休憩といたします。 

────────────────── 

午前１１時５７分 休憩 

午後 １時４８分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） ただいまより、午前中に引

き続き、会議を再開いたしたいと思います。 

 第１０号議案に入る前に、午前中、中村議員のほ

うから質問のありました件について答弁漏れがあり

ましたので、答弁いたさせます。 

 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川和宏君） ７番中村議員の予約型

乗合タクシーに係る２４年度の上期の利用人数の誤

差についての御質問でありますが、ことし３月の予

算特別委員会におきまして提出いたしました資料の

数字との誤差だと思いますが、それにつきまして

は、特別委員会に提出いたしました資料につきまし

ては、年度途中の集計状況ということでお示しをし

たところでありまして、２４年度決算時におきまし

て、集計の折、利用人数の入力誤りを発見したこと

から修正をさせていただいたものでありますので、

それぞれの３月時点での数字の、３人の増減後の数

字が正しい数字でありますので、御理解を賜りたい

と思います。 

 以上です。 

────────────────── 

◎日程第１１ 議案第１０号 

○議長（西村昭教君） それでは、日程第１１ 議

案第１０号上富良野町職員の給与に関する条例の一

部を改正する条例の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（北川和宏君） ただいま上程いただき

ました議案第１０号上富良野町職員の給与に関する

条例の一部を改正する条例につきまして、提案の要

旨を御説明申し上げます。 

 平成２４年人事院勧告により、国においては世代

間の給与配分を適正にする観点から、５０歳代後半

層における給与水準の上昇を抑制することを目的と

して、昇給昇格制度を改正し、平成２６年１月１日

から施行されることから、当町におきましても必要

な措置を講ずるため条例を改正するものでありま

す。 

 条例の一部改正の、主な改正点を御説明申し上げ

ます。 

 まず１点目は、昇給昇格制度の改正でありまし

て、５５歳を超える職員については、標準の成績で

は昇格しないこととするものであります。 

 ２点目は、５５歳以上の６級職員の減額措置の見

直しでありまして、平成２２年の人事院勧告によ

り、平成２２年１２月１日から施行し、当分の間、

５５歳を超える６級職員の給料月額、期末勤勉手当

の１.５％の減額措置することについて、試行から

３年を経過し、さきの昇給昇格制度の改正によりま

して、さらに職務職階制に不均衡を生ずることか

ら、平成２５年１２月３１日をもって終了しようと

するものであります。 

 以下、議案を朗読し、御説明申し上げます。 

 議案第１０号上富良野町職員の給与に関する条例

の一部を改正する条例。 

 上富良野町職員の給与に関する条例（昭和３５年

上富良野町条例第１６号）の一部を次のように改正
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する。 

 第４条第５項を次のように改める。 

 ５、５５歳を超える職員の第３項の規定による昇

給は、同項に規定する期間におけるその者の勤務成

績が極めて良好である場合または特に良好である場

合に行うものとし、昇給させる場合の昇給の号俸数

は、勤務成績に応じて規則に定める基準によるもの

とする。 

 附則第３項中、「当分の間」を「平成２２年１２

月１日から平成２５年１２月３１日までの間」に改

める。 

 附則。 

 この条例は、平成２６年１月１日から施行する。 

 以上で、議案第１０号上富良野町職員の給与に関

する条例の一部を改正する条例の説明といたしま

す。御審議いただきまして、議決くださいますよう

お願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第１０号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１２ 議案第１１号 

○議長（西村昭教君） 日程第１２ 議案第１１号

上富良野町在宅福祉事業に関する条例の一部を改正

する条例の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（石田昭彦君） ただいま上程いた

だきました議案第１１号上富良野町在宅福祉事業に

関する条例の一部を改正する条例につきまして、提

案の要旨を御説明申し上げます。 

 この条例に基づく在宅福祉事業は、介護保険制度

の横出しサービスのメニューとして、介護認定者を

含め、一定程度、日常生活に支障を来す高齢者や障

がい者等の在宅を支えるため、在宅保険制度スター

ト以前から実施しておりました高齢者地域ケアモデ

ル事業のサービスメニューを継承する形で、町独自

の仕組みとして制度化したものであります。平成１

８年、介護予防に主眼を置いた介護保険法の改正が

行われ、地域支援事業が創設されたことから、本町

におきましては、当該条例に規定する生活管理指導

員派遣サービス等のサービスメニューを、介護保険

法に基づく地域支援事業として実施する事業である

旨の当該条例を改正し、今日まで事業の推進をして

きたところでありますが、介護保険制度に基づく事

業と町独自の事業について、根拠となる法令等を明

確に整理するため、このたび、上富良野町地域支援

事業実施規則を施行したところであります。このこ

とから、当該条例に規定していたものから、地域支

援事業実施規則に移行した事業について、当該条例

から削除する改正をするものであります。 

 以下、議案を朗読し、説明といたします。 

 議案第１１号上富良野町在宅福祉事業に関する条

例の一部を改正する条例。 

 上富良野町在宅福祉事業に関する条例。 

 平成１２年上富良野町条例第１４号の一部を次の

ように改正する。 

 第２条中第２号を削り第３号を第２号とし、第４

号を第３号とする。 

 第３条中第１号から第３号及び第１１号を削り、

第４号を第１号とし、第５号から第１０号までを３

号ずつ繰り上げる。 

 別表１中、生活管理指導員派遣サービスの項、生

きがい活動支援通所サービスの項、生活管理指導短

期宿泊サービスの項及びその他在宅福祉サービスの

項を削る。 

 附則。 

 この条例は公布の日から施行する。 

 以上、議案第１１号上富良野町在宅福祉事業に関

する条例の一部を改正する条例の説明といたしま

す。御審議いただき、御議決くださいますようお願

い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第１１号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１３ 議案第１２号 

○議長（西村昭教君） 日程第１３ 議案第１２号
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上富良野町立学校設置条例の一部を改正する条例の

件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 教育振興課長。 

○教育振興課長（野﨑孝信君） ただいま上程いた

だきました議案第１２号、このことについて提案要

旨を御説明申し上げます。 

 町立東中中学校は、昭和２２年に開校し、継続し

てまいりましたが、最近の生徒の減少から、来年３

月をもって閉校の予定でありますことから、本条例

の一部を改正するものであります。 

 以下、議案を朗読し、説明とさせていただきま

す。 

 議案第１２号上富良野町立学校設置条例の一部を

改正する条例。 

 上富良野町立学校設置条例（昭和４０年上富良野

町条例第３３号）の一部を次のように改正する。 

 別表第２中、上富良野町立東中中学校の項を削

る。 

 附則。 

 この条例は平成２６年４月１日から施行する。 

 以上、御審議いただきまして、御議決賜りますよ

うお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第１２号を起立によ

り採決いたします。 

 本件は、地方自治法第２４４条の２第２項の規定

に基づき、出席議員の３分の２以上の同意を必要と

いたします。出席議員は、ただいま１４名でありま

す。その３分の２は１０名であります。 

 本件を、原案のとおり決することに賛成の諸君の

起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（西村昭教君） 起立３分の２以上でありま

す。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１４ 議案第１３号 

○議長（西村昭教君） 日程第１４ 議案第１３号

防災用自家発電設備整備工事請負契約締結の件を議

題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 建設水道課長。 

○建設水道課長（北向一博君） ただいま上程いた

だきました議案第１３号防災用自家発電設備整備工

事請負契約締結の件につきまして、提案内容の御説

明を申し上げます。 

 本工事は、災害発生時の対策事務所や避難施設と

なる役場庁舎、保健福祉総合センター、公民館及び

西小学校の４施設について、災害時に応急電源を供

給するための防災用自家発電設備を整備するもの

で、去る１１月１２日に、郵送による事後審査型一

般競争入札により執行する旨を公示し、１２月３

日、開札したものです。 

 参加資格を、上富良野町に入札参加資格があり、

上川総合振興局管内に本店がある電気工事の経営事

項審査結果通知書、総合評定点８００点以上とした

もので、期限の１２月２日午後５時までに４業者か

らの応募があったところです。開札の結果、旭川市

に本店を置く藤川電設工業株式会社が８,５００万

円の最低価格であったため、応募に際して提出され

た書類により審査したところ、適格であったことか

ら落札者として決定し、消費税を加算いたしまし

て、本議案の９,１８０万円になっております。な

お、２番札は大東電気工業株式会社の８,８４０万

円でございました。 

 以下、議案を朗読し、提案といたします。 

 議案第１３号防災用自家発電設備整備工事請負契

約締結の件。 

 防災用自家発電設備整備工事の請負契約を次によ

り締結するため、議会の議決に付すべき契約及び財

産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により

議会の議決を求める。 

 記。 

 １、契約の目的、防災用自家発電設備整備工事。 

 ２、契約の方法、一般競争入札による。 

 ３、契約の金額、９,１８０万円。 

 ４、契約の相手方、旭川市東７条１０丁目２番２

０号、藤川電設工業株式会社代表取締役藤川勝正。 

 ５、工期、契約の日から平成２６年７月３１日。 

 以上でございます。御審議賜りまして、議決くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第１３号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１５ 議案第１４号 

○議長（西村昭教君） 日程第１５ 議案第１４号

財産取得の件（庁舎電話交換機等設備更新）を議題

といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（北川和宏君） ただいま上程いただき

ました議案第１４号財産取得の件（庁舎電話交換機

等設備更新）につきまして、提案の要旨を説明申し

上げます。 

 現在の庁舎電話交換機等設備は、平成１１年１０

月に更新し稼働しておりますが、更新後１４年を経

過し、設備が老朽化してきていること、及び、本年

１１月から光通信回線が供用開始されたことによ

り、通信料の軽減が図られることから、設備の更新

を行うものであります。 

 本件の取得いたします庁舎電話交換機等設備は、

上富良野町への譲渡を前提として、北海道市町村備

荒資金組合と東日本電信電話株式会社北海道支店に

おいて、８２９万５,０００円の売買契約に関する

仮契約の締結がなされております。この財産につき

ましては、北海道市町村備荒資金組合から上富良野

町へ譲渡を受けるため、財産取得の議決を求めるも

のであります。なお、譲渡代金の支払いにつきまし

ては、取得価格に年０.５％の利息をつけまして、

本年度から平成２９年度までの５年間で支払いをす

るものであります。また、本年３月の第１回町議会

定例会におきまして、債務負担行為の議決をいただ

いているところでございます。 

 以下、議案を朗読し、御説明申し上げます。 

 議案第１４号財産取得の件。 

 庁舎電話交換機等設備を次により取得するため、

議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分

に関する条例第３条の規定により、議会の議決を求

める。 

 記。 

 １、取得の目的、庁舎電話交換機等設備。 

 ２、取得の方法、北海道市町村備荒資金組合から

の譲渡。 

 ３、取得金額、８２９万５,０００円。 

 ４、取得の相手方、札幌市中央区北４条西６丁目

北海道自治会館内、北海道市町村備荒資金組合組合

長寺島光一郎。 

 ５、納期、平成２６年２月２８日。 

 以上で、議案第１４号財産取得の件の説明といた

します。御審議いただきまして、議決くださいます

ようお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第１４号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１６ 認定第１号 

◎日程第１７ 認定第２号 

○議長（西村昭教君） 日程第１６ 認定第１号平

成２５年第３回定例会で付託されました議案第９号

平成２４年度上富良野町各会計歳入歳出決算認定の

件、日程第１７ 認定第２号平成２５年第３回定例

会で付託されました議案第８号平成２４年度上富良

野町企業会計決算認定の件を一括して議題といたし

ます。 

 本件に関し、決算特別委員長の報告を求めます。 

 決算特別委員長、長谷川徳行君。 

○決算特別委員長（長谷川徳行君） ただいま上程

されました認定第１号、認定第２号を朗読をもって

説明にかえさせていただきます。 

 決算特別委員会審査報告書。 

 平成２５年第３回定例会において本委員会に付託

された下記案件を審査した結果、次の意見を付し認

定すべきものと決定したので、会議規則第７７条の

規定により報告する。 

 記。 

 付託事件名。 

 議案第９号平成２４年度上富良野町各会計歳入歳

出決算認定の件及び議案第８号平成２４年度上富良

野町企業会計決算認定の件。 

 １、審査の経過。 

 本委員会は、平成２５年１０月２日、３日、４日

の３日間開催し、正副委員長を選出後、委員会を公

開とし、直ちに２分科会による書類審査を行い、全

体による質疑応答を行った上、各分科会から審査意

見を求め、これをもとに全体で審査意見書を作成

し、理事者の所信をただし表決をした。 

 ２、決定。 

 慎重に審査した結果、本決算は、次の意見を付

し、原案のとおり認定するものとした。特に委員会
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で発言された質問並びに別記「平成２５年度（平成

２４年度会計分）上富良野町決算特別委員会審査意

見書」については、今後の予算編成と町政運営に反

映されたい。また、監査委員の審査意見は、いずれ

も的確な判断によるものと認められ、指摘事項につ

いては早急に改善または対応し、予算執行に当たら

れたい。 

 なお、平成２５年度（平成２４年度会計分）上富

良野町決算特別委員会審査意見は御高覧をいただい

たものとし、省略させていただきます。 

 御審議をいただき、認定くださいますようお願い

申し上げます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、決算特別委

員長の報告を終わります。 

 これより、採決を行います。 

 最初に、認定第１号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第９号平成２４年度上富良野町各会計歳入歳

出決算認定の件に対する委員長の報告は、意見を付

し認定すべきとするものであります。 

 本決算は、委員長の報告のとおり認定することに

御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、委員長の報告のとおり、認定す

ることに決しました。 

 次に、認定第２号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第８号平成２４年度上富良野町企業会計決算

認定の件に対する委員長の報告は、認定すべきとす

るものであります。 

 本決算は、委員長の報告のとおり認定することに

御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、委員長の報告のとおり認定する

ことに決しました。 

────────────────── 

◎日程第１８ 発議案第１号 

○議長（西村昭教君） 日程第１８ 発議案第１号 

日本型直接支払制度の創設及び経営所得安定対策等

の見直しに関する意見の件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 １２番、岡本康裕君。 

○１２番（岡本康裕君） ただいま上程されました

日程第１８ 発議案第１号日本型直接支払制度の創

設及び経営所得安定対策等の見直しに関する意見の

件について、内容を朗読し、説明といたします。 

 上記議案を別記のとおり、会議規則第１４条第２

項の規定により提出いたします。 

 平成２５年１２月１０日提出。 

 上富良野町議会議長西村昭教様。 

 提出者、上富良野町議会議員岡本康裕。 

 賛成者、上富良野町議会議員金子益三。 

 裏面をごらんください。 

 日本型直接支払制度の創設及び経営所得安定対策

等の見直しに関する意見書。 

 今回、政府が示した農政改革において、農業、農

村が果たしている多面的機能に関する支払い制度が

創設されたことは、環境保全や地域政策を重視する

世界的な農政の潮流に即したものです。しかし、地

域共同活動の交付要件、地方自治体の財政負担、都

府県に比べて低い北海道の交付単価などの課題も残

されており、来年の通常国会での法制化に向けてよ

り一層の拡充が求められています。 

 一方、経営所得安定対策及び生産調整見直しで

は、５年後の生産数量目標の配分廃止を初め、米直

接支払交付金の大幅削減、米価変動補塡交付金の廃

止などが強行され、生産現場に大きな混乱をもたら

しています。今回の見直しは、関税撤廃を原則とす

るＴＰＰ交渉の年内妥結を前提とし、生産現場の実

態や米計画生産の達成状況などが反映されておら

ず、生産者の不安を招いています。 

 価格と需給安定のかなめとなる米直接支払交付金

の半減は、米価下落などで米の安定供給を危うく

し、本道など主業的な水田農家の所得減少を招くと

ともに、地域経済や関連産業等にも極めて深刻な打

撃を与えることが危惧されます。 

 農業、農村地域の担い手である家族農業経営が、

将来にわたり安心して営農が続けられるよう、下記

事項について十分配慮するよう求めます。 

 記。 

 １、日本型直接支払（多面的機能支払い）制度に

おける地方自治体の財政負担を改め、全額国費で実

施すること。 

 ２、我が国の水田農業の持続的発展を期すため、

米の適切な国境措置の堅持、国による需給調整の実

施、水田農家の所得確保などに十分配慮すること。 

 ３、国民の主食である米の価格と受給の安定を図

るため、主要食糧法の趣旨を踏まえ、生産調整な

ど、適切な需給調整の実施などの政府責任を果たす

こと。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により提出しま

す。 

 宛先、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、

農林水産大臣、財務大臣。 

 以上、御審議賜りまして、お認めいただきますよ
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うよろしくお願いいたします。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより発議案第１号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１９ 発議案第２号 

○議長（西村昭教君） 日程第１９ 発議案第２号

平成２６年度畜産物価格決定等に関する意見の件を

議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 １２番、岡本康裕君。 

○１２番（岡本康裕君） ただいま上程されました

日程第１９ 発議案第２号平成２６年度畜産物価格

決定等に関する意見の件について、内容を朗読し、

説明といたします。 

 上記議案を別紙のとおり、会議規則第１４条第２

項の規定により提出いたします。 

 平成２５年１２月１０日提出。 

 上富良野町議会議長西村昭教様。 

 提出者、上富良野町議会議員岡本康裕。 

 賛成者、同じく金子益三。 

 １ページをお開きください。 

 平成２６年度畜産物価格決定等に関する意見書。 

 北海道の酪農、畜産は、厳しい気象、地理的条件

のもとで専業経営を主体に展開し、安全、安心な畜

産物を供給するとともに、国土、環境保全など、多

面的機能の発揮に重要な役割を果たしております。

また、乳業など関連企業とともに、地域経済、社

会、雇用等を支える基幹産業として重要な役割を果

たしています。 

 こうしたもと、国は攻めの農林水産業など、農

業、農村の発展と所得倍増などを目指し、各種施策

の実施や検討がなされてます。しかしながら、酪

農、畜産の経営をめぐっては、長引く畜産物需要の

減少と価格の低迷、配合飼料価格の高どまりと価格

安定基金の財源問題、さらに、燃油、石油製品や電

気料金など、生産コストの増大による経営の悪化と

生産基盤の縮小など、危機的な状況に瀕していま

す。加えて、日本が例外なき関税撤廃を原則とする

ＴＰＰ交渉に参加したことから、酪農、畜産農家は

迫り来る市場開放の動きに大変な不安と危機感を抱

いています。 

 ついては、国民の基礎的食糧の安定供給及び地域

経済、社会を支える酪農、畜産の持続的な発展と、

家族経営を核とする多様な担い手の育成と経営の安

定に向けて、あすにつながる２６年度畜産物価格の

決定と、総合的な酪農、畜産政策を推進されますよ

う、下記事項を添えて強く要望いたします。 

 記。 

 １、例外なき関税撤廃を原則とするＴＰＰ交渉に

おいて、農産物重要５品目などの聖域を守るとした

国会決議を断固堅持するとともに、それができない

と判断した場合は交渉から脱退すること。あわせ

て、日豪などのＥＰＡ／ＦＴＡ交渉において、我が

国の基礎的食糧である乳製品や牛肉、米や麦、デン

プン、砂糖等の重要品目を関税撤廃の対象から除外

するなど、現行の国境措置を維持すること。 

 ２、平成２６年度加工原料乳生産者補給金単価に

ついては、配合飼料価格や燃油価格の上昇、電気料

金の値上げなど、生乳の生産コストの実態を十分に

踏まえ、かつ、適正な家族労働報酬が得られるよ

う、算定方法の弾力的な運用、見直しを図り、再生

産確保と経営の安定に視する単価水準に引き上げる

こと。また、限度数量については国産乳製品の安定

供給、需要の確保に向けた生乳生産基盤の維持、拡

大の観点に立って適正な水準を確保すること。 

 ３、平成２６年度の牛肉及び豚肉の安定価格、肉

用子牛保証基準価格等については、配合飼料価格の

高騰など、畜種ごとの生産コストの実態を適切に反

映し、畜産経営の安定と再生産の確保が図られる水

準に引き上げること。 

 ４、多種多様な畜産経営において、政策価格だけ

では経営安定を図ることが困難なことから、現行の

酪農経営安定対策や、肉用牛、養豚経営安定対策等

について充実、強化を図ること。 

 裏面をごらんください。 

 ５、自給飼料基盤に立脚した酪農、畜産経営を加

速的に推進する観点から、地域の特性を踏まえた自

給飼料増産対策を推進すること。あわせて、配合飼

料価格安定制度の再構築を図ること。 

 ６、家族酪農経営における専従者の労働軽減や休

日の確保、地域での雇用創出や担い手の育成強化の

観点から、傷病時利用事業の継続拡大や専任ヘル

パー要員の確保、育成、定着（就労環境の充実）へ

の支援など、酪農ヘルパー利用組合の円滑な運営を

図るための支援事業を継続強化すること。 

 ７、意欲ある酪農、畜産の担い手が、安全、良質

な畜産物の安定供給と、多面的機能の発揮に向け、
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安心して経営に取り組めるよう再生産の確保（生産

コスト割れの全額補塡）と所得の安定を図る新たな

直接支払制度、経営所得安定対策を確立すること。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を

提出する。 

 提出先、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大

臣、財務大臣、農林水産大臣。 

 以上、御審議賜りまして、お認めいただきますよ

うお願いいたします。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより発議案第２号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第２０ 発議案第３号 

○議長（西村昭教君） 日程第２０ 発議案第３号

利用者本位の持続可能な介護保険制度の確立を求め

る意見の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 ５番、金子益三君。 

○５番（金子益三君） ただいま上程いただきまし

た、発議案第３号利用者本位の持続可能な介護保険

制度の確立を求める意見の件について、提案理由を

内容の朗読をもって説明とさせていただきます。 

 利用者本位の持続可能な介護保険制度の確立を求

める意見の件。 

 上記議案を別記のとおり、会議規則第１４条第２

項の規定により提出いたします。 

 平成２５年１２月１０日提出。 

 上富良野町議会議長西村昭教様。 

 提出者、上富良野町議会議員金子益三。 

 賛成者、同じく岡本康裕。 

 裏面をごらんください。 

 利用者本位の持続可能な介護保険制度の確立を求

める意見書。 

 政府は、社会保障制度改革国民会議の提言を受

け、持続可能な社会保障制度の確立を図るため、改

革の推進に関する法律案（プログラム法案）を国会

に提出した。同法案では、介護保険制度について、

要支援者に対する介護予防給付を市町村が実施する

地域支援事業の形に見直すことや、一定以上の所得

のある利用者の負担引き上げなどを盛り込んだ介護

保険法改正案を、平成２６年度通常国会に提出を目

指している。 

 少子高齢化が進展する中、社会保障の機能強化に

向けた財源やサービス提供体制の確立等が一層重要

となっている。高齢者の尊厳が守られ、利用者本位

に基づく持続可能な社会保障制度を確立し、高齢者

が住みなれた地域で生活できる仕組みづくりと介護

労働者が安心して働き続けられるよう、以下の点に

ついて強く要望する。 

 記。 

 １、要支援者を新しい総合事業に移行すること

は、社会保障の基本的な制度である個人給付を大き

く変容させるものであり、また、給付水準や負担額

の格差が、自治体の財源力などによって今まで以上

に拡大するおそれがあることや、介護サービスの安

定供給に懸念があるため、現行の予防給付を維持す

ること。 

 ２、予防給付は、介護の重度化防止という観点か

ら有効であり、自立支援効果の期待される予防給付

が行われるようケアマネジメントを強化すること。 

 ３、一定所得以上者の介護保険利用料２割負担

は、引き上げによって大きな影響が生じることか

ら、基準の設定については、長期的、持続的負担と

なることを考慮した所得要件とすること。 

 ４、特別養護老人ホームにおける補足給付の支給

要件に資産を追加する際には、実態を把握した上で

資産捕捉の確実性や公平性の確保、さらには保険者

における事務負担を十分に考慮し検討すること。 

 ５、介護人材の確保は介護サービスを提供するた

めの基礎的な基盤であることから、働き続けること

ができるよう、介護労働者を安定的に確保するため

のロードマップを示し、処遇改善及び人材育成、確

保への財源措置を含めた施策を講じること。 

 ６、地域包括ケアシステムの推進に当たって、２

４時間定期巡回、随時対応サービスや小規模多機能

サービスの現状を検証し、改定改善策を進めるこ

と。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書

を提出する。 

 提出先、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、厚

生労働大臣。 

 以上、御審議賜りまして、お認めいただきますよ

うよろしくお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより発議案第３号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第２１ 閉会中の継続調査申出の件 

○議長（西村昭教君） 日程第２１ 閉会中の継続

調査申出の件を議題といたします。 

 議会運営委員会並びに各常任委員会から、会議規

則第７５条の規定により、各委員会において別紙配

付の申出書の事件について閉会中の継続調査の申し

出があります。 

 お諮りいたします。 

 各委員会からの申し出のとおり、閉会中の継続調

査とすることに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、各委員会からの申し出のとおり、閉会中

の継続調査とすることに決しました。 

 以上をもって、本定例会に付議された案件の審議

は全て終了いたしました。 

────────────────── 

◎町 長 挨 拶             

○議長（西村昭教君） ここで、年末に当たり、町

長から一言御挨拶をいただきたいと思います。 

 上富良野町長、向山富夫君。 

○町長（向山富夫君） 議長のお許しをいただきま

して、平成２５年度最後の定例会終了に当たりまし

て、一言御挨拶を申し上げるところでございます。 

 まず、本第４回定例議会におきましては、定住自

立圏の追加提案、さらには、今回御提案させていた

だきました全議案につきまして、全て原案をお認め

いただきましたことに、まず、感謝とお礼を申し上

げる次第でございます。大変ありがとうございまし

た。さらに、平成２４年度の決算の認定を賜りまし

たことも、重ねて感謝申し上げる次第でございま

す。 

 昨年の１２月、私、２期目の仕事を、多くの町民

の御支持をいただきまして与えていただきまして、

ちょうど１年が経過したところでございます。この

間、議会の皆さん方、あるいは町民の皆さん方、そ

して職員の皆さん方に支えていただきまして、上富

良野がよりよく発展する町になるべく努力を続けて

きた所存でございます。 

 しかしながら、御案内のように、なかなか改善し

ない経済状況、さらには、来年控えております消費

税増税に象徴されますように、この先に大変大きな

不安要素が待ちかまえているところでございます。

今こそ全町民が一丸となって、本当の、安心して暮

らせる、真の力強い上富良野をつくっていく大きな

曲がり角に差しかかっていると認識しているところ

でございます。そういう状況にあって、ますます、

首長が果たさなければならない仕事の重みを痛感し

ているところでございます。 

 おかげさまで、平成２５年第４回定例町議会が無

事終了することに当たりまして、来年に向けまし

て、さらに皆さん方の期待に応えられるように、

しっかりと仕事をさせていただきというふうに思う

ところでございます。もう間もなく、二十日足らず

で新しい年を迎えるわけでございますが、どうか、

迎える新年が、議員の皆さん初め、町民の皆さん方

が、御家族おそろいで、すばらしい新年を迎えられ

ますことを心から御期待、御祈念申し上げる次第で

ございます。 

 結びになりますが、この平成２５年１年間、議長

を初め議会の皆さん方に大変お世話になりましたこ

と、そして、職員を初め多くの町民の皆さん方にお

力添えいただきましたこと、重ねて感謝申し上げま

して御挨拶とさせていただきたいと思います。大変

ありがとうございました。 

────────────────── 

◎議 長 挨 拶             

○議長（西村昭教君） この際、私のほうからも、

一言、皆様にお礼を申し上げたいと思います。 

 第１回定例会から、もう１２月になって第４回定

例会と、月日のたつのは非常に早いものでありまし

て、それぞれ一年間、皆さん方、自分の生活、ある

いは仕事、議会活動に、いろいろ印象のあった一年

だったろうと思うところであります。この一年間、

皆さん方の多大な御協力と御理解のもとに、議長の

職責を無事一年間過ごすことができまして、心から

厚くお礼を申し上げたいと思います。 

 また、特にことしは、皆さん方の日ごろの暖かい

御支援のたまもので、１０月に秋の園遊会に招かれ

まして、私にとりましては一生忘れることのできな

い出来事を体験させていただきました。改めて厚く

お礼を申し上げたいと思います。本当にありがとう

ございました。 

 皆さん御存じのとおり、今、地方自治体は、これ

からどんどん変わってくるかなと思っております。

地方分権一括法が決まりまして、あわせて、道州制

を国は導入しようとして、日本を九つか、あるいは

１３ブロックに分けて、行政機構を変えて、そして
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進めようとしております。平成の大合併で、市町村

の数が３,０００からあったのですが、今は町村が

９３０で、というような状況まで合併が進んだわけ

でありまして、これから本州の町村については、ま

だ合併が進むだろうと予測されております。北海道

はまだ幾らも、１４４町村でしたか、の町村になり

ますけれども、これからそういう過疎の波等を含め

まして、やはり地方と、こういう田舎といいます

か、大都会との格差がだんだん広がってくるような

状況にもありつつありますけれども、やはりこうい

うときこそ町民一丸となって、町長を先頭に、また

議会と両輪になって、何とか過疎になるのを食いと

めながら、地元の産業の発展に一所懸命取り組んで

いかなければならないと思っています。やはり諦め

るのではなくて前向きに取り組み、一所懸命取り組

んでやっていくということが私は第一義だと思って

おりますし、やはり自分で行動を起こして、一所懸

命やって、一朝一夕で何でも思うようにいくわけで

はありませんので、そういう中で、地道な努力と、

いろいろな方々の協力と手を携えてやっていくとい

うことが、私は、どんなときでも大切なことだろう

と思っております。不安にならず前向きに進むとい

うことでは、来年一年、またいろいろな試行錯誤繰

り返しながら前向きに進んでいただければありがた

いかなと思っておりますし、そういうつもりで、私

も来年一年望んでいきたいと思っております。 

 この一年間、町長を初め職員の皆さん方には、議

会の運営に関していろいろな形で御協力と御理解を

いただきましたことを厚くお礼申し上げまして、一

言、年末に当たりまして御挨拶にかえさせていただ

きます。一年間、大変御苦労さまでございました。

どうもありがとうございました。 

────────────────── 

◎閉 会 宣 告             

○議長（西村昭教君） これにて、平成２５年第４

回上富良野町議会定例会を閉会いたします。 

午後 ２時３９分 閉会 
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